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1. 概要 
 
S1R72H74**は ATA/ATAPI6に対応する ATAホストコントローラ LSIです。HDDを内蔵するポータ
ブル機器に適した特長を持ちます。 
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2. 特長 
 
《 CPU I/F 》 
 16bit又は 8bit幅の、汎用 CPU I/Fに対応 
 DMA 2ch. 搭載 (Multi-word手順) 
 Big Endian(Little Endianの CPUに対応するためのバススワップ機能を搭載) 
 I/F電圧変更可能(3.3V or 1.8V) 

 
《 IDE I/F 》 
 ATA/ATAPI6に対応 

PIOモード 0～4, Multi word DMA, UDMAモード 0～5 
 
《 互換性 》 
 USBデバイスコントローラ S1R72V03と互換 

- USBを除く機能互換 
- USBを除くレジスタ互換 
- 端子互換 

 
《 その他 》 
 クロック入力 12MHz,24MHz、水晶発振子対応。(発振回路及び帰還抵抗１MΩ内蔵) 
 電源電圧 3.3V と 1.8V、及び CPU I/F電源の３電圧系統 
 パッケージタイプ QFP15-128 
 動作保証温度範囲 –40℃～85℃ 

 
 
 
※耐放射設計はされておりません 
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3. ブロック図 
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図 3.1 全体ブロック図 
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3.1  PLL60 
 
内部ロジック動作に必要な 60MHz クロックを生成します。発振回路の入力クロックは 12/24MHz
の水晶発振子に対応可能です。 
 
 

3.2  FIFO Endpoint / FIFO Controller / FIFO RAM 
 
データ転送用バッファ（計 2kB）です。 
 
 

3.3  CPU I/F Controller 
 
CPU I/Fのタイミングを制御し、レジスタアクセスを可能にします。 
 
 

3.4  DMA Controller 
 
CPU I/Fの DMAタイミングを制御し、FIFOアクセスを可能にします。2チャンネルの DMAを搭載
します。 

 
 

3.5  IDE Master Controller 
 
ATA/ATAPI6に対応する IDEインタフェースです。 
PIOモード 0～4, Multi word DMA, UDMAモード 0～5に対応します。 
 
 

3.6  TestMUX 
 
テスト回路です。 
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4. 端子配置図 
 

4.1  端子配置図（QFPパッケージ） 
 

 
 

図 4.1 QFPパッケージ端子配置図 
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5. 端子機能説明 
 

Pin 名称 I/O RESET 端子タイプ 端子説明 
17 XRESET IN - - リセット信号 

123 XI IN - Analog 
内部発振回路用入力 

12MHz/24MHz 
125 XO OUT - Analog 内部発振回路用出力 
XRESETは CVDD電源系に属します。 
XI,XOは LVDD電源系に属します。 
 

Pin 名称 I/O RESET 端子タイプ 端子説明 
16 TEST IN -  テスト端子(Low固定) 
111 TDO OUT Hi-Z 2mA JTAG TDO端子 
112 TCK IN -  JTAG TCK端子 
113 TMS IN -  JTAG TMS端子 
114 TDI IN  -  JTAG TDI端子 
115 TRST IN -  JTAG TRST端子 
TESTは CVDD電源系に属します。 
上記の他の端子は HVDD電源系に属します。 
JTAG機能を使用しない場合は、TEST, TCK, TMS, TDI, TRSTの各端子は Low固定、TDO端子はオー
プンとして処理してください。 
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Pin 名称 I/O RESET 端子タイプ 端子説明 

Bus Mode⇒ 16bit Strobe mode 16bit BE mode 8bit mode 
30 XRD IN - - リード・ストローブ 

32 XWRL (XWR) IN - - 
ライト・ストローブ

下位 
ライト・ストローブ 

31 XWRH (XBEH) IN - - 
ライト・ストローブ

上位 
ハイ・バイト 
イネーブル 

High固定 

29 XCS IN - - チップセレクト信号 

28 
XINT OUT High 2mA 

TriState 
割り込み出力信号 

35 XDREQ0 OUT High 2mA DMA0リクエスト 
36 XDACK0 IN - - DMA0アクノリッジ 
37 XDREQ1 OUT High 2mA DMA1リクエスト 
38 XDACK1 IN - - DMA1アクノリッジ 

18 XBEL (CA0) IN - - High or Low固定 
ロー・バイト 
イネーブル 

アドレス 0 

19 CA1 IN - - 
20 CA2 IN - - 
21 CA3 IN - - 
22 CA4 IN - - 
23 CA5 IN - - 
24 CA6 IN - - 
25 CA7 IN - - 

CPUバスアドレス 

39 CD0 BI Hi-Z 2mA 
40 CD1 BI Hi-Z 2mA 
41 CD2 BI Hi-Z 2mA 
42 CD3 BI Hi-Z 2mA 
43 CD4 BI Hi-Z 2mA 
44 CD5 BI Hi-Z 2mA 
45 CD6 BI Hi-Z 2mA 
46 CD7 BI Hi-Z 2mA 

CPUデータ・バス

53 CD8 BI Hi-Z 2mA 
54 CD9 BI Hi-Z 2mA 
55 CD10 BI Hi-Z 2mA 
56 CD11 BI Hi-Z 2mA 
57 CD12 BI Hi-Z 2mA 
58 CD13 BI Hi-Z 2mA 
59 CD14 BI Hi-Z 2mA 
60 CD15 BI  Hi-Z 2mA 

CPUデータ・バス 

Pull Up 
or 

Pull Down 

上記の端子は CVDD電源系に属します。 
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Pin 名称 I/O RESET 端子タイプ 端子説明 
101 HDA2 OUT Hi-Z 4mA 
98 HDA1 OUT Hi-Z 4mA 
100 HDA0 OUT Hi-Z 4mA 

IDEレジスタ・アドレス 
 

103 XHCS1 OUT Hi-Z 4mA コントロールレジスタアクセス用チップセレクト 
102 XHCS0 OUT Hi-Z 4mA コマンドブロックレジスタアクセス用チップセレクト
91 XHIOR OUT Hi-Z 4mA IDEリード・ストローブ 
90 XHIOW OUT Hi-Z 4mA IDEライト・ストローブ 
89 HDMARQ IN (PD) (PD) - DMA転送要求 
93 XHDMACK OUT Hi-Z 4mA DMA転送許可 
92 HIORDY IN (PU) (PU) - IDEレジスタレディ信号 
97 HINTRQ IN (PU) (PU) - IDE割り込み要求 
66 XHRESET OUT Hi-Z 4mA IDEバスリセット 
104 XHDASP IN (PU) (PU) - ドライブ有効／スレーブドライブ有り  
99 XHPDIAG IN (PU) (PU) - 診断シーケンス終了信号 
88 HDD15 BI (PU) (PU) 4mA 
86 HDD14 BI (PU) (PU) 4mA 
84 HDD13 BI (PU) (PU) 4mA 
76 HDD12 BI (PU) (PU) 4mA 
74 HDD11 BI (PU) (PU) 4mA 
72 HDD10 BI (PU) (PU) 4mA 
70 HDD9 BI (PU) (PU) 4mA 
68 HDD8 BI (PU) (PU) 4mA 
67 HDD7 BI (PD) (PD) 4mA 
69 HDD6 BI (PU) (PU) 4mA 
71 HDD5 BI (PU) (PU) 4mA 
73 HDD4 BI (PU) (PU) 4mA 
75 HDD3 BI (PU) (PU) 4mA 
83 HDD2 BI (PU) (PU) 4mA 
85 HDD1 BI (PU) (PU) 4mA 
87 HDD0 BI (PU) (PU) 4mA 

IDEデータ・バス 

上記の端子は HVDD電源系に属します。 
PD: Pull Down 
PU: Pull Up 
 
POWER 

 
 
 
 
 

Pin 名称 電圧 端子説明 
4, 5, 12, 13, 81, 

82, 105, 106 
HVDD 3.3V IDE, TEST I/O用電源 

27, 51, 52 CVDD 3.3V/1.8V CPU I/F I/O用電源 
47, 48, 77, 78, 
109, 110, 118, 
120, 126, 127 

LVDD 1.8V 内部電源 

1, 2, 7, 8, 9, 15, 
26, 33, 34,49, 
50, 61, 62, 63, 
64, 65, 79, 80, 

94, 95, 96, 107, 
108, 116, 117, 
119, 121, 122 

VSS 0V GND 

3, 6, 10, 11, 14, 
124, 128 

NC 0V NC（GNDに固定してください。） 
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6. 機能説明 
 
本 LSIの動作について説明します。 
以下では、レジスタについて下記のルールで標記します。 
・1アドレス分のレジスタを指す場合の名称 
レジスタ名＋レジスタと上記します。 
例：「MainIntStatレジスタ」 
・個々のビットを指す場合の名称 
レジスタ名．ビット名＋ビット、或いは、ビット名＋ビットと標記します。 
例：「MainIntStat.FIFO_IntStatビット」「MainIntStatレジスタの FIFO_IntStatビット」 
・FIFOエンドポイント毎にあるレジスタ 

EPx{x=b-c}～レジスタ、EPx{x=b-c}～レジスタ等と標記します。 
例：「EPx{x=b-c}Configレジスタ」 
・DMAチャネル毎にあるレジスタ 

DMAx{x=0,1}～レジスタ等と標記します。 
例：「DMAx{x=0,1}Configレジスタ」「EPx{x=b-c}Join.JoinDMAx{x=0,1}_Wrビット」 

 
 

6.1  互換性 
 
本 LSI は、USB デバイスコントローラ LSI 「S1R72V03」との互換性を持ちます。S1R72V03 は、

USB デバイス機能と ATA ホスト機能を持ちます。本 LSI は、物理的 I/F 及び論理的 I/F において、
S1R72V03から USB機能を除いた構成となっています。 
また、ソフトウェアのソースコードの互換性を保持するため、S1R72V03の USBに関連するレジス
タ名称を継承しています。 

 
 

6.2  パワーマネージメント機能 
 
オシレータ及び PLLの動作を制御し、スリープ、スヌーズ、アクティブ 60の 3ステートを遷移し
ます。他のステートに遷移する場合には、 PM_Control.GoSLEEP、 PM_Control.GoSNOOZE、
PM_Control.GoActive60ビットをセットすることで開始され、任意の処理を行います。現在、どのステー
トにいるかを確認するには、PM_Control.PM_State[2:0]を確認してください。また遷移終了時、
PM_IntStat(SIE_IntStat).FinishedPMイベントを発生します。この時、PM_IntEnb(SIE_IntEnb).EnFinishedPM
ビットをセットし、かつ MainIntEnb.EnPM_IntStat(EnSIE_IntStat)ビットをセットしていれば、割り込み
XINTが発生します。 
全てのステートから他のステートへ遷移することが可能で、アクティブ 60 ステート時に

PM_Control.GoSLEEP ビットをセットした場合は、スヌーズステートを経由してスリープステートに
遷移し、遷移終了した時点で PM_IntStat(SIE_IntStat).FinishedPM イベントを発生します。またスリー
プステート時に PM_Control.GoActive60 ビットをセットした場合も、スヌーズステートを経由して、
アクティブ 60ステートに遷移し、遷移終了した時点で PM_IntStat(SIE_IntStat).FinishedPMイベントを
発生します。 
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S0: SLEEP

S1: SNOOZE

G
oS

LE
E

P

S2: ACTIVE60

G
oS

N
O

O
ZE

GoSNOOZE
GoActive60

※ 一点鎖線の遷移は、実際には実線を通って遷移する。

        GoActive60

        GoSLEEP

 
 

図 6.1 パワーマネージメント 
 

6.2.1  SLEEP（スリープ） 
 
オシレータが発振していないステートです。したがいまして、このステートでは、PLLも発振して
いません。 
スヌーズステート及びアクティブ 60ステート中に PM_Control.GoSLEEPビットをセットし、スリー
プに遷移する場合は、まず PLL60を停止し、次に、OSCCLKの出力を停めた後にオシレータの発振を
停止します。 
逆に、スリープステート中に PM_Control.GoSNOOZEまたは PM_Control.GoActve60ビットをセット
すると、オシレータが安定して発振するまで内部回路には OSCCLKを与えないように、発振安定時間
ゲートしています。この発振安定時間は、発振セル、発振子、周辺回路及び基板によって変化します
ので、WakeUpTim_H,Lレジスタを用いて設定してください。 

 

GoSNOOZE

S0 : SLEEP S1 : SNOOZEPM_State

GoSLEEP
GoActive60

FinishedPM

OSC_Counter
(OSCOUT) 0xFFFF 0xFFFF

ロード値はWakeUpTim_L,Hにて設定Load_OC

0x0000OSC Powerup Time

内部への
OSCCLK OSC Valid

※ 出力開始時にヒゲが出ないようにEnb信号をNegedgeで叩いて用す
る。

OSCOUT OSC Valid

 
 

図 6.2 SLEEPステートからの離脱（GoSNOOZE時） 
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6.2.2  SNOOZE（スヌーズ） 
 
オシレータは発振している状態で、PLLが発振していないステートです。 
アクティブ60ステート中にPM_Control.GoSNOOZEビットをセットし、スヌーズに遷移する場合は、
出力しているクロックを停止した後、PLL60を停止します。 
また、スヌーズステート中に PM_Control.GoActive60 ビットをセットし、スヌーズからアクティブ
へ離脱する時には、PLLが安定して発振するまで内部回路には SCLKを与えないように、PLL安定時
間（約 250us）ゲートします。 

 

S1 : SNOOZE S2 : ACTIVE60PM_State

GoActive60

FinishedPM

PLL_Counter
(OSCCLK) 0xFF 0xFF

ロード値は256usに設定Load_PC

0x00PLL Powerup Time

内部へのSCLK
(60MHz) PLL Valid

※ 出力開始時にヒゲが出ないようにEnb信号をNegedgeで叩いて用す
る。

PLL Valid

GoSLEEP
GoSNOOZE

SCLK (60MHz)

 
 

図 6.3 SNOOZEステートからの離脱（GoActive60時） 
 
 

6.2.3  ACTIVE60（アクティブ 60） 
 
オシレータ及び PLL60 が動作しているステートです。レジスタマップの斜体太字のレジスタ及び
ビットはスヌーズ及びスリープ時でも読み書き可能なレジスタです。斜体文字以外のレジスタにつき
ましては、アクティブ 60ステートで無ければ読み書きできません。 

IDE並びに CPU回路は、アクティブ 60ステートで動作します。 
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6.3  FIFO管理 
 

6.3.1  FIFO管理 
 
FIFO管理について説明します。 
 

6.3.1.1 FIFOメモリマップ 
 
FIFOのメモリマップを以下に示します。 
 

EPbエリア(1024B)

EPcエリア(1024B)

 
 

図 6.4 FIFOメモリマップ 
 
FIFOのメモリは、EPbエリア、EPcエリアに分割され、それぞれに固定領域が割り当てられていま
す。 

EPbエリア及び EPcエリアは、IN(IDE Read)または OUT(IDE Write)の方向を任意に設定できる汎用
FIFOエンドポイントのエリアです。EPbエリア、EPｃエリアは 1024バイトが確保されていおり、IDE
のリードまたはライト転送に使用することが出来ます。 

IN(IDE Read)方向に設定された FIFOエンドポイントでは、IDEリードのデータ転送が可能です。ま
た、OUT(IDE Write)方向に設定された FIFOエンドポイントでは、IDEライトのデータ転送が可能です。
CPU I/Fからの PIO及び DMAによる FIFOアクセスは、INまたは OUTの設定に依りません。(6.3.2.1, 
6.3.2.2を参照) 

 
EPbエリア及び EPcエリアは、FIFOとして制御されており、データ格納数が保持されています。こ
の保持された状態をクリアするためには、EPnControl.AllFIFO_Clrビットか、または、各領域に対応し
た、EPrFIFO_Clr.EPx{x=b-c}FIFO_Clrの各ビットをセットしてください。 

 
 

6.3.2  FIFOへのアクセス方法 
 
FIFOへのアクセス要因には、CPU(PIO), CPU(DMA), IDEが有ります。 
 
 

6.3.2.1 FIFOへのアクセス方法（PIOアクセス） 
 
FIFO に CPU のレジスタアクセスによってリードアクセスする場合には、いずれか 1 つの FIFO エ
ンドポイントに対して、EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Rdに１をセットし、EPnFIFO_Rdレジスタ、または、
EPnFIFO_ByteRdレジスタにて読み出しを行います。 
また、FIFOに CPUのレジスタアクセスによってライトアクセスする場合には、いずれか 1つの FIFO
エンドポイントに対して、EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Wrに１をセットし、EPnFIFO_Wrレジスタに書き
込みを行います。 

EPnRdRemain_H,Lレジスタは、EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Rdにてただ 1つ設定された FIFOエンドポ
イントにおいて、FIFOから読み出し可能なデータの残り数を表しています。また、EPnWrRemain_H,L
レジスタは、EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Wrにてただ 1つ設定された FIFOエンドポイントにおいて、FIFO
に書き込み可能なエリアの残り数を表しています。 

ICE 等を使用してファームウェアのデバッグを行うに際し、レジスタのダンプ等を行う場合に、
EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Rd レジスタのいずれかがセットされていると、レジスタのダンプ時に FIFO
からデータを読み出されてしまうことに注意してください。 
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6.3.2.2 FIFOへのアクセス方法（DMA） 
 
FIFOに CPUの DMAアクセスによってリードアクセスする場合には、DMAの各チャネルにつき、
いずれか 1つの FIFOエンドポイントの、EPn{n=b-c}Join.JoinDMAx{x=0,1}_Rdレジスタに１をセット
し、DMA手順を実行して読み出しを行います。 
また、FIFOに CPUの DMAアクセスによってライトアクセスする場合には、DMAの各チャネルに
付き、いずれか１つの FIFOエンドポイントの、EPn{n=b-c}Join.JoinDMAx{x=0,1}_Wrレジスタに１を
セットし、DMA手順を実行して書き込みを行います。 

DMAx{x=0,1}_Remain_H,L レ ジ ス タ は 、 DMA の 各 チ ャ ネ ル に つ い て 、
EPn{n=b-c}Join.JoinDMAx{x=0,1}_Rdにて、ただ 1つ設定された FIFOエンドポイントにおいて、FIFO
から読み出し可能なデータの残り数を表しています。また、DMA の各チャネルについて、
EPn{n=b-c}Join.JoinDMAx{x=0,1}_Wrにて、ただ 1つ設定された FIFOエンドポイントにおいて、FIFO
に書き込み可能なエリアの残り数を表しています。 

 
 

6.3.2.3 FIFOへのアクセス方法(IDE) 
 
FIFO に IDE がアクセスする場合には、いずれか 1 つの FIFO エンドポイントに対して、

EPx{x=b-c}Join.JoinIDEに１をセットし、IDE手順を実行してデータ転送を行います。IDE転送の方向
は接続されている FIFOエンドポイントの方向に応じて設定されます。FIFOエンドポイントの方向設
定が IN(EPn{n=b-c}Config_0.INxOUT=1)である時、その FIFOエンドポイントでは、IDEリードアクセ
スが行われます。また、FIFOエンドポイントの方向設定が OUT(EPn{n=b-c}Config_0.INxOUT=0)であ
る時、その FIFOエンドポイントでは、IDEライトアクセスが行われます。 

 
 

6.3.2.4 FIFOへのアクセス制限 
 
本 LSIの FIFOには、CPUバスからの PIOまたは DMA書き込み、読み出し、IDEとの送受信が同
時に行われます。また、CPUバスからの読み出しについては、先読み処理を行っています。 
これらのことから、それぞれの FIFO エンドポイントにおける、FIFO へのアクセス設定方法(Join)
に対し、基本的に下記の排他ルールがあります。 
・  1 つの FIFO エンドポイントには、 JoinCPU_Wr, JoinCPU_Rd, JoinDMAx{x=0,1}_Wr, 

JoinDMAx{x=0,1}_Rdのうちの 1つしか設定できない。 
・ JoinIDE, JoinCPU_Wr, JoinCPU_Rd, JoinDMAx{x=0,1}_Wr, JoinDMAx{x=0,1}_Rdは、それぞれ、同
時に 1つの FIFOエンドポイントにしか設定できない。 
・ JoinCPU_Wrと JoinCPU_Rdは同時に設定出来ない。 
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6.4  CPUIF 
 

6.4.1  モード切り替え 
 
本 LSIの CPUIFは非同期 CPUに対応し、以下の 3つの動作モードを持っております。 
 

表 6.1 CPUIF動作モード設定 
 

動作モード BusMode Bus8x16 備考 
16bit Strobe mode 0 0 デフォルト 
16bit BE mode 1 ＊ BusModeビットの設定優先 
8bit mode 0 1  

 
各動作モードの切り替えは ChipConfigレジスタの BusModeビット、Bus8x16ビットの設定によって
行います。ChipConfig レジスタの値は ModeProtect レジスタの設定によって誤書き込みに対するプロ
テクトをかけることができます。 
実使用時には、電源投入直後、第一に ChipConfigレジスタの設定を行い動作モードを決定してくだ
さい。その後、ModeProtectレジスタにより設定を保護してください。 
また、本 LSIの CPUIFはバスの Swap機能を持ちます。この機能を使用する場合は ChipConfigレジ
スタの初期設定時に ChipConfig.CPU_BusSwapビットを設定してください。Swap機能は CPU_BusSwap
ビットを設定した後、E9h 番地をリードする事で有効になります。ChipConfig レジスタの設定では上
記に加え、XINT の論理レベル及び出力モードの設定、XDREQ0,1、XDACK0,1 の論理レベル設定、
DMA0,1の CS_Modeの設定を行う事が出来ます。 
以下の説明においては、特に断りの無い限りデフォルト設定の 16bit Strobe mode、Bus Swapなしを
基本として説明致します。 

 
 

6.4.2  モード切り替えに際して 
 
本 LSIは ChipConfigレジスタにより、ご使用の CPUに適合する CPUバスの動作モードに設定する
ことが可能です。チップの初期状態は 16bit Strobe modeで動作しておりますので、16bit BE mode、ま
たは 8bit modeに切り替える際には以下の点にご注意ください。 

 
 

6.4.2.1 16bit BE modeをご使用の場合 
 
ご使用の CPUに合わせて 16bit BE modeを使用する場合、0に示す通り、ChipConfigレジスタへの
設定を第一に行ってください。また、その際には図 6.5に示す通り、必ず EFh番地に対するバイトラ
イトを行ってください。この時、本 LSIは初期状態の 16bit Strobe modeで動作しており、CPUの chip 
select信号と byte mask high信号（XCSと XWRH）に下図に示すようなスキューがある場合、有効な
ライト期間と見なして内部的に動作してしまう可能性があります。本 LSIではこの様なスキューを除
去する為のフィルタ回路（min:1ns）を内蔵しておりますが、ご使用の CPUの AC特性をご確認の上、
基板上での処理等により、この様なスキューが生じないようにしてください。 
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chip select/XCS

CPUの信号/S1R72V03の端
子

address/CA[7:1] b1110_111

byte mask high/
XWRH
（XBEH）

byte mask low/XBEL low fix

write strobe/XWRL
（XWR）

XCS且つXWRHのため、
有効なライトパルスとして動作してしまう

chip select/XCS

byte mask high/
XWRH
（XBEH）

internal write pulse
!XCS && !XWRH

 
図 6.5 ChipConfigレジスタの初期設定 

 
動作モードの設定完了後は内部的なライトパルス（internal write pulse）の生成条件が更新されます
ので、この様な制限はございません。 
また、ChipConfigレジスタの設定前に、本 LSIにリードアクセスを行った場合、図 6.6に示す通り、
チップの内部ではリード動作とライト動作を同時に行ってしまいます。この場合の動作は保証されま
せんので、必ず ChipConfigレジスタの設定を第一に行ってください。 

 

chip select/XCS

CPUの信号/S1R72V03の端子

byte mask high/XWRH
（XBEH） low fix

byte mask low/XBEL low fix

read strobe/XRD

internal write pulse
!XCS && !XWRH

write strobe/XWRL
（XWR）

High fix

internal read pulse
!XCS && !XRD

XCS且つXWRHのため、
有効なライトパルスとして動作してしまう

 
図 6.6 ChipConfigレジスタの初期設定前のリードアクセス 
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6.4.2.2 8bit modeをご使用の場合 
 
ご使用の CPUに合わせて 8bit modeを使用する場合、0に示す通り、ChipConfigレジスタへの設定
を第一に行ってください。ChipConfigレジスタの設定の前に、本 LSIにリードアクセスを行った場合、
本 LSIは初期状態の 16bit Strobe modeで動作しておりますので、CD[15:0]全端子が出力状態になりま
す。CD[15:8]を Pulll Up/Pull Down 処理されている場合は特に問題ありませんが、これらの端子を
VDD/GND に直結している場合、電流消費が大幅に増大します。これを回避する為、必ず ChipConfig
レジスタの設定を第一に行ってください。 

 
 

6.4.3  ブロック構成 
 
本 LSIの CPUIF（以下、CPUIF）のブロック構成を図 6.7に示します。 
REG/DMA0/DMA1の 3ブロックから構成されます。 
・ REG：本 LSIレジスタ領域へのアクセス制御 
・ DMA0：DMAチャネル 0 
・ DMA1：DMAチャネル 1 

CPUIF

REG
S1R72H74
Registers

DMA0
DMA ch.0

DMA1
DMA ch.1

 
図 6.7 ブロック構成 

 
6.4.3.1 REG（S1R72H74 Registers） 

 
本 LSIのレジスタ領域へのアクセスを制御します。以下のアクセス機能が含まれます。 
・ 同期レジスタアクセス 
・ FIFOアクセス 
・ 非同期レジスタアクセス 

 
 

6.4.3.1.1 同期レジスタアクセス（ライト） 
 
内部クロックに同期して外部バスのデータをレジスタへ書き込みます。 
 
 

6.4.3.1.2 同期レジスタアクセス（リード） 
 
リード（XCS、XRD共にアサート）期間を出力イネーブル期間としてレジスタのデータを外部バス
へ出力します。 
レジスタのリード動作において、カウント値など 3バイト以上（8bit modeの場合 2バイト以上）で
意味を成すレジスタでは、アクセスサイクル間のカウント値の桁上がり等により誤ったカウント値を
リードしない様、最上位バイトのリードタイミングで下位バイトのレジスタの値を保持し、下位バイ
トのリード時には、この値を外部バスへ出力します。 

 
 

6.4.3.1.3 FIFOアクセス（ライト） 
 
FIFOライトアクセスは EPnFIFO_Wr_H,Lレジスタへの書き込みを意味します。8bit mode動作の場
合は EPnFIFO_Wr_H,Lレジスタのどちらにアクセスを行っても FIFOへの書き込みを行うことができ
ます。 

 
FIFOアクセス（ライト）には以下の制限事項があります。 
・ EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Wrビットを設定した後、EPnWrRemain_H,Lレジスタで書き込み可能
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なデータ数を確認した上でアクセスを行ってください。 
・ 16bit CPUを使用の場合は、基本的にワード（2バイト）単位でアクセスを行ってください。端
数（奇数）バイトの書き込みを行う場合は FIFO のバイト境界を意識してストローブ信号を制
御してください。詳細は”FIFOアクセスの端数処理”をご参照ください。 
・ EPnFIFO_Wr_H,L レジスタへのライト直後に EPnWrRemain_H,L レジスタを確認しても正確な

FIFOの空き領域を確認することが出来ません。必ず 1CPUサイクル以上の間隔を空けて確認し
てください。 

 
 

6.4.3.1.4 FIFOアクセス（リード） 
 
FIFOリードアクセスは EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタ、EPnFIFO_ByteRdレジスタの読み出しを意味し
ます。8bit mode動作の場合は EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタ、EPnFIFO_ByteRdレジスタのどのレジスタ
にアクセスを行っても同様に FIFOからの読み出しを行うことができます。 

 
FIFOリードアクセスには、以下の制限事項があります。 
・ EPx{x=b-c}Join.JoinCPU_Rd ビットを設定した後、EPnRdRemain_H,L レジスタで読み出し可能
データ数及び RdRemainValidビットを確認した上でアクセスを行ってください。 
・ 16bit modeで使用の場合、ワード読みを行う場合は EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタを用いて行って
ください。バイト読みを行う場合は EPnFIFO_ByteRd レジスタを用いて行ってください。バイ
ト境界が存在する場合はバイト読みを行ってください。この場合に EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタ
を用いてワード読みを行った場合は片側にのみ有効なデータが出力されます。詳細は”FIFO ア
クセスの端数処理”をご参照ください。 

 
 

6.4.3.1.5 FIFOアクセスの端数処理 
 
端数（奇数）データを扱う場合の FIFOへのデータの格納状態と FIFOアクセスの関係を説明します。
実際の FIFOは 4byte幅ですが、この章の説明では簡易化のため 2byte幅で表記致します。4byte/2byte
による動作の相違はありません。 
【ライト動作】 
基本的にはバイト境界の存在しない状態から書き込み動作を行う事を推奨致します。 
EPrFIFO_Clr.EPx{x=b-c}FIFO_Clr ビットをセットする等行って、バイト境界の存在しない状態から
ワード書き込みを行い、奇数データが存在する場合は、連続するデータの最終バイト（データ Z）の
み High側に書き込んでください。この状態を図 6.8の（1）に示します。IDE IF等からはデータ A, B, 
C, D, ・・・X, Y, Zの順に出力されます。 

FIFOにバイト境界がある状態から書き込みを行う場合は、最初に Low側にデータを書き込み（デー
タ Kの書き込み）、バイト境界を解消した後、ワード書き込み（データ L, M）を行ってください。こ
の状態を図 6.8の（2）に示します。 
以上は、正常な書き込み動作です。 

○A：
空：
start：

FIFOにデータAが存在する様
FIFOにデータが存在しない様
書き込み開始ポイント

○X ○Y

○Z

○A ○B

○C ○D

○X ○Y

○Z

○X ○Y

○Z ○K

○L ○M

→→ライト前 ライト後 ライト前 ライト後

（1） （2）

start

start

 
図 6.8 FIFOライト処理（正常動作） 

以下は注意が必要な書き込みを行った場合の動作です。 
FIFOにバイト境界がある状態からワード書き込みを行った場合、High側の書き込みは無視されLow
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側のみ書き込みが行われます（図 6.9 の（3））。つまり、Low 側にバイト書き込みを行ったときと同
じ動作を行います。また、FIFOにバイト境界のある状態から High側にのみ書き込みを行った場合、
その書き込みは無視されます（図 6.9の（4））。 

FIFO にバイト境界が無い状態から Low 側にのみ書き込みを行った場合、その書き込みは無視され
ます（図 6.9の（5））。また、FIFOにバイト境界が無く、且つ書き込み可能数が”1”の状態からワード
書き込みを行った場合、Low側の書き込みは無視され、High側のみ書き込みが行われます（図 6.9の
（6））。つまり、High側にバイト書き込みを行ったときと同じ動作を行います。 

○P ○P ○R

→ライト前 ライト後

（3）

start
High側にQ
Low側にR
書き込み

Q書き込み無効
R書き込み

○P ○P

→ライト前 ライト後

（4）

start

High側に
Q書き込み

Q書き込み無効

→ライト前 ライト後

（5）

start

Low側にR
書き込み

R書き込み無効

start

start

start

○A

○B ○C

○S

→
ライト前

（書き込み可能数"1"）
ライト後

（6）

start

High側にS
Low側にT
書き込み

S書き込み有効
T書き込み無効

start

○A

○B ○C

 
図 6.9 FIFOライト処理（注意が必要な動作） 

 
【リード動作】 
バイト境界が無い場合は、EPnFIFO_Rd_H,L レジスタを用いたワード読み出し、EPnFIFO_ByteRd
レジスタを用いたバイト読み出し何れを行っても問題ありません。バイト境界がある場合は、
EPnFIFO_ByteRd レジスタを用いたバイト読み出しを行ってください。一旦バイト境界を解消した後
はワード読み出し、バイト読み出し何れを行っても問題ありません。 
バイト境界が無い状態からのワード読み出しの様子を図 6.10の（1）に示します。アクセス毎にデー
タ A, B→データ C, Dと読み出されます。また、バイト読み出しの様子を図 6.10の（2）に示します。
アクセス毎にデータ A→データ B→データ C→データ Dと読み出されます。以上は正常な読み出し動
作です。 

○A ○B

○C ○D

→リード前 リード後

（1）

start
○C ○D

start

○A ○B

○C ○D

→リード前 リード後

（2）

start

○B

○C ○D
start

 
 

図 6.10 FIFOリード処理（正常動作） 
 
以下は注意が必要な読み出しを行った場合の動作です。 
図 6.11 の（3）はバイト境界がある状態から、EPnFIFO_Rd_H,L レジスタを用いてワード読み出し
を行った場合の動作です。High 側には不定のデータが出力され、Low 側にデータ J が出力されます。
リードのポインタは 1 バイト分のみ進みます。図 6.11 の（4）はバイト境界が無いが残りデータが 1
バイトの状態から、EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタを用いてワード読み出しを行った場合の動作です。High
側にはデータ Xが出力され、Low側には不定データが出力されます。リードのポインタは 1バイト分
のみ進みます。 
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○J

○K ○L

→リード前 リード後

（3）

start
○K ○L

start

○X

→リード前 リード後

（4）

start start

 
図 6.11 FIFOリード処理（注意が必要な動作） 

 
上記より、端数処理のリード動作を行う場合の例を説明します。 
1） FIFOに 64バイト有るデータを 31バイト→33バイトで読み出したい場合。 
① CPUIFは 64バイトのレディをラッチして一連のリードシーケンスを開始する。 
② 30バイト分のデータをEPnFIFO_Rd_H,Lレジスタでワード読み、もしくはEPnFIFO_ByteRd
レジスタでバイト読みする。 
③ 31バイト目のデータを EPnFIFO_ByteRdレジスタでバイト読みする。→バイト境界発生。 
④ 32バイト目のデータをバイト読みする。この場合 EPnFIFO_ByteRdレジスタでのバイト読
みを推奨します。EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタでのワード読みを行った場合は Low側にデー
タが出力されます。→バイト境界解消。 
⑤ 残り 32 バイトのデータを EPnFIFO_Rd_H,L レジスタでワード読み、もしくは

EPnFIFO_ByteRdレジスタでバイト読みする。 
2） 31 バイトのデータが有る時点で JoinCPU_Rd をセットして読み出しを開始した後、続けて書
き込まれたデータを EPnFIFO_Rd_H,Lレジスタでワード読みしたい場合。 
① 31 バイトのデータが有る状態で JoinCPU_Rd を設定した時点で、CPUIF は 31 バイトのレ
ディをラッチして一連の動作シーケンスを開始する。 
② 30バイト分のデータをワード読みする。 
③ キャッシュされている 31バイト目のデータ（バイト境界）を解消するため、一旦ジョイン
を切り離す。 
④ 再度ジョインする。 
⑤ CPUIFは残るデータ数のレディをラッチして一連の動作シーケンスを開始する。 
⑥ 残りのデータをワード読みする。 

 
 

6.4.3.1.6 非同期レジスタアクセス（ライト） 
 
外部ライト信号（XCS、XWRL,H）からライトパルスを作成して外部バスのデータをレジスタへ書
き込みます。 

 
 

6.4.3.1.7 非同期レジスタアクセス（リード） 
 
同期レジスタリードと同様、リード（XCS、XRD共にアサート）期間を出力イネーブル期間として
レジスタのデータを外部バスへ出力します。 

 
 

6.4.3.2 DMA0/DMA1（DMA ch.0 / ch.1） 
 

6.4.3.2.1 基本機能 
 
DMAの基本動作は以下の通りです。 
【ライト動作】 

FIFOに書き込み可能な空き領域がある場合にXDREQをアサートし DMA転送が可能になります。 
【リード動作】 

FIFOに読み出し可能なデータがあり、読み出し動作可能になると XDREQをアサートし DMA転
送が可能になります。 
DMAは二つの動作モードと一つの動作オプションを持ちます。 
●カウントモード 
設定されたカウント数分の DMA転送を行います。 



6. 機能説明 
 
 

20 EPSON S1R72H74テクニカルマニュアル 
（Rev.1.0） 

内部 FIFO に書き込み可能な空き領域／読み出し可能なデータがあり、且つ
DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LL レジスタに残りカウントがある場合に XDREQ をアサートし
DMA転送が可能になります。 

 
●フリーランモード 
内部 FIFO に書き込み可能な空き領域／読み出し可能なデータがある場合に XDREQ をアサート
し DMA転送が可能になります。 

 
●REQアサートカウントオプション 

CPU のバーストリード／バーストライトに対応するためのオプションです。このオプションは、
カ ウ ン ト モ ー ド ／ フ リ ー ラ ン モ ー ド 何 れ で も 使 用 が 可 能 で す 。
DMAx{x=0,1}_Config.ReqAssertCount [1:0]ビットに設定されたアサートカウント数以上の、書き込
み可能な空き領域／読み出し可能なデータが FIFOにある場合にXDREQをアサートしDMA転送
が可能になります。従って、基本的には一旦 XDREQがアサートされると、設定されたアサート
カウント数分の転送が保証されることになります。ただし、FIFOの空き領域／データが設定され
たアサートカウント数未満の場合も、カウントモードに設定され、且つ FIFO の空き領域／デー
タが残りカウント数以上の場合、XDREQ がアサートされます。この場合の保証される転送数は
残りカウント数となります。 

 
16bit modeの場合、DMAの基本はワード単位でのデータ処理となります。バイト単位でのデータ処
理はカウントモードで且つ残りカウント数が”1”の時のみ行うことが出来ます。各々の動作モード、オ
プションにおける XDREQのアサート条件、また XDREQアサート時の転送可能数の関係を下表に示
します。 
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表 6.2 動作モード、オプションと転送開始条件一覧 

カウントモード（Count＞0）

Count≧Req

カウントモード・ReqAssertCountオプション使用時（16bit／8bitモード動作時共）

Count＜Req

カウントモード（Count＞0）

フリーランモード

Count≧Ready

カウントモード・ReqAssertCountオプション未使用時（16bitモード動作時）

-

Ready（Readyが奇数の
場合はReady-1）

Ready（Readyが奇数の
場合はReady-1）

Count＜Ready

Ready≧Count

アサート

Count

Ready＜2

ネゲート

-

Ready≧2

アサート

Ready≧2

アサート

Ready＜2

ネゲート

-

Ready＜Req

ネゲート

-

Ready≧Req

アサート

Req

Ready＜Count

ネゲート

-

Ready≧Count

アサート

Count

Ready＜Req

ネゲート

-

Ready≧Req

アサート

Req

フリーランモード

-

フリーランモード・ReqAssertCountオプション使用時（16bit／8bitモード動作時共）

フリーランモード・ReqAssertCountオプション未使用時（16bitモード動作時）

XDREQ

転送可能数

条件

XDREQ

条件

転送可能数

XDREQ

転送可能数

条件

XDREQ

条件

転送可能数

カウントモード（Count＞0）

フリーランモード

Count≧Ready

カウントモード・ReqAssertCountオプション未使用時（8bitモード動作時）

-

Ready

Ready

Count＜Ready

Ready≧Count

アサート

Count

Ready＜1

ネゲート

-

Ready≧1

アサート

Ready≧1

アサート

Ready＜1

ネゲート

-

フリーランモード・ReqAssertCountオプション未使用時（8bitモード動作時）

XDREQ

条件

転送可能数

XDREQ

条件

転送可能数  
※ 表中の ReqはDMAx{x=0,1}Config.ReqAssertCountの設定値を、Readyは FIFOの空き領域／デー
タ数を、Countは DMAx｛x=0,1｝Count_HH,HL,LH,LLの値を指しています。 

 
6.4.3.2.2 端子設定 

 
ChipConfig レジスタの設定により、XDREQx{x=1,0}の論理レベル、XDACKx{x=1,0}の論理レベル
を設定する事が出来ます。以下の説明では特に断りの無い限り、XDREQ,XDACK共に負論理で記述し
ております。 
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6.4.3.2.3 アクセスモード設定 
 
ChipConfig.CS_Modeビット及び DMAx{x=1,0}_Config.DMA_Modeビットの設定により、DMAアク
セスと見なす動作条件を設定する事が出来ます。 

 
 

表 6.3 アクセスモード設定 
 

CS_Mode DMA_Mode 説明 
0 0 XDREQに対し XDACKがアサートされることで DMAアクセスと見なします
1 0 XDREQに対し XDACK及び XCSがアサートされることで DMAアクセスと

見なします 
* 1 XDREQに対し DMAx{x=1,0}_Rd/WrDataレジスタにアクセスされる事で 

DMAアクセスと見なします 
 
以下の説明では特に断りの無い限り、XDACK 及び XCS のアサートを動作条件と見なすアクセス
モードで記述しております。 

 
 

6.4.3.2.4 カウントモード（ライト） 
 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLレジスタにカウント値を設定した後、DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Go
ビットに”1”をセットしてください。内部 FIFOに書き込み可能な空き領域（DMA_Ready）が 2バイト以上
（8bit modeの場合 1バイト以上）あり、且つ残りカウントがある場合にXDREQをアサートしDMA転送が
可能になります。FIFO に残り 1バイトの空き領域しかない場合は、カウントモードに設定され、且つ残り
カウント数が”1”の時のみXDREQがアサートされます。 
奇数バイトの書き込みを行って FIFOにバイト境界が発生した場合には、FIFOが空になった後、FIFO
クリアを行ってバイト境界を解消し、次のライト動作を開始してください。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
【動作停止】 
動作停止条件は以下の 2つです。 
・ DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLレジスタに設定したカウント数分の DMA転送が完了 
・ DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Stopビットに”1”をライト 

DMA動作停止時に CPU_IntStat..DMAx{x=0,1}_Cmpビットがセットされます。 
DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LL レジスタによる転送停止時は最終アクセスのストローブアサー
ト期間に XDREQをネゲートします。 

DMA_Stop ビットによる転送停止時は、同期レジスタアクセスのライトタイミングでチップ内部動
作を停止し、XDREQ をネゲートします。DMA_Stop ビットによる DMA の停止を行う場合は、CPU
側の DMAC（マスタ）を先に停止してください。 
カウントモードで転送を開始し、設定されたカウント数の転送完了前に DMAx{x=0, 

1}_Control.DMA_Stopビットで転送を停止した場合の動作タイミングを図 6.12に示します。 
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XWRL,H

XCS

ex1.【転送開始条件】カウント（8バイト）＜FIFOの空き容量（16バイト）　【転送停止条件】DMA_Stop

XDACK

XDREQ

DATA

④

①DMA_Control.DMA_Goビットへの"1"書き込みによりDMA回路動作開始
②データが転送されて、FIFOに空き領域（DMA_Ready）が出来、
　　DMA_Readyを受けてXDREQをアサート
③XDACKがアサートされDMA転送開始
④カウントモードの転送数完了前に、マスタ側を停止、XDACKをネゲート
⑤DMA_Control.DMA_Stopビットへの"1"書き込みによりDMA回路停止
⑥DMA回路停止を受けてXDREQネゲート

②

③

⑥

① ⑤

 
 

図 6.12 カウントモードライトタイミング 1 
 
カウントモードで転送を開始し、設定されたカウント数分の転送を完了し DMA 転送が終了する場
合の動作タイミングを図 6.13に示します。 

XWRL,H

XCS

ex2.【転送開始条件】カウント（8バイト）＞FIFOの空き容量（4バイト）　【転送停止条件】カウント0

XDACK

XDREQ

DATA

①

② ③ ④ ⑤

①DMA_Control.DMA_Goビットへの"1"書き込みによりDMA回路動作開始
②データが転送される事によりFIFOに空き領域（DMA_Ready）が出来、
　　DMA_Readyを受けてXDREQをアサート
③DMA_ReadyがなくなるタイミングでXDREQをネゲート
④データが転送される事によりFIFOに空き領域（DMA_Ready）が出来、
　　DMA_Readyを受けてXDREQをアサート
⑤DMA_Countの最終データタイミングでXDREQをネゲート
　　DMA_Count数分の転送終了によりDMA回路停止  

 
図 6.13 カウントモードライトタイミング 2 

 
6.4.3.2.5 カウントモード（リード） 

 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LL レ ジ ス タ に カ ウ ン ト 値 を 設 定 し た 後 、

DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Goビットに”1”をセットしてください。内部 FIFOに読み出し可能なデー
タが 2バイト以上（8bit mode動作時は 1バイト以上）あり、且つ残りカウントがある場合に、外部か
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らのリードに対応可能になると XDREQをアサートします。FIFOに残り 1バイトしかデータがない場
合はカウントモードに設定され、且つ残りカウント数が”1”の時のみ XDREQがアサートされます。 
奇数バイトのリードを行ってバイト境界が発生した場合には、FIFOクリアを行ってバイト境界を解
消してから次の転送を行ってください。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
【動作停止】 
動作停止条件は以下の 2つです。 
・ DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLレジスタに設定したカウント数分の DMA転送が完了 
・ DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Stopビットに”1”をライト 

DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LL レジスタによる転送停止は最終アクセスのストローブ信号ア
サート期間に XDREQをネゲートします。 

DMA_Stop ビットによる転送停止は、同期レジスタアクセスのライトタイミングでチップ内部動作
を停止し、XDREQ をネゲートします。DMA_Stop ビットによる DMA の停止を行う場合は、CPU 側
の DMAC（マスタ）を先に停止してください。 
カウントモードで転送を開始し、設定されたカウント数分の転送を完了して DMA 転送が終了する
場合の動作タイミングを図 6.14に示します。 

XRD

XCS

ex.【転送開始】カウント（8バイト）＞FIFOのデータ（4バイト）　【転送停止】カウント0

XDACK

XDREQ

DATA

①DMA_Control.DMA_Goビットへの"1"書き込みによりDMA回路動作開始
②FIFOにデータが書き込まれ、
　　外部からデータ読み出し可能になることでXDREQをアサート
③XDACKがアサートされDMA転送開始
④FIFOデータが空になるタイミングでXDREQネゲート
⑤FIFOにデータが書き込まれ、
　　外部からデータ読み出し可能になることでXDREQをアサート
⑥XDACKがアサートされDMA転送開始
⑦DMA_Countの最終データタイミングでXDREQネゲート

②

③

⑤④

⑥

⑦

XWRL,H

①

 
 

図 6.14 カウントモードリードタイミング 
 

6.4.3.2.6 フリーランモード（ライト） 
 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Config.FreeRunビットをセットした後、DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Goビットに”1”
を書き込んでください。内部 FIFOに書き込み可能な空き領域が 2バイト以上（8bit mode動作時は 1
バイト以上）ある場合に XDREQをアサートし DMA転送が可能になります。FIFOに残り 1バイトの
空き領域しかない場合はフリーランモードでは XDREQがアサートされません。転送を行う場合はカ
ウントモードの説明をご参照ください。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
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【動作停止】 
動作停止条件は以下です。 
・ DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Stopビットに”1”をライト 

DMA_Stop ビットによる転送停止は、同期レジスタアクセスのライトタイミングでチップ内部動作
を停止し、XDREQ をネゲートします。DMA_Stop ビットによる DMA の停止を行う場合は、CPU 側
の DMAC（マスタ）を先に停止してください。 

 
フリーランモードの DMA転送中に DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLレジスタの値がオーバーフ
ローすると、CPU_IntStat. DMAx{x=0,1}_Countupビットがセットされます。この場合も DMA転送は
継続され、DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLも継続してカウントされます。 
動作タイミングは DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLによる制限が無い事を除き、カウントモード
と同等です。 

 
 

6.4.3.2.7 フリーランモード（リード） 
 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Config.FreeRunビットをセットした後、DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Goビットに”1”
をセットしてください。内部 FIFOに読み出し可能なデータが 2バイト以上（8bit mode動作時は 1バ
イト以上）あり、外部からのリードに対応可能になると XDREQをアサートします。FIFOに残り 1バ
イトしか有効なデータがない場合は DMA 動作を開始しません。転送を行う場合はカウントモードの
説明をご参照ください。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
【動作停止】 
動作停止条件は以下です。 
・ DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Stopビットに”1”をライト 

DMA_Stop ビットによる転送停止は、同期レジスタアクセスのライトタイミングでチップ内部動作
を停止し、XDREQ をネゲートします。DMA_Stop ビットによる DMA の停止を行う場合は、CPU 側
の DMAC（マスタ）を先に停止してください。 

 
フリーランモードの DMA転送中に DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLレジスタの値がオーバーフ
ローすると、CPU_IntStat. DMAx{x=0,1}_Countupビットがセットされます。この場合も DMA転送は
継続され、DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLも継続してカウントされます。 
動作タイミングは DMAx{x=0,1}_Count_HH,HL,LH,LLによる制限が無い事を除き、カウントモード
と同等です。 

 
 

6.4.3.2.8 REQアサートカウントオプション（ライト） 
 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Config.ReqAssertCount [1:0] ビ ッ ト で ア サ ー ト カ ウ ン ト 数 を 設 定 し た 後 、

DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Goビットに”1”をセットしてください。内部 FIFOに設定されたアサートカウン
ト数以上の書き込み可能な空き領域がある場合に XDREQ をアサートし DMA 転送が可能になります。従っ
て、一旦 XDREQ がアサートされると、設定されたアサートカウント数分の転送が保証されることになりま
す。ただし、空き領域がアサートカウント数に満たない場合でも、カウントモードに設定され且つ残りカウ
ント数以上の空き領域がある場合は XDREQ をアサートします。この場合、転送可能数は、残りカウント数
となります。 
このモードでは、ReqAssertCount [1:0]ビットに設定された転送数毎に一旦 XDREQがネゲートされます。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
【動作停止】 
動作停止条件はカウントモード、フリーランモードの説明をご参照ください。 
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XWRL,H

XCS

ex.【転送開始】REQアサートカウント（8beat：16byte）

XDACK

XDREQ

DATA

①

①DMA_Control.DMA_Goビットへの"1"書き込みによりDMA回路動作開始
　　DMA_Readyの値が連続転送数に満たないためXDREQはアサートしない
②データが転送され、FIFOに連続転送数以上の有効な空き領域
　　（DMA_Ready）が出来、DMA_Readyを受けてXDREQをアサート
③連続転送数（REQアサートカウント）終了のタイミングでXDREQネゲート
④1回目の連続転送終了時点で、次の連続転送分の空き領域（DMA_Ready）がある
　　DMA_Readyを受けてDREQをアサート

③② ④

 
図 6.15 REQアサートカウントオプションライトタイミング 

 
6.4.3.2.9 REQアサートカウントオプション（リード） 

 
【動作開始】 
DMAx{x=0,1}_Config.ReqAssertCount [ [1:0] ビ ッ ト で ア サ ー ト カ ウ ン ト 数 を 設 定 し た 後 、

DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Goビットに”1”をセットしてください。内部 FIFOに設定されたアサートカウン
ト数以上の読み出し可能なデータがあり外部からのリードに対応可能になると XDREQ をアサートし DMA
転送が可能になります。したがって、一旦 XDREQ がアサートされると、設定されたアサートカウント数分
の転送が保証されることになります。ただし、FIFOのデータが REQアサートカウント数に満たない場合も、
カウントモードに設定され且つ残りカウント数以上のデータがある場合は、XDREQ をアサートします。こ
の場合、転送可能数は、残りカウント数となります。 
このモードでは、ReqAssertCount [1:0]ビットに設定された転送数毎に一旦 XDREQがネゲートされます。 
動作停止となるまで DMAx{x=0,1}_Control.DMA_Runningビットに”1”が読めます。 
【動作停止】 
動作停止条件はカウントモード、フリーランモードの説明をご参照ください。 
動作タイミングは図 6.14、図 6.15をご参照ください。 
 
 

6.4.3.2.10 DMAの FIFOアクセス端数処理 
 
6.4.3.1.5“FIFOアクセスの端数処理”をご参照ください。DMAにはバイト読み出しの口はございませ
んのでご注意ください。 

 
 

6.5  IDE I/F 
 
ここでは、IDE I/F機能について説明します。 
IDE I/F機能を使用する際は、IDE_Config_1.ActiveIDEビットにあらかじめ”1”を書き込む必要があ
ります。また、 IDE デバイスとの通信におけるエンディアンを正しく設定するために、
IDE_Config_1.Swap ビットに "1"を書き込んでください。以下では、特に断らない限り、
IDE_Config_1.Swapビットが"1"にセットされている前提で説明します。なお、IDE_Config_1.Swapビッ
トにつきましては、レジスタ詳細説明及び Appendix Aをご参照ください。 
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6.5.1  IDEタスクファイルレジスタへのアクセス 
 
IDEタスクファイルレジスタへのアクセス方法について説明します。 
ファームウェアは IDE_RegAdrs レジスタから IDE_RegConfig レジスタまでのレジスタ群を介して、

IDE タスクファイルレジスタにアクセスすることが出来ます。IDE バス上のリードライトシーケンス
は、動作完了まで LSIのハードウェアが行うため、ファームウェアはコマンドをセットした後ポーリ
ングまたは割り込みでシーケンス終了が通知されるまで、この IDEタスクファイルレジスタへのアク
セス動作から解放されます。 

IDE タスクファイルレジスタへアクセスする際には、IDE バスの XHCS0=0/HDA[2:0]=0 の時は
IDE_Tmodレジスタの設定値が、それ以外のアドレスでは IDE_Rmodレジスタの設定値が使われて転
送が行われるため、IDEの転送モードに応じて IDE_Rmod/IDE_Tmodレジスタにあらかじめ適切な値
を設定する必要があります。 

 
 

6.5.1.1 IDEタスクファイルレジスタからのリード 
 
IDE_RegAdrs.IDE_RegAddress[3:0]ビットに、アクセスしたいアドレスをあらかじめまたは同時に
セットし、IDE_RegAdrs.IDE_RdRegビットに”1”をライトすることにより、IDEタスクファイルレジス
タからのリード動作が行われます。 

IDE_RegAdrs.IDE_RdRegビットが”0”になり、かつ IDE_IntStat.IDE_RegCmpビットが”1”になりリー
ド動作が終了します。 

IDEタスクファイルレジスタからリードされたデータは IDE_RdRegValueレジスタに格納されます。 
 
 

6.5.1.2 IDEタスクファイルレジスタへのライト 
 
IDE_WrRegValue レ ジ ス タ に あ ら か じ め ラ イ ト し た い デ ー タ を セ ッ ト し 、

IDE_RegAdrs.IDE_RegAddress[3:0]ビットにアクセスしたいアドレスをあらかじめまたは同時にセット
し、IDE_RegAdrs.IDE_WrReg ビットに”1”をライトすることにより、IDE タスクファイルレジスタへ
のライト動作が行われます。 

IDE_RegAdrs.IDE_WrRegビットが”0”になり、かつ IDE_IntStat.IDE_RegCmpビットが”1”になりライ
ト動作が終了します。 

 
 

6.5.1.3 IDEタスクファイルレジスタへのシーケンシャルライト 
 
IDE_SeqWrRegControlレジスタを使うことにより、あらかじめセットしておいた最大 16組のアドレ
ス・データで IDEタスクファイルレジスタへシーケンシャルライトすることが出来ます。 
あらかじめ IDE_SeqWrRegAdrs.IDE_SeqWrRegAddress[3:0]ビットにライトしたいアドレスを、

IDE_SeqWrRegValue レジスタにライトしたいバイトデータを対で最大 16 組ライトします。
XHCS0=0/HDA[2:0]=0 のアドレスの時はワードアクセスになるため、下位(HDD[15:8]]側)／上位
(HDD[7:0]側)の順(IDE_Config_1.Swap="1"の時)にデータを 2 回書き込む必要があり、アドレス・デー
タ対は 2組使用されます。その後 IDE_SeqWrRegControl.IDE_SeqWrRegビットに”1”を書き込むとシー
ケンシャルライト動作が行われます。IDE_SeqWrRegControl.IDE_SeqWrRegビットが”0”になり、かつ
IDE_IntStat.IDE_SeqWrRegCmpビットが”1”になりシーケンシャルライト動作が終了します。 
シーケンシャルライト動作の起動前に、あらかじめセットしておいたアドレス･データが不要になっ
た場合は、IDE_SeqWrRegControl.IDE_SeqWrRegClr ビットに”1”をライトしてアドレス･データを破棄
することが出来ます。 
シーケンシャルライト動作中にファームウェアが通常の IDEタスクファイルレジスタのリードライ
ト動作を行うと、IDE_IntStat.IDE_RegErrビットが”1”になり、そのリードライトは無視されます。 

 
 

6.5.1.4 IDEタスクファイルレジスタからのオートステータスレジスタリード 
 
IDEバスの HINTRQがセットされた場合、IDE_RegConfig.EnAutoStsRdビットに”1”が書き込まれて
いると、LSIは自動で IDEステータスレジスタ(XHCS0=0,HDA[2:0]=7)をリードし、リードしたデータ
を IDE_RdRegValueレジスタに格納した後、IDE_IntStat.IDE_CompleteINTRQビットが”1”になります。 
オートステータスレジスタリード動作からファームウェアが IDE_RdRegValue_L レジスタを読み出
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すまでの期間に、ファームウェアが通常の IDEタスクファイルレジスタのリードライト動作を行うと、
IDE_IntStat.IDE_RegErrビットが”1”になり、そのリードライトは無視されます。 

 
 

6.5.2  PIOアクセス 
 
PIOモードによる DMA機能について説明します。 
PIOモードによる DMAでは、IDE_Tmodレジスタの設定値が使われて DMA転送が行われるため、

IDEの転送モードに応じて IDE_Tmodレジスタにあらかじめ適切な値を設定する必要があります。 
 
 

6.5.2.1 PIOリード DMA 
 
PIOリード DMAは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビット及び IDE_Config_0.Ultraビット両方に”0”を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
りません) 

IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0になって IDEの DMA動作と IDEからリードしたデータ
の内部 FIFO への書き込みが全て終了すると、 IDE_Control.IDE_Go ビットが”0”になり、かつ
IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時内部 FIFO まで転送したデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDEの転送バイト数を正確に管理することは出来ません。 

 
 

6.5.2.2 PIOライト DMA 
 
PIOライト DMAは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビット及び IDE_Config_0.Ultraビット両方に”0”を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
りません) 

IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0 になって IDE への DMA ライトが全て終了すると、
IDE_Control.IDE_Goビットが”0”になり、かつ IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終
了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時までに IDEにライトしたデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDEの転送バイト数を正確に管理することは出来ません。 

 
 

6.5.3  Multi-Word DMA 
 
Multi-Word DMAモードによる DMA機能について説明します。 
Multi-Word DMAモードによる DMAでは、IDE_Tmodレジスタの設定値が使われて DMA転送が行
われるため、IDEの転送モードに応じて IDE_Tmodレジスタにあらかじめ適切な値を設定する必要が
あります。 

 
 

6.5.3.1 Multi-Word DMAリード 
 
Multi-Word DMAリードは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビットに”1”を、IDE_Config_0.Ultraビットに”0”を書き込みます。 
IDE_Config_1.DelayStrobeビット、IDE_Config_1.InterLockビットに適切な値を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
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りません) 
IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0になって IDEの DMA動作と IDEからリードしたデータ
の内部 FIFO への書き込みが全て終了すると、 IDE_Control.IDE_Go ビットが”0”になり、かつ
IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時内部 FIFO まで転送したデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDEの転送バイト数を正確に管理することは出来ません。 

 
 

6.5.3.2 Multi-Word DMAライト 
 
Multi-Word DMAライトは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビットに”1”を、IDE_Config_0.Ultraビットに”0”を書き込みます。 
IDE_Config_1.DelayStrobeビット、IDE_Config_1.InterLockビットに適切な値を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
りません) 

IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0 になって IDE への DMA ライトが全て終了すると、
IDE_Control.IDE_Goビットが”0”になり、かつ IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終
了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時までに IDEにライトしたデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDEの転送バイト数を正確に管理することは出来ません。 
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6.5.4  Ultra DMA 
 
Ultra DMAモードによる DMA機能について説明します。 
Ultra DMAモードによる DMAでは、IDE_Umodレジスタの設定値が使われて DMA転送が行われる
ため、IDEの転送モードに応じて IDE_Umodレジスタにあらかじめ適切な値を設定する必要がありま
す。 

 
 

6.5.4.1 Ultra DMAリード 
 
Ultra DMAリードは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビット及び IDE_Config_0.Ultraビットに”1”を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
りません) 

IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0になって IDEの DMA動作と IDEからリードしたデータ
の内部 FIFO への書き込みが全て終了すると、 IDE_Control.IDE_Go ビットが”0”になり、かつ
IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時内部 FIFO まで転送したデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDE の転送バイト数を正確に管理することは出来ません。また、この場合接続さ
れた IDEデバイスにはホストターミネートを通知します。 

DMA転送中にデバイスターミネートが発生した場合、IDE_IntStat.DetectTermビットが”1”になり接
続された IDE デバイスは転送を止めてしまいますが、起動した DMA は終了しませんので
IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込んで DMAを終了させる必要があります。 

 
 

6.5.4.2 Ultra DMAライト 
 
Ultra DMAライトは以下の手順で動作します。 
IDE_Config_0.DMAビット及び IDE_Config_0.Ultraビットに”1”を書き込みます。 
IDE_CountH/M/Lレジスタに転送バイト数を設定します。 
IDE_Control.IDE_Clr ビットに”1”を書き込み、IDE 回路を初期状態にします。(必ずしも必要ではあ
りません) 

IDE_Control.IDE_Goビットに”1”を書き込むとDMA動作が開始され、転送とともに IDE_CountH/M/L
レジスタの内容が減っていき、カウントが 0 になって IDE への DMA ライトが全て終了すると、
IDE_Control.IDE_Goビットが”0”になり、かつ IDE_IntStat.IDE_Cmpビットが”1”になり DMA動作が終
了します。 

DMA転送中に IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込むと DMA動作が中断されて DMAが終了
します。その時までに IDEにライトしたデータは有効ですが、回路の中間バッファに溜まったデータ
は捨てられるため、IDE の転送バイト数を正確に管理することは出来ません。また、この場合接続さ
れた IDEデバイスにはホストターミネートを通知します。 

DMA転送中にデバイスターミネートが発生した場合、IDE_IntStat.DetectTermビットが”1”になり接
続された IDE デバイスは転送を止めてしまいますが、起動した DMA は終了しませんので
IDE_Control.IDE_Goビットに”0”を書き込んで DMAを終了させる必要があります。 
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6.5.5  IDE転送モードの設定について 
 
IDE転送の各モードにする設定値を下表に示します。 
 
●Register Mode （XHCS0=0,HDA=0以外のファームウェアによる IDEタスクファイルレジスタへ

のアクセス時） 
 

レジスタ設定値（必須） レジスタ設定値（推奨） Mode 
IDE_Config_0.Ultra IDE_Config_0.DMA IDE_Rmod 

0 影響しない 影響しない FFh 
1 影響しない 影響しない F1h 
2 影響しない 影響しない F0h 
3 影響しない 影響しない 22h 
4 影響しない 影響しない 10h 

 
●PIO Mode （XHCS0=0,HDA=0のファームウェアによる IDEタスクファイルレジスタへのアクセ

ス時） 
 

レジスタ設定値（必須） レジスタ設定値（推奨） Mode 
IDE_Config_0.Ultra IDE_Config_0.DMA IDE_Tmod 

0 影響しない 影響しない FFh 
1 影響しない 影響しない 88h 
2 影響しない 影響しない 44h 
3 影響しない 影響しない 22h 
4 影響しない 影響しない 10h 

 
●PIO Mode （DMA転送時） 
 

レジスタ設定値（必須） レジスタ設定値（推奨） Mode 
IDE_Config_0.Ultra IDE_Config_0.DMA IDE_Tmod 

0 0 0 FFh 
1 0 0 88h 
2 0 0 44h 
3 0 0 22h 
4 0 0 10h 

 
●Multi-word DMA Mode （DMA転送時） 
 

レジスタ設定値（必須） レジスタ設定値（推奨） Mode 
IDE_Config_0.Ultra IDE_Config_0.DMA IDE_Tmod 

0 0 1 BBh 
1 0 1 20h 
2 0 1 10h 

 
●Ultra Mode （DMA転送時、DATA-OUT時） 
 

レジスタ設定値（必須） レジスタ設定値（推奨） Mode 
IDE_Config_0.Ultra IDE_Config_0.DMA IDE_Umod 

0 1 1 06h 
1 1 1 04h 
2 1 1 03h 
3 1 1 02h 
4 1 1 01h 
5 1 1 00h 

 
注：Ultra Mode において IDEバスからデータを入力する DATA-IN時は、IDE_Umodレジスタの設
定によらず全てのモードでデータ受信可能です。 



6. 機能説明 
 
 

32 EPSON S1R72H74テクニカルマニュアル 
（Rev.1.0） 

6.6  バウンダリスキャン（JTAG） 
 
バウンダリスキャン（JTAG）は、TEST 端子を L（デフォルト）の時使用可能です。バウンダリス
キャンは、JTAG（IEEE 1149.1）仕様に準拠した、BSR（Boundary Scan Register）、それを繋ぐスキャ
ンパスおよび TAPコントローラで構成されます。バウンダリスキャンの接続情報は、BSDLフォーマッ
トにて提供可能です。 

 
 

6.6.1  対応インストラクション 
 
本 LSIの JTAGインストラクションビット幅は 4ビットとなっており、以下の JTAGインストラク
ションに対応致します。 

 
表 6.4 JTAGインストラクションコード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.6.2  DEVICE_CODEに関して 
 
IDCODEインストラクションに対する DEVICE_CODEの構成要素は以下のとおりとなります。 

 
表 6.5 DEVICE_CODE 

 
Version 1 

Part Number 0x000E 
Manufacturer 0x0BE 

 
従って、IDCODEインストラクションに対する DEVICE_CODE応答は、 

0001_0000000000001110_00010111110_1 
となります。 
 
 

6.6.3  バウンダリスキャン除外端子 
 
本 LSIの端子のうち、XI、XO、および、TESTにはバウンダリスキャンセルが挿入されていないた
め、スキャン対象外となります。従って XO端子は、HIGHZインストラクションを実行することによっ
ては High-Zにはなりません。 

 
 
 

インストラクション 説明 コード 
SAMPLE/PRELOAD LSI内部状態の BSRへの取り込み及びデータ設定。 0010 
BYPASS BSRによるスキャンパスをバイパスする。 1111 
EXTEST デバイスの物理的な接続チェック。 0000 
CLAMP 出力値を保持しながら、スキャンパスをバイパスす

る。 
0011 

HIGHZ 出力を全て Hi-Zに固定する。 0100 
IDCODE 定められた DEVICE_CODEの出力。 0001 



7. レジスタ 
 
 

S1R72H74テクニカルマニュアル EPSON 33 
（Rev.1.0） 

7. レジスタ 
 
S1R72H74は、S1R72V03との互換性を保持するため、レジスタ名称を継承します。そのため、USB
固有の名称が使用されている場合が有ります。S1R72V03でレジスタ定義され、S1R72H74ではレジス
タ定義されていないレジスタ・ビットについては、"Don't care"または"Don't touch"と明示しています。 

 
 

7.1  レジスタマップ 
 
スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 
Addr. 

Register 
Name 

R/W Reset 
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x00 MainIntStat R/(W) 0x00 SIE_IntStat (Don't care) CPU_IntStat FIFO_IntStat (Don't care) IDE_IntStat (Don't care) (Don't care) 

0x01 (Don't care)  0xXX         

0x02 SIE_IntStat R/(W) 0x00 (Don't care) (Don't care) FinishedPM (Don't care) (Don't care) (Don't care) (Don't care) (Don't care) 

0x03 CPU_IntStat R/(W) 0x00  (Don't care) DMA1_Countup DMA1_Cmp   DMA0_Countup DMA0_Cmp 

0x04 FIFO_IntStat R/(W) 0x00 (Don't care) (Don't care) FIFO_IDE_Cmp FIFO1_Cmp FIFO_Full FIFO_Empty  FIFO0_Cmp 

0x05 (Don't care)  0xXX         

0x06 IDE_IntStat R/(W) 0x00 IDE_RegCmp IDE_RegErr IDE_SeqWrRegCmp CompleteINTRQ  IDE_Cmp DetectINTRQ DetectTerm 

0x07 (Don't care)  0xXX         

0x08 (Don't care)  0xXX         

0x09 (Don't care)  0xXX         

0x0A (Don't care)  0xXX         

0x0B (Don't care)  0xXX         

0x0C   0xXX         

0x0D    0xXX         

0x0E    0xXX         

0x0F    0xXX         

            

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 
Addr. 

Register 
Name 

R/W Reset 
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x10 MainIntEnb R/W 0x00 EnSIE_IntStat (Don't touch) EnCPU_IntStat EnFIFO_IntStat (Don't touch) EnIDE_IntStat (Don't touch) (Don't touch) 

0x11 (Don't touch)  0xXX         

0x12 SIE_IntEnb R/W 0x00 (Don't touch) (Don't touch) EnFinishedPM (Don't touch) (Don't touch) (Don't touch) (Don't touch) (Don't touch) 

0x13 CPU_IntEnb R/W 0x00  (Don't touch) EnDMA1_Countup EnDMA1_Cmp   EnDMA0_Countup EnDMA0_Cmp 

0x14 FIFO_IntEnb R/W 0x00 (Don't touch) (Don't touch) EnFIFO_IDE_Cmp EnFIFO1_Cmp EnFIFO_Full EnFIFO_Empty  EnFIFO0_Cmp 

0x15 (Don't touch)  0xXX         

0x16 IDE_IntEnb R/W 0x00 EnIDE_RegCmp EnIDE_RegErr En_SeqWrRegCmp EnCompleteINTRQ  EnIDE_Cmp EnDetectINTRQ EnDetectTerm 

0x17 (Don't touch)  0xXX         

0x18 (Don't touch)  0xXX         

0x19 (Don't touch)  0xXX         

0x1A (Don't touch)  0xXX         

0x1B (Don't touch)  0xXX         

0x1C   0xXX         

0x1D   0xXX         

0x1E   0xXX         

0x1F   0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr
. 

Register 
Name 

R/W 
Rese

t bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x20 RevisionNum R 0x30 Revision Number 

0x21 ChipReset W 0xXX (Don't touch)       AllReset 

0x22 PM_Control R/W 0x00  PM_State [2:0] GoSLEEP GoSNOOZE GoActive60 (Don't touch) 

0x23 (Don't touch)  0xXX         

0x24 (Don't touch)  0xXX         

0x25 (Don't touch)  0xXX         

0x26 (Don't touch)  0xXX         

0x27   0xXX         

0x28 (Don't touch)  0xXX         

0x29 EPrFIFO_Clr W 0xXX      EPcFIFO_Clr EPbFIFO_Clr (Don't touch) 

0x2A ClrAllJoin W 0xXX ClrJoinIDE 

ClrJoin_FIFOStatu

s ClrJoinDMA0_Rd ClrJoinDMA0_Wr ClrJoinDMA1_Rd ClrJoinDMA1_Wr ClrJoinCPU_Rd ClrJoinCPU_Wr

0x2B            

0x2C (Don't touch)l  0xXX         

0x2D (Don't touch)  0xXX         

0x2E 

WakeupTim_

H R/W 0x00 WakeupTim [15:8] 

0x2F 

WakeupTim_

L R/W 0x00 WakeupTim [7:0] 

            

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 
Addr

. 

Register 
Name 

R/W 
Rese

t bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x30 (Don't care)  0xXX         

0x31 (Don't care)  0xXX         

0x32 (Don't care)  0xXX         

0x33 (Don't care)  0xXX         

0x34 (Don't care)  0xXX         

0x35 (Don't care)  0xXX         

0x36 (Don't care)  0xXX         

0x37 (Don't care)  0xXX         

0x38 (Don't care)  0xXX         

0x39   0xXX         

0x3A (Don't care)  0xXX         

0x3B   0xXX         

0x3C   0xXX         

0x3D   0xXX         

0x3E (Don't care)  0xXX         

0x3F (Don't care)  0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x40 (Don't care)  0xXX         

0x41 (Don't touch)  0xXX         

0x42 (Don't care)  0xXX         

0x43 (Don't care)  0xXX         

0x44            

0x45 (Don't care)  0xXX         

0x46            

0x47            

0x48            

0x49            

0x4A            

0x4B            

0x4C            

0x4D            

0x4E            

0x4F            

            
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x50   0xXX         

0x51 (Don't care)  0xXX         

0x52 (Don't care)  0xXX         

0x53   0xXX         

0x54 (Don't care)  0xXX         

0x55 (Don't care)  0xXX         

0x56   0xXX         

0x57   0xXX         

0x58 (Don't care)  0xXX         

0x59 (Don't care)  0xXX         

0x5A EPbConfig_0 R/W 0x00 INxOUT (Don't care) (Don't care)  (Don't care) (Don't care) (Don't care) (Don't care) 

0x5B   0xXX         

0x5C (Don't care)  0xXX         

0x5D EPbJoin R/W 0x00 JoinIDE JoinFIFO_Stat JoinDMA0_Rd JoinDMA0_Wr JoinDMA1_Rd JoinDMA1_Wr JoinCPU_Rd JoinCPU_Wr 

0x5E   0xXX         

0x5F   0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr
. 

Register 
Name 

R/W Reset 
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x60 (Don't care)  0xXX         

0x61 (Don't care)  0xXX         

0x62 EPcConfig_0 R/W 0x00 INxOUT (Don't care) (Don't care)  (Don't care) (Don't care) (Don't care) (Don't care) 

0x63   0xXX         

0x64 (Don't care)  0xXX         

0x65 EPcJoin R/W 0x00 JoinIDE JoinFIFO_Stat JoinDMA0_Rd JoinDMA0_Wr JoinDMA1_Rd JoinDMA1_Wr JoinCPU_Rd JoinCPU_Wr 

0x66   0xXX         

0x67   0xXX         

0x68   0xXX         

0x69   0xXX         

0x6A   0xXX         

0x6B   0xXX         

0x6C (Don't touch)  0xXX         

0x6D (Don't touch)  0xXX         

0x6E (Don't touch)  0xXX         

0x6F (Don't touch)  0xXX         

            
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr
. 

Register 
Name 

R/W Reset 
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x70 EPnFIFO_Rd_H R 0xXX EPnFIFO_Rd [15:8] 

0x71 EPnFIFO_Rd_L R 0xXX EPnFIFO_Rd [7:0] 

0x72 EPnFIFO_Wr_H W 0xXX EPnFIFO_Wr [15:8] 

0x73 EPnFIFO_Wr_L W 0xXX EPnFIFO_Wr [7:0] 

0x74 EPnRdRemain_H R 0x00 RdRemainValid   EPnRdRemain [12:8] 

0x75 EPnRdRemain_L R 0x00 EPnRdRemain [7:0] 

0x76 EPnWrRemain_H R 0x00    EPnWrRemain [12:8] 

0x77 EPnWrRemain_L R 0x00 EPnWrRemain [7:0] 

0x78 (Don't care)  0xXX         

0x79 (Don't care)  0xXX         

0x7A (Don't care)  0xXX         

0x7B (Don't care)  0xXX         

0x7C 

EPnFIFO_ByteR

d R 0xXX EPnFIFO_ByteRd [7:0] 

0x7D   0xXX         

0x7E   0xXX         

0x7F   0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x80 DMA0_FIFO_Control R/W 0x00 FIFO_Running (Don't care)       

0x81 DMA0_Config R/W 0x00 FreeRun DMA_Mode   ActiveDMA  ReqAssertCount [1:0] 

0x82 DMA0_Control R/W 0x00 DMA_Running   CounterClr   DMA_Stop DMA_Go 

0x83    0xXX         

0x84 DMA0_Remain_H R 0x00    DMA_Remain [12:8] 

0x85 DMA0_Remain_L R 0x00 DMA_Remain [7:0] 

0x86   0xXX         

0x87   0xXX         

0x88 DMA0_Count_HH R/W 0x00 DMA_Count [31:24] 

0x89 DMA0_Count_HL R/W 0x00 DMA_Count [23:16] 

0x8A DMA0_Count_LH R/W 0x00 DMA_Count [15:8] 

0x8B DMA0_Count_LL R/W 0x00 DMA_Count [7:0] 

0x8C DMA0_RdData_H R 0xXX DMA_RdData[15:8] 

0x8D DMA0_RdData_L R 0xXX DMA_RdData[7:0] 

0x8E DMA0_WrData_H W 0xXX DMA_WrData[15:8] 

0x8F DMA0_WrData_L W 0xXX DMA_WrData[7:0] 

            

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 
Addr. 

Register 
Name 

R/W Reset
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0x90 DMA1_FIFO_Control R/W 0x00 FIFO_Running (Don't care)       

0x91 DMA1_Config R/W 0x00 FreeRun DMA_Mode   ActiveDMA  ReqAssertCount [1:0] 

0x92 DMA1_Control R/W 0x00 DMA_Running   CounterClr   DMA_Stop DMA_Go 

0x93   0xXX         

0x94 DMA1_Remain_H R 0x00    DMA_Remain [12:8] 

0x95 DMA1_Remain_L R 0x00 DMA_Remain [7:0] 

0x96   0xXX         

0x97   0xXX         

0x98 DMA1_Count_HH R/W 0x00 DMA_Count [31:24] 

0x99 DMA1_Count_HL R/W 0x00 DMA_Count [23:16] 

0x9A DMA1_Count_LH R/W 0x00 DMA_Count [15:8] 

0x9B DMA1_Count_LL R/W 0x00 DMA_Count [7:0] 

0x9C DMA1_RdData_H R 0xXX DMA_RdData[15:0] 

0x9D DMA1_RdData_L R 0xXX DMA_RdData[7:0] 

0x9E DMA1_WrData_H W 0xXX DMA_WrData[15:8] 

0x9F DMA1_WrData_L W 0xXX DMA_WrData[7:0] 
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xA0 IDE_Status R/W 0x00 DMARQ DMACK INTRQ IORDY   PDIAG DASP 

0xA1 IDE_Control R/W 0x00  IDE_Clr      IDE_Go 

0xA2 IDE_Comfig_0 R/W 0x00 IDE_BusReset IDE_LongBusReset     Ultra DMA 

0xA3 IDE_Config_1 R/W 0x00 ActiveIDE DelayStrobe  InterLock  Swap   

0xA4 IDE_Rmod R/W 0x00 RegisterAssertPulseWidth[3:0] RegisterNegatePulseWidth[3:0] 

0xA5 IDE_Tmod R/W 0x00 TransferAssertPulseWidth[3:0] TransferNegatePulseWidth[3:0] 

0xA6 IDE_Umod R/W 0x00     UltraDMA_Cycle[3:0] 

0xA7   0xXX         

0xA8   0xXX         

0xA9   0xXX         

0xAA IDE_CRC_H R/W 0x00 IDE_CRC[15:8] 

0xAB IDE_CRC_L R/W 0x00 IDE_CRC[7:0] 

0xAC   0xXX         

0xAD IDE_Count_H R/W 0x00 IDE_Count[23:16] 

0xAE IDE_Count_M R/W 0x00 IDE_Count[15:8] 

0xAF IDE_Count_L R/W 0x00 IDE_Count[7:1]  

            

bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 
Addr. 

Register 
Name 

R/W Reset
bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xB0 IDE_RegAdrs R/W 0x00 IDE_WrReg IDE_RdReg   IDE_RegAddress[3:0] 

0xB1   0xXX         

0xB2 IDE_RdRegValue_H R 0x00 IDE_RdRegValue[15:8] 

0xB3 IDE_RdRegValue_L R 0x00 IDE_RdRegValue[7:0] 

0xB4 IDE_WrRegValue_H R/W 0x00 IDE_WrRegValue[15:8] 

0xB5 IDE_WrRegValue_L R/W 0x00 IDE_WrRegValue[7:0] 

0xB6 IDE_SeqWrRegControl R/W 0x00 IDE_SeqWrReg IDE_SeqWrRegClr       

0xB7 IDE_SeqWrRegCnt R 0x00    IDE_SeqWrRegCnt[4:0] 

0xB8 IDE_SeqWrRegAdrs W 0xXX     IDE_SeqRegAddress[3:0] 

0xB9 IDE_SeqWrRegValue W 0xXX IDE_SeqWrRegValue[7:0] 

0xBA   0xXX         

0xBB   0xXX         

0xBC IDE_RegConfig R/W 0x00 EnAutoStatusRd        

0xBD   0xXX         

0xBE   0xXX         

0xBF   0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xC0 (Don't care)  0xXX         

0xC1 (Don't care)  0xXX         

0xC2 (Don't care)  0xXX         

0xC3 (Don't care)  0xXX         

0xC4 (Don't care)  0xXX         

0xC5 (Don't care)  0xXX         

0xC6 (Don't care)  0xXX         

0xC7 (Don't care)  0xXX         

0xC8 (Don't care)  0xXX         

0xC9 (Don't care)  0xXX         

0xCA (Don't care)  0xXX         

0xCB (Don't care)  0xXX         

0xCC (Don't care)  0xXX         

0xCD (Don't care)  0xXX         

0xCE (Don't care)  0xXX         

0xCF (Don't care)  0xXX         

            
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xD0 (Don't care)  0xXX         

0xD1 (Don't care)  0xXX         

0xD2 (Don't care)  0xXX         

0xD3 (Don't care)  0xXX         

0xD4 (Don't care)  0xXX         

0xD5 (Don't care)  0xXX         

0xD6 (Don't care)  0xXX         

0xD7 (Don't care)  0xXX         

0xD8 (Don't care)  0xXX         

0xD9 (Don't care)  0xXX         

0xDA (Don't care)  0xXX         

0xDB (Don't care)  0xXX         

0xDC (Don't care)  0xXX         

0xDD (Don't care)  0xXX         

0xDE (Don't care)  0xXX         

0xDF (Don't care)  0xXX         
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スリープ／スヌーズ時にでも読み書きできるレジスタを太字斜体で示します。 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xE0 (Don't care)  0xXX         

0xE1 (Don't care)  0xXX         

0xE2 (Don't touch)  0xXX         

0xE3 (Don't care)  0xXX         

0xE4   0xXX         

0xE5   0xXX         

0xE6   0xXX         

0xE7   0xXX         

0xE8   0xXX         

0xE9   0xXX         

0xEA   0xXX         

0xEB ModeProtect R/W 0x56 Protected[7:0](56以外を書くとプロテクト、0x56で解除) 

0xEC   0xXX         

0xED ClkSelect R/W 0x01 xActIDE_Term       ClkSelect 

0xEE   0xXX         

0xEF ChipConfig R/W 0x00 IntLevel IntMode DREQ_Level DACK_Level CS_Mode CPU_Swap BusMode Bus8x16 

 
bit15 bit14 bit13 bit12 bit11 bit10 bit9 bit8 Byte 

Addr. 
Register 

Name 
R/W Reset 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

0xF0 (Don't touch)  0xXX         

0xF1 (Don't touch)  0xXX         

0xF2 (Don't touch)  0xXX         

0xF3 (Don't touch)  0xXX         

0xF4 (Don't touch)  0xXX         

0xF5 (Don't touch)  0xXX         

0xF6 (Don't touch)  0xXX         

0xF7 (Don't touch)  0xXX         

0xF8 (Don't touch)  0xXX         

0xF9 (Don't touch)  0xXX         

0xFA (Don't touch)  0xXX         

0xFB (Don't touch)  0xXX         

0xFE (Don't touch)  0xXX         

0xFD (Don't touch)  0xXX         

0xFE (Don't touch)  0xXX         

0xFF (Don't touch)  0xXX         
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7.2  レジスタ詳細説明 
 

7.2.1  00h MainIntStat (Main Interrupt Status) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: SIE_IntStat 0: None 1: SIE Interrupts 
R 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R 5: CPU_IntStat 0: None 1: CPU Interrupts 
R 4: FIFO_IntStat 0: None 1: FIFO Interrupts 
R 3: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R 2: IDE_IntStat 0: None 1: IDE Interrupts 
R 1: (Don't care) 0:  1: Undefined 

00h MainIntStat 

R (W) 0: (Don't care) 0:  1: Undefined 

00h 

 
本 LSIの割り込み要因を表示します。このレジスタには割り込み要因を間接指示するビットと直接指示するビットがあ
ります。割り込み要因を間接指示するビットは、それぞれに対応する割り込みステータスレジスタをリードすることに

より、割り込み要因を直接指示するビットまで辿ることができます。割り込み要因を間接指示するビットは、リードオ

ンリーであり、大元の割り込み要因を直接指示するビットをクリアすることにより、自動的にクリアされます。割り込

み要因を直接指示しているビットは、書き込み可能であり、該当ビットに"1"を書き込むことにより、割り込み要因を
クリアすることができます。MainIntEnb レジスタにより、対応するビットの割り込みがイネーブルにされている場合
は、割り込み要因が "1" にセットされると XINT端子がアサートされ、CPU に対して割り込みが発生します。該当す
る割り込み要因が全てクリアされると、XINT端子がネゲートされます。 

 
Bit7 SIE_IntStat 

割り込み要因を間接指示します。 
SIE_IntStat レジスタに割り込み要因があり、かつその割り込み要因に対応する SIE_IntEnbレジス
タのビットがイネーブルにされている時に"1"にセットされます。このビットは、スリープ／ス
ヌーズ中もリード有効です。 

 
Bit6 (Don't care) 

 
Bit5 CPU_IntStat 

割り込み要因を間接指示します。 
CPU_IntStat レジスタに割り込み要因があり、かつその割り込み要因に対応する CPU_IntEnbレジ
スタのビットがイネーブルにされている時に "1" にセットされます。 

 
Bit4 FIFO_IntStat 

割り込み要因を間接指示します。 
FIFO_IntStatレジスタに割り込み要因があり、かつその割り込み要因に対応する FIFO_IntEnbレジ
スタのビットがイネーブルにされている時に "1" にセットされます。 
 

Bit3 (Don't care) 
 

Bit2 IDE_IntStat 
割り込み要因を間接指示します。 
IDE_IntStatレジスタに割り込み要因があり、かつその割り込み要因に対応する IDE_IntEnbレジス
タのビットがイネーブルにされている時に "1" にセットされます。 

 
Bit1-0 (Don't care) 
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7.2.2  02h SIE_IntStat (SIE Interrupt Status) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset 
R (W) 7: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 5: FinishedPM 0: None 1: Detect FinishedPM 
R (W) 4: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 3: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 2: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 1: (Don't care) 0:  1: Undefined 

02h SIE_IntStat 

R (W) 0: (Don't care) 0:  1: Undefined 

00h 

 
SIE関連の割り込みを表示します。全てのビットは"1"を書き込む事で割り込み要因をクリアできます。 

 
Bit7-6 (Don't care) 

 
Bit5 FinishedPM 

割り込み要因を直接指示します。 
PM_Controlレジスタで、GoSLEEP,GoSNOOZE,GoActive60,GoActiveALLを設定した場合、指示し
たそれぞれの状態に達したら、このビットは"1"にセットされます。 

 
Bit4-0 (Don't care) 
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7.2.3  03h CPU_IntStat (CPU Interrupt Status) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
 7:  0:  1:  

R (W) 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 5: DMA1_Countup 0: None 1: DMA1 Counter Overflow 
R (W) 4: DMA1_Cmp 0: None 1: DMA1 Complete 

 3:  0:  1:  
 2:  0:  1:  

R (W) 1: DMA0_CountUp 0: None 1: DMA0 Counter Overflow 

03h CPU_IntStat 

R (W) 0: DMA0_Cmp 0: None 1: DMA0 Complete 

00h 

 
CPUインタフェイス関連の割り込みを表示します。全てのビットは"1"を書き込む事で割り込み要因をクリアできます。 

 
Bit7 Reserved 

 
Bit6 (Don't care) 

 
Bit5 DMA1_CountUp 

割り込み要因を直接指示します。 
転送モードがフリーランモードで動作している時に、DMA1_Count_HH,HL,LH,LLの値がオーバー
フローした時に、"1"にセットされます。DMA1_Count_HH,HL,LH,LLの値は 0に戻り、DMA動作
は継続します。 

 
Bit4 DMA1_Cmp 

割り込み要因を直接指示します。 
DMA 転送が停止されるか、或いは、指定された転送数が終了し、終了処理が完了した時に"1"に
セットされます。 

 
Bit3-2 Reserved 

 
Bit1 DMA0_CountUp 

割り込み要因を直接指示します。 
転送モードがフリーランモードで動作している時に、DMA0_Count_HH,HL,LH,LLの値がオーバー
フローした時に、"1"にセットされます。DMA0_Count_HH,HL,LH,LLの値は 0に戻り、DMA動作
は継続します。 

 
Bit0 DMA0_Cmp 

割り込み要因を直接指示します。 
DMA 転送が停止されるか、或いは、指定された転送数が終了し、終了処理が完了した時に"1"に
セットされます。 
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7.2.4  04h FIFO_IntStat (FIFO Interrupt Status) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
R (W) 7: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
R (W) 5: FIFO_IDE_Cmp 0: None 1: FIFO-IDE Complete 
R (W) 4: FIFO1_Cmp 0: None 1: FIFO1 Complete 
R (W) 3: FIFO_Full 0: None 1: Selected FIFO is Full 
R (W) 2: FIFO_Empty 0: None 1: Selected FIFO is Empty 

 1: 0: 1: 

04h FIFOIntStat 

R (W) 0: FIFO0_Cmp 0: None 1: FIFO0 Complete 

00h 

 
FIFO関連の割り込みステータスを表示します。全てのビットは"1"を書き込む事で割り込み要因をクリアできます。 

 
Bit7-6 (Don't care) 

 
Bit5 FIFO_IDE_Cmp 

割り込み要因を直接指示します。 
IDEにジョインされているFIFOエンドポイントが IN方向の場合、IDEの転送が終了した後にFIFO
が空になると、"1"にセットされます。IDEにジョインされている FIFOエンドポイントが OUT方
向の場合、IDEの転送が終了すると、"1"にセットされます。 
 

Bit4 FIFO1_Cmp 
割り込み要因を直接指示します。 
DMA1にジョインされている FIFOエンドポイントが IN方向の場合、DMA1の転送が終了した後
に FIFO が空になると、"1"にセットされます。DMA1 にジョインされている FIFO エンドポイン
トが OUT方向の場合、DMA1の転送が終了すると、"1"にセットされます。 
 

Bit3 FIFO_Full 
割り込み要因を直接指示します。 
EPx{x=a,b,c}Join.JoinFIFO_Statによって選択された FIFOエンドポイントの FIFOが満状態である
時に、"1"にセットされます。 
 

Bit2 FIFO_Empty 
割り込み要因を直接指示します。 
EPx{x=a,b,c}Join.JoinFIFO_Statによって選択された FIFOエンドポイントの FIFOが空状態である
時に、"1"にセットされます。 
 

Bit1 Reserved 
 

Bit0 FIFO0_Cmp 
割り込み要因を直接指示します。 
DMA0にジョインされている FIFOエンドポイントが IN方向の場合、DMA0の転送が終了した後
に FIFO が空になると、"1"にセットされます。DMA0 にジョインされている FIFO エンドポイン
トが OUT方向の場合、DMA0の転送が終了すると、"1"にセットされます。 
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7.2.5  06h IDE_IntStat (IDE Interrupt Status) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
R (W) 7: IDE_RegCmp 0: None 1: Register Access Cmplete 
R (W) 6: IDE_RegErr 0: None 1: Register Access Error 
R (W) 5: IDE_SeqWrRegCmp 0: None 1: Sequence Write Complete 
R (W) 4: CompleteINTRQ 0: None 1: Auto Status Read Compl. 

 3: 0:  1:  
R (W) 2: IDE_Cmp 0: None 1: DMA Complete 
R (W) 1: DetectINTRQ 0: None 1: Detected Interrupt 

06h IDE_IntStat 

R (W) 0: DetectTerm 0: None 1: Detected Device terminate 

00h 

 
IDE関連の割り込みステータスを表示します。全てのビットは"1"を書き込む事で割り込み要因をクリアできます。 

 
Bit7 IDE_RegCmp 

割り込み要因を直接指示します。 
IDE_RegAdrsレジスタによる IDEレジスタへのリードライトアクセスが完了した時に”1”にセット
されます。 
 

Bit6 IDE_RegErr 
割り込み要因を直接指示します。 
以下の場合に”1”にセットされます。 

1) IDE_RegConfig レジスタによる自動ステータスリードの動作シーケンス中に IDE_RegAdrs
レジスタによる IDEレジスタへのリードライトアクセスを行った。 

2) IDE_SeqWrRegControl レジスタによるシーケンスライトの動作シーケンス中に
IDE_RegAdrsレジスタによる IDEレジスタへのリードライトアクセスを行った。 

 
Bit5 IDE_SeqWrRegCmp 

割り込み要因を直接指示します。 
IDE_SeqWrRegControlレジスタによるシーケンスライトの動作が完了した時に"1"にセットされま
す。 
 

Bit4 CompleteINTRQ 
割り込み要因を直接指示します。 
IDE_RegConfig レジスタによる自動ステータスリードの動作が完了した時に"1"にセットされます。 
 

Bit3 Reserved 
 

Bit2 IDE_Cmp 
割り込み要因を直接指示します。 
IDE_Controlレジスタによる DMA動作が完了した時に”1”にセットされます。 
 

Bit1 DetectINTRQ 
割り込み要因を直接指示します。 
IDE_RegConfigレジスタの EnAutoStsRdビットがセットされていないとき、IDEの HINTRQ信号
の立ち上がりが検出された時に"1"にセットされます。 
 

Bit0 DetectTerm 
割り込み要因を直接指示します。 
IDE_Controlレジスタによる IDEの DMA動作中で転送モードが Ultra-DMAの場合、デバイスター
ミネートを検出した時に"1"にセットされます。 
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7.2.6  10h MainIntEnb (Main Interrupt Enable) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: EnSIE_IntStat 0: Disable 1: Enable 
R / W 6: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 5: EnCPU_IntStat 0: Disable 1: Enable 
R / W 4: EnFIFO_IntStat 0: Disable 1: Enable 
R / W 3: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 2: EnIDE_IntStat 0: Disable 1: Enable 
R / W 1:  0:  1:  

10h MainIntEnb 

R / W 0:  0:  1:  

00h 

 
MainIntStatレジスタの割り込み要因による割り込み信号(XINT)のアサートを許可／禁止するレジスタです。 
対応するビットを"1"にセットすることで割り込みを許可します。 
EnPM_IntStat / EnSIE_IntStatビットはスリープ／スヌーズ中も有効です。 

 
 

7.2.7  12h SIE_IntEnb (SIE Interrupt Enable) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 6: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 5: EnFinishedPM 0: Disable 1: Enable 
R / W 5: (Don't touch) 0:  1: Undefinedd 
R / W 4: (Don't touch) 0:  1: Undefinedd 
R / W 2: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 1: (Don't touch) 0:  1: Undefinedd 

12h SIE_IntEnb 

R / W 0: (Don't touch) 0:  1: Undefined 

00h 

 
SIE_IntStatレジスタの割り込み要因による、MainIntStatレジスタの PM_IntStat / SIE_IntStatビットのアサートを許可／
禁止します。 
EnFinishedPMビットはスリープ／スヌーズ中も有効です。 

 
 

7.2.8  13h CPU_IntEnb (CPU Interrupt Enable) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset 
 7:  0:  1:  

R / W 6: (Don't touch) 0:  1: Undefined 
R / W 5: EnDMA1_Countup 0: Disable 1: Enable 
R / W 4: EnDMA1_Cmp 0: Disable 1: Enable 

 3:  0:  1:  
 2:  0:  1:  

R / W 1: EnDMA0_Countup 0: Disable 1: Enable 

13h CPU_IntEnb 

R / W 0: EnDMA0_Cmp 0: Disable 1: Enable 

00h 

 
CPU_IntStatレジスタの割り込み要因による、MainIntStatレジスタのCPU_IntStatビットのアサートを許可／禁止します。 
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7.2.9  14h FIFO_IntEnb (FIFO Interrupt Enable) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: EnDescriptorCmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 6: EnRAM_RdCmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 5: EnFIFO_IDE_Cmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 4: EnFIFO1_Cmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 3: EnFIFO_Full 0: Disable 1: Enable 
R / W 2: EnFIFO_Empty 0: Disable 1: Enable 

 1: 0: 1: 

14h FIFO_IntEnb 

R / W 0: EnFIFO0_Cmp 0: Disable 1: Enable 

00h 

 
FIFO_IntStatレジスタの割り込み要因による、MainIntStatレジスタの FIFO_IntStatビットのアサートを許可／禁止しま
す。 

 
 

7.2.10  16h IDE_IntEnb (IDE Interrupt Enable) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: EnIDE_RegCmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 6: EnIDE_RegErr 0: Disable 1: Enable 
R / W 5: En_SeqWrRegCmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 4: EnCompleteINTRQ 0: Disable 1: Enable 

 3: 0:  1:  
R / W 2: EnIDE_Cmp 0: Disable 1: Enable 
R / W 1: EnDetectINTRQ 0: Disable 1: Enable 

16h IDE_IntEnb 

R / W 0: EnDetectTerm 0: Disable 1: Enable 

00h 

 
IDE_IntStatレジスタの割り込み要因による、MainIntStatレジスタの IDE_IntStatビットのアサートを許可／禁止します。 

 
 

7.2.11  20h RevisionNum (Revision Number) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: RevisionNum [7] 
6: RevisionNum [6] 
5: RevisionNum [5] 
4: RevisionNum [4] 
3: RevisionNum [3] 
2: RevisionNum [2] 
1: RevisionNum [1] 

20h RevisionNum 

R 

0: RevisionNum [0] 

Revision Number 30h 

 
本 LSIのリビジョンナンバーを示します。このレジスタはスリープ／スヌーズ中でもアクセス有効です。 
現仕様に関してのリビジョンナンバーは、0x30となっています。 
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7.2.12  21h ChipReset (Chip Reset) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: (Don't touch) 0: 1: Undefined 
 6: 0: 1: 
 5: 0: 1: 
 4: 0: 1: 
 3: 0: 1: 
 2: 0: 1: 
 1: 0: 1: 

21h ChipReset 

W 0: AllReset 0: None 1: Reset 

80h 

 
本 LSIをリセットします。スリープ／スヌーズ時でもアクセス有効です。 

 
Bit7 (Don't touch) 

 
Bit6-1 Reserved 

 
Bit0 AllReset 

本 LSIの全回路をリセットします。外部リセット端子(XRST)と同義です。 
なお、このレジスタにリセット用途以外で、書き込みしないでください。 
ACスペック（8.4.3 ）に違反してこのレジスタにリセット用途以外の書き込みを行った場合、誤
動作の原因となりますのでご注意ください。 

 
 

7.2.13  22h PM_Control (Power Management Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7:  0:  1:  
6: PM_State [2] 
5: PM_State [1] R 
4: PM_State [0] 

PM_State [2:0] 

R / W 3: GoSLEEP 0: Do nothing 1: Go to Sleep  
R / W 2: GoSNOOZE 0: Do nothing 1: Go to Snooze 
R / W 1: GoActive60 0: Do nothing 1: Go to Active60 

22h PM_Control 

R / W 0: (Don't touch) 0:  1: Undefined 

80h 

 
本 LSIのパワーマネージメント関連の動作設定を行います。 
このレジスタはスリープ／スヌーズ中でも有効です。 

 
Bit7 Reserved 

 
Bit6-4 PM_State [2:0] 

電力モードのステートを表します。 
000: スリープ・ステート  （OSCオフ、PLL60オフ、PLL480オフ） 
001: スヌーズ・ステート  （OSCオン、PLL60オフ、PLL480オフ） 
011: アクティブ 60・ステート （OSCオン、PLL60オン、PLL480オフ） 
111: アクティブオール・ステート （OSCオン、PLL60オン、PLL480オン） 
その他: 未使用 
レジスタマップのうち、斜体太字のビット以外は、 
アクティブ 60・ステートまたはアクティブオール・ステートでのみ読み書き可能です。 
なお、USB関連のレジスタ・ビットは、アクティブオール・ステートでのみ読み書き可能です。 
なお本ステートは、PM_Contorl.GoXXXXをセットしてからSIE_IntStat.FinishedPM割り込みステー
タスがセットされ、PM_Control.GoXXXX ビットがクリアされるまでは、該当ステートに向かい
逐次変化致しますので、参照しないでください。 
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Bit3 GoSLEEP 
スリープ・ステート以外のステートから、スリープ・ステートへの移行を開始します。 
スヌーズ・ステート時に本ビットを"1"にセットすると、オシレータの発振を停止しスリープ・ス
テートに移行します。 
アクティブ 60・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、まず PLL60 の発振を停止し、その
後オシレータの発振を停止しスリープ・ステートに移行します。 
アクティブオール・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、最初に PLL480の発振を停止し、
次に PLL60の発振を停止し、その後オシレータの発振を停止しスリープ・ステートに移行します。 
どのステートからの移行であっても、移行が完了し次第、本ビットは自動的にクリアされ、同時

に SIE_IntStat.FinishedPMビットがセットされます。 
 

Bit2 GoSNOOZE 
スヌーズ・ステート以外のステートから、スヌーズ・ステートへの移行を開始します。 
スリープ・ステート時に本ビットを"1"にセットすると、オシレータの発振を開始し、オシレータ
発振安定時間（WakeupTim_H, Lに設定された時間）経過後、スヌーズ・ステートに移行します。 
アクティブ 60・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、PLL60の発振を停止し、スヌーズ・
ステートに移行します。 
アクティブオール・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、最初に PLL480の発振を停止し、
次に PLL60の発振を停止し、スヌーズ・ステートに移行します。 
どのステートからの移行であっても、移行が完了し次第、本ビットは自動的にクリアされ、同時

に SIE_IntStat.FinishedPMビットがセットされます。 
 

Bit1 GoActive60 
アクティブ 60・ステート以外のステートから、アクティブ 60・ステートへの移行を開始します。 
スリープ・ステート時に本ビットを"1"にセットすると、オシレータの発振を開始し、オシレータ
発振安定時間（WakeupTim_H, Lに設定された時間）経過後、PLL60の発振を開始し、PLL60発振
安定時間（約 250us）経過後、アクティブ 60・ステートに移行します。 
スヌーズ・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、PLL60の発振を開始し、PLL発振安定時
間（約 250us）経過後、アクティブ 60・ステートに移行します。 
アクティブオール・ステート時に本ビットを”1”にセットすると、PLL480 の発振を停止し、アク
ティブ 60・ステートに移行します。 
どのステートからの移行であっても、移行が完了し次第、本ビットは自動的にクリアされ、同時

に SIE_IntStat.FinishedPMビットがセットされます。 
 

Bit0 Don't touch 
 
 
※本 LSIはスリープ／スヌーズ中にアクセスできない割り込みステータス（以下、同期ステータス）により、スヌーズ
中に XINT信号がアサートされないようマスクしておりますが、スヌーズ解除と同時に XINT端子がアサートされる
のを回避するため、F/Wにより以下の処理を行ってください。 
＜スリープ／スヌーズ開始前＞ 
同期ステータスを処理し、クリアする（～IntStat）。 
同期ステータスをディスエーブルにする（～IntEnb）。 
＜スリープ／スヌーズ解除後＞ 
同期ステータスをクリアする（～IntStat）。 
同期ステータスをイネーブルにする（～IntEnb）。 
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7.2.14  29h EPrFIFO_Clr (Endpoint FIFO Clear) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
 7:  0:  1:  
 6:  0:  1:  
 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  
 3:  0:  1:  

W 2: EPcFIFO_Clr 0: Do nothing 1: Clear EPc FIFO 
W 1: EPbFIFO_Clr 0: Do nothing 1: Clear EPb FIFO 

29h EPrFIFO_Clr 

W 0: (Don't touch) 0:  1: Undefined 

XXh 

 
該当する FIFOエンドポイントの FIFOをクリアします。ライトオンリーのレジスタです。 
このレジスタの各ビットは、"1"をセットされると FIFOをクリアする動作のみ行い、セットされた値は保持しません。 
FIFOエンドポイントに DMAx{x=0,1}がジョインされ、かつ、該当する DMAが起動中(DMA_Runningビットが"1"の間)
に、該当する FIFOエンドポイントのビットを"1"にセットしないでください。 

 
 

7.2.15  2Ah ClrAllJoin (Clear All Join) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

W 7: ClrJoinIDE 0: Do nothing 1: Clear Join IDE 
 6: ClrJoinFIFO_Status 0: Do nothing 1: Clear Join FIFO_Status

W 5: ClrJionDMA0_Rd 0: Do nothing 1: Clear Join DMA0_Rd 
W 4: ClrJoinDMA0_Wr 0: Do nothing 1: Clear Join DMA0_Wr 
W 3: ClrJoinDMA1_Rd 0: Do nothing 1: Clear Join DMA1_Rd 
W 2: ClrJoinDMA1_Wr 0: Do nothing 1: Clear Join DMA1_Wr 
W 1: ClrJoinCPU_Rd 0: Do nothing 1: Clear Join CPU_Rd 

2Ah ClrAllJoin 

W 0: ClrJoinCPU_Wr 0: Do nothing 1: Clear Join CPU_Wr 

XXh 

 
該当するポートと各 FIFOエンドポイントの接続をクリアします。ライトオンリーのレジスタです。 
このレジスタのビットは、接続クリア後、自動的に"0"にクリアされます。 
FIFO エンドポイントがポートに接続（EPx{x=0,a-c}Join レジスタの該当するビットが"1"にセット）され、且つ各ポー
トの起動中に、このレジスタのビットを"1"にセットしないでください。誤動作の原因となります。 
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7.2.16  2Eh WakeupTim_H (Wakeup Time High) 
 

7.2.17  2Fh WakeupTim_L (Wakeup Time Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

2Eh 
-2Fh 

WakeupTim_H 
WakeupTim_L 

R / W WakeupTim [15:0] Wakeup Time [15:0] 0000h

 
スリープ・ステートからスヌーズ・ステートへ復帰する際のオシレータ発振安定時間を設定します。本レジスタはスリー

プ時にもアクセスが可能です。 
スリープ・ステート時に、PM_Control.GoActiveALL、PM_Control.GoActive60、PM_Control.GoSNOOZE ビットに"1"が
書き込まれた際に、発振セルをイネーブルにし、オシレータの発振を開始します。この時、カウンタにこの

WakeupTim_H,Lの設定値をロードし、OSCの立ち上がりにてカウントダウンを始めます。カウントダウン終了後、内
部 OSCCLKのゲートを開き、PLL等の回路に CLKを送出開始します。 
このオシレータ発振安定時間は、発振子、発振セル、基板、負荷容量等により変化します。もし、USB の SUSPEND
時にスリープ・ステートまで落とす場合は、USBの RESET検出から 5.1ms以内に 60MHz±10%に内部 SCLKが安定し
ていなければなりません。 
したがって、 
       オシレータ発振安定時間 ＋ PLL60安定時間（250us未満）＋ PLL480安定時間（250us未満） 
の合計が 5.1ms以下とならなけれなりません。 

 
 

7.2.18  5Ah EPbConfig_0 (EPb Configuration 0) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: INxOUT 0: OUT(IDE Write) 1: IN(IDE Read) 
 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 5: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 4: 0:  1:  
 3: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 2: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 1: (Don't care) 0:  1: Undefined 

5Ah EPbConfig_0 

 0: (Don't care) 0:  1: Undefined 

00h 

 
FIFOエンドポイント EPbの設定を行います。 
EndpointNumberと INxOUTの組み合わせが、他の FIFOエンドポイントと重複しないように設定してください。 

 
Bit7 INxOUT 

FIFOエンドポイントの転送方向を設定します。 
 

Bit6-5 (Don't care) 
 

Bit4 Reserved 
 

Bit3-0 (Don't care) 
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7.2.19  5Dh EPbJoin (End Point b Join) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: JoinIDE 0: Do nothing 1: Join EPb to IDE 
R / W 6: JoinFIFO_Stat 0: Do nothing 1 Join EPb to show Status
R / W 5: JoinDMA0_Rd 0: Do nothing 1: Join EPb to DMA0_Rd 
R / W 4: JoinDMA0_Wr 0: Do nothing 1: Join EPb to DMA0_Wr 
R / W 3: JoinDMA1_Rd 0: Do nothing 1: Join EPb to DMA1_Rd 
R / W 2: JoinDMA1_Wr 0: Do nothing 1: Join EPb to DMA1_Wr 
R / W 1: JoinCPU_Rd 0: Do nothing 1: Join EPb to CPU_Rd 

5Dh EPbJoin 

R / W 0: JoinCPU_Wr 0: Do nothing 1: Join EPb to CPU_Wr 

00h 

 
FIFOエンドポイント EPbとデータ転送を行うポートを指定します。 
 

Bit7 JoinIDE 
FIFOエンドポイント EPbの FIFOで IDEのデータ転送を行います。 
このビットをセットすると、IDEの転送方向は、EPbの方向に設定されます。即ち、FIFOエンド
ポイント EPbが OUT方向であったばあい、IDEではライト転送を行います。また、FIFOエンドポ

イント EPbが IN方向であった場合、IDEではリード転送を行います。 
 

Bit6 JoinFIFO_Stat 
FIFO エンドポイント EPb の FIFO の Full 及び Empty の状態を、FIFO_IntStat.FIFO_Full 及び
FIFO_IntStat.FIFO_Emptyでモニタできるようにします。 

 
Bit5 JoinDMA0_Rd 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで DMA0のリード転送を行います。即ち DMA0でリードが行
われると、この FIFO エンドポイントの FIFO からデータが読み出されます。このリード転送は、
FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit4 JoinDMA0_Wr 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで DMA0のライト転送を行います。即ち DMA0でライトが行
われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書き込まれます。このライト転送は、FIFO
エンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit3 JoinDMA1_Rd 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで DMA1のリード転送を行います。即ち DMA1でリードが行
われると、この FIFO エンドポイントの FIFO からデータが読み出されます。このリード転送は、
FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit2 JoinDMA1_Wr 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで DMA1のライト転送を行います。即ち DMA1でライトが行
われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書き込まれます。このライト転送は、FIFO
エンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit1 JoinCPU_Rd 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで CPUレジスタアクセスのリード転送を行います。即ち EPｎ
FIFO_Rd_H,Lレジスタ、または、EPnFIFO_ByteRdレジスタのリードが行われると、この FIFOエ
ンドポイントの FIFOからデータが読み出されます。このリード転送は、FIFOエンドポイントの
方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit0 JoinCPU_Wr 

FIFOエンドポイント EPbの FIFOで CPUレジスタアクセスのライト転送を行います。即ち EPｎ
FIFO_Wr_H,Lレジスタへのライトが行われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書
き込まれます。このライト転送は、FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うこと
が出来ます。 
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JoinDMAx｛x=0,1｝_Rd, JoinDMAx{x=0,1}_Wrビットを設定した場合は、DMAx{x=0,1}_Remain_H,Lレジスタにより、
FIFOエンドポイントが OUT方向の場合は残りデータ数、FIFOエンドポイントが IN方向の場合は空き容量が、それぞ
れ参照できます。 
JoinCPU_Rd, JoinCPU_Wr ビットを設定した場合は、EPnRdRemain_H,L、EPnWrRemain_H,Lを参照し、EPnFIFO_Rd_H,L、
EPnFIFO_ByteRd、EPnFIFO_Wr_H,Lレジスタからデータを読み出し、または書き込みできます。 
このレジスタの Bit5-0は、同時に 1ビットのみを"1"にセットすることが可能です。複数のビットに対して、同時に"1"
を書きこんだ場合、上位ビットが有効とされます。 

 
 

7.2.20  62h EPcConfig_0 (EPc Configuration 0) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: INxOUT 0: OUT(IDE Write) 1: IN(IDE Read) 
 6: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 5: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 4: 0:  1:  
 3: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 2: (Don't care) 0:  1: Undefined 
 1: (Don't care) 0:  1: Undefined 

62h EPcConfig_0 

 0: (Don't care) 0:  1: Undefined 

00h 

 
FIFOエンドポイント EPcの設定を行います。 
EndpointNumberと INxOUTの組み合わせが、他の FIFOエンドポイントと重複しないように設定してください。 

 
Bit7 INxOUT 

FIFOエンドポイントの転送方向を設定します。 
 

Bit6-5 (Don't care) 
 

Bit4 Reserved 
 

Bit3-0 (Don't care) 
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7.2.21  65h EPcJoin (End Point c Join) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: JoinIDE 0: Do nothing 1: Join EPc to IDE 
R / W 6: JoinFIFO_Status 0: Do nothing 1 Join EPc to show Status 
R / W 5: JoinDMA0_Rd 0: Do nothing 1: Join EPc to DMA0_Rd 
R / W 4: JoinDMA0_Wr 0: Do nothing 1: Join EPc to DMA0_Wr 
R / W 3: JoinDMA1_Rd 0: Do nothing 1: Join EPc to DMA1_Rd 
R / W 2: JoinDMA1_Wr 0: Do nothing 1: Join EPc to DMA1_Wr 
R / W 1: JoinCPU_Rd 0: Do nothing 1: Join EPc to CPU_Rd 

65h EPcJoin 

R / W 0: JoinCPU_Wr 0: Do nothing 1: Join EPc to CPU_Wr 

00h 

 
FIFOエンドポイント EPcとデータ転送を行うポートを指定します。 
 

Bit7 JoinIDE 
FIFOエンドポイント EPcの FIFOで IDEのデータ転送を行います。 
このビットをセットすると、IDEの転送方向は、EPcの方向に設定されます。即ち、FIFOエンド
ポイント EPcが OUT方向であったばあい、IDEではライト転送を行います。また、FIFOエンド
ポイント EPcが IN方向であった場合、IDEではリード転送を行います。 
 

Bit6 JoinFIFO_Stat 
FIFO エンドポイント EPc の FIFO の Full 及び Empty の状態を、FIFO_IntStat.FIFO_Full 及び
FIFO_IntStat.FIFO_Emptyでモニタできるようにします。 

 
Bit5 JoinDMA0_Rd 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで DMA0のリード転送を行います。即ち DMA0でリードが行
われると、この FIFO エンドポイントの FIFO からデータが読み出されます。このリード転送は、
FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit4 JoinDMA0_Wr 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで DMA0のライト転送を行います。即ち DMA0でライトが行
われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書き込まれます。このライト転送は、FIFO
エンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit3 JoinDMA1_Rd 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで DMA1のリード転送を行います。即ち DMA1でリードが行
われると、この FIFO エンドポイントの FIFO からデータが読み出されます。このリード転送は、
FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit2 JoinDMA1_Wr 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで DMA1のライト転送を行います。即ち DMA1でライトが行
われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書き込まれます。このライト転送は、FIFO
エンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit1 JoinCPU_Rd 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで CPUレジスタアクセスのリード転送を行います。即ち EPｎ
FIFO_Rd_H,Lレジスタ、または、EPnFIFO_ByteRdレジスタのリードが行われると、この FIFOエ
ンドポイントの FIFOからデータが読み出されます。このリード転送は、FIFOエンドポイントの
方向設定に依存せず、任意に行うことが出来ます。 

 
Bit0 JoinCPU_Wr 

FIFOエンドポイント EPcの FIFOで CPUレジスタアクセスのライト転送を行います。即ち EPｎ
FIFO_Wr_H,Lレジスタへのライトが行われると、この FIFOエンドポイントの FIFOにデータが書
き込まれます。このライト転送は、FIFOエンドポイントの方向設定に依存せず、任意に行うこと
が出来ます。 
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JoinDMAx｛x=0,1｝_Rd, JoinDMAx{x=0,1}_Wrビットを設定した場合は、DMAx{x=0,1}_Remain_H,Lレジスタにより、
FIFOエンドポイントが OUT方向の場合は残りデータ数、FIFOエンドポイントが IN方向の場合は空き容量が、それぞ
れ参照できます。 
JoinCPU_Rd, JoinCPU_Wr ビットを設定した場合は、EPnRdRemain_H,L、EPnWrRemain_H,Lを参照し、EPnFIFO_Rd_H,L、
EPnFIFO_ByteRd、EPnFIFO_Wr_H,Lレジスタからデータを読み出し、または書き込みできます。 
このレジスタの Bit5-0は、同時に 1ビットのみを"1"にセットすることが可能です。複数のビットに対して、同時に"1"
を書きこんだ場合、上位ビットが有効とされます。 

 
 

7.2.22  70h EPnFIFO_Rd_H (EPn FIFO Read High) 
 

7.2.23  71h EPnFIFO_Rd_L (EPn FIFO Read Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnFIFO_Rd [15] 
6: EPnFIFO_Rd [14] 
5: EPnFIFO_Rd [13] 
4: EPnFIFO_Rd [12] 
3: EPnFIFO_Rd [11] 
2: EPnFIFO_Rd [10] 
1: EPnFIFO_Rd [9] 

70h EPnFIFO_Rd_H 

R 

0: EPnFIFO_Rd [8] 

Endpoint n FIFO Read  XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnFIFO_Rd [7] 
6: EPnFIFO_Rd [6] 
5: EPnFIFO_Rd [5] 
4: EPnFIFO_Rd [4] 
3: EPnFIFO_Rd [3] 
2: EPnFIFO_Rd [2] 
1: EPnFIFO_Rd [1] 

71h EPnFIFO_Rd_L 

R 

0: EPnFIFO_Rd [0] 

Endpoint n FIFO Read  XXh 

 
70h.Bit7-0, 71h.Bit7-0 EPnFIFO_Rd [15:0]  

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Rdビットがセットされている FIFOエンドポイント FIFOのデータを読
み出せます。 
8bit mode時には EPnFIFO_Rd_H,Lいずれのレジスタにアクセスしても FIFOのデータを読み出せ
ます。 
16bit mode時の FIFOにバイト境界がある場合に、このレジスタを読み出した場合は片側にのみ有
効なデータが出力されます。詳細は機能説明”FIFOアクセスの端数処理”をご参照ください。 
このレジスタを用いて FIFOのデータを読み出す場合は、必ず EPnRdRemain_H,Lレジスタにより
読み出し可能データ数を確認した後、リードを行ってください。 
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7.2.24  72h EPnFIFO_Wr_H(EPn FIFO Write High) 
 

7.2.25  73h EPnFIFO_Wr_L(EPn FIFO Write Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnFIFO_Wr [15] 
6: EPnFIFO_Wr [14] 
5: EPnFIFO_Wr [13] 
4: EPnFIFO_Wr [12] 
3: EPnFIFO_Wr [11] 
2: EPnFIFO_Wr [10] 
1: EPnFIFO_Wr [9] 

72h EPnFIFO_Wr_H 

W 

0: EPnFIFO_Wr [8] 

Endpoint n FIFO Write XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnFIFO_Wr [7] 
6: EPnFIFO_Wr [6] 
5: EPnFIFO_Wr [5] 
4: EPnFIFO_Wr [4] 
3: EPnFIFO_Wr [3] 
2: EPnFIFO_Wr [2] 
1: EPnFIFO_Wr [1] 

73h EPnFIFO_Wr_L 

W 

0: EPnFIFO_Wr [0] 

Endpoint n FIFO Write XXh 

 
72h.Bit7-0, 73h.Bit7-0 EPnFIFO_Wr [15:0]  

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Wrビットがセットされている FIFOエンドポイント FIFOへデータを書
き込めます。 
8bit mode時には EPnFIFO_Wr_H,Lいずれのレジスタにアクセスしても FIFOへデータを書き込め
ます。 
16bit mode時の FIFOにバイト境界がある場合に、このレジスタへ書き込んだ場合は片側のみ書き
込みが行われます。詳細は機能説明”FIFOアクセスの端数処理”をご参照ください。 
このレジスタを用いて FIFOへデータを書き込む場合は、必ず EPnWrRemain_H,Lレジスタにより、
書き込み可能データ数を確認した後、ライトを行ってください。 
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7.2.26  74h EPnRdRemain_H (EPn FIFO Read Remain High) 
 

7.2.27  75h EPnRdRemain_L (EPn FIFO Read Remain Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: RdRemainValid 0:None 1: Read Remain Valid
 6: 0: 1: 
 5: 0: 1: 
 4: 0: 1: 

3: EPnRdRemain [11] 
2: EPnRdRemain [10] 
1: EPnRdRemain [9] 

74h EPnRdRemain_H

R 

0: EPnRdRemain [8] 

Endpoint n FIFO Read Remain High 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnRdRemain [7] 
6: EPnRdRemain [6] 
5: EPnRdRemain [5] 
4: EPnRdRemain [4] 
3: EPnRdRemain [3] 
2: EPnRdRemain [2] 
1: EPnRdRemain [1] 

75h EPnRdRemain_L 

R 

0: EPnRdRemain [0] 

Endpoint n FIFO Read Remain Low 00h 

 
74h.Bit7 RdRemainValid 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Rdビットによって、CPU I/Fに FIFOエンドポイントがジョインされか
つ、EPnRdRemainの値が有効な場合に"1"にセットされます。このビットがクリアされている場合
の EPnRdRemainの値は無効です。 

 
74h.Bit6-4 Reserved 

 
74h.Bit3-0, 75h.Bit7-0 EPnRdRemain [11:0] 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Rd ビットによって CPU I/F に接続している FIFO エンドポイントの
FIFO 内のリード可能なデータ数を示します。FIFO のリード可能なデータ数を取得する場合は、
EPnRdRemain_H レジスタと EPnRdRemain_L レジスタを対でアクセスする必要があります。その
際に、EPnRdRemain_Hレジスタを先にアクセスしてください。 

 



7. レジスタ 
 
 

58 EPSON S1R72H74テクニカルマニュアル 
（Rev.1.0） 

7.2.28  76h EPnWrRemain_H (EPn FIFO Write Remain High) 
 

7.2.29  77h EPnWrRemain_L (EPn FIFO Write Remain Low) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
 7: 0: 1: 
 6: 0: 1: 
 5: 0: 1: 
 4: 0: 1: 

3: EPnWrRemain [11] 
2: EPnWrRemain [10] 
1: EPnWrRemain [9] 

76h EPnWrRemain_H 

R 

0: EPnWrRemain [8] 

Endpoint n FIFO Write Remain High 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnWrRemain [7] 
6: EPnWrRemain [6] 
5: EPnWrRemain [5] 
4: EPnWrRemain [4] 
3: EPnWrRemain [3] 
2: EPnWrRemain [2] 
1: EPnWrRemain [1] 

77h EPnWrRemain_L 

R 

0: EPnWrRemain [0] 

Endpoint n FIFO Write Remain Low 00h 

 
77h.Bit7-4  Reserved 

 
77h.Bit3-0, 78h.Bit7-0 EPnWrRemain [11:0] 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Wrビットにより CPU I/Fに接続している FIFOエンドポイントの FIFO
の空き容量を示します。ただし、FIFOへの書き込み直後には正確な FIFOの空き容量を確認する
ことは出来ません。1CPUサイクル以上の間隔を開けてFIFOの空き容量を確認してください。FIFO
の空き容量を取得する場合は、EPnWrRemain_Hレジスタと EPnWrRemain_Lレジスタを対でアク
セスする必要があります。その際に、EPnWrRemain_Hレジスタを先にアクセスしてください。 
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7.2.30  7Ch EPnFIFO_ByteRd(EPn FIFO Byte Read) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: EPnFIFO_ByteRd [7]
6: EPnFIFO_ByteRd [6]
5: EPnFIFO_ByteRd [5]
4: EPnFIFO_ByteRd [4]
3: EPnFIFO_ByteRd [3]
2: EPnFIFO_ByteRd [2]
1: EPnFIFO_ByteRd [1]

7Ch EPnFIFO_ByteRd

R 

0: EPnFIFO_ByteRd [0]

Endpoint n FIFO Byte Read XXh 

 
Bit7-0 EPnFIFO_ByteRd [7:0] 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinCPU_Rdビットがセットされている FIFOエンドポイント FIFOのデータをバ
イト単位で読み出せます。 
このレジスタを用いて FIFOのデータを読み出す場合は、必ず EPnRdRemain_H,Lレジスタにより
読み出し可能データ数を確認した後、リードを行ってください。 

 
 

7.2.31  80h DMA0_FIFO_Control (DMA0 FIFO Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: FIFO_Running 0: FIFO is not running 1: FIFO is running 

R / W 6: AutoEnShort 0: Do nothing 1: Auto Enable Short Packet
 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  
 3:  0:  1:  
 2:  0:  1:  
 1:  0:  1:  

80h DMA0_FIFO_Control

 0:  0:  1:  

00h 

 
DMA0転送時の、FIFOの状態の表示及び設定を行います。 

 
Bit7 FIFO_Running 

DMA0に接続された FIFOエンドポイントの FIFOが動作中であることを示します。DMA0を起動
すると"1"にセットされ、DMA0が終了した後、FIFOが空になると"0"にクリアされます。 

 
Bit6 AutoEnShort 

DMA0の終了時に、マックスパケットサイズに満たないデータ数が FIFOに残る場合に、その FIFO
エンドポイントの EnShortPktビットを"1"にセットします。 
DMA0に接続された FIFOエンドポイントが IN方向である場合に有効です。 

 
Bit5-0 Reserved 
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7.2.32  81h DMA0_Config (DMA0 Config) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: FreeRun 0: Count mode 1: FreeRun mode  
R / W 6: DMA_Mode 0: Normal mode 1: Address Decode mode

 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  

R / W 3: ActiveDMA 0: DMA0 Inactive 1: DMA0 Active 
 2:  0:  1:  

1: ReqAssertCount [1]

81h DMA0_Config 

R / W 
0: ReqAssertCount [0]

Request Assert Count 

00h 

 
DMA0の動作モードを設定します。 

 
Bit7 FreeRun 

DMA0の動作モードを設定します。 
0： カウントモード 
1： フリーランモード 

 
Bit6 DMA_Mode 

DMA0のモードを設定します。 
0： ホストからの XDACKをアクノリッジとして DMA動作します。 
1： ホストからの DMA0_RdData/DMA0_WrData レジスタに対するアクセスをアクノリッジと
して DMA動作します。 

 
Bit5-4 Reserved 

 
Bit3 ActiveDMA 

DMA0をアクティブにします。DMA0を使用する際にはこのビットを”1”にセットしてください。 
0： DMA0無効 
1： DMA0有効 

 
Bit2 Reserved 
 

Bit1-0 ReqAssertCount [1:0] 
CPUのバーストリード／バーストライトに対応するための、REQアサートカウントオプション設
定ビットです。 
XDREQ0のアサートカウント数（転送バイト数）を設定します。設定されたアサートカウント数
以上の書き込み可能な空き領域／読み出し可能なデータが FIFOにある場合に XDREQ0をアサー
トします。 
設定されたアサートカウント数の DMA 転送を終了すると一旦 XDREQ0 をネゲートし、再度ア
サートカウント数以上の空き領域／データを確認した時点で XDREQ0をアサートします。 
つまり、一回の XDREQ0のアサートに対し、設定されたアサートカウント数分の転送を保証しま
す。 
ただし、カウントモードに設定され、且つ DMA0_Count_HH,HL,LH,LL の残りカウント数が設定
されたアサートカウント数より小さい場合は DMA0_Count_HH,HL,LH,LL のカウント数が優先さ
れ、DMA0_Count_HH,HL,LH,LL のカウント数以上の空き領域／データが FIFO にある場合に
XDREQ0をアサートします。 
下表に DMA0_Count_HH,HL,LH,LL（表では Count）、ReqAssertCount（表では Req）、FIFOの空
き領域／データ（表では Ready）と XDREQ0信号及び転送可能数の関係を示します。 
DMA0_Count_HH,HL,LH,LLの残りカウントが"1"以上である事が必須条件です。 

 
Count>=Req Count<Req  

Ready>=Req Ready<Req Ready>=Count Ready<Count 
XDREQ0 アサート ネゲート アサート ネゲート 
転送可能数 Req - Req - 
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モード ReqAssertCount [1:0] 

16bit mode 8bit mode 
0b00 Normal Normal 
0b01 16Byte(8Count) 16Byte(16Count) 
0b10 32Byte(16Count) 32Byte(32Count) 
0b11 64Byte(32Count) 64Byte(64Count) 

00（Normal）設定時には REQアサートカウントオプション未使用となります。 
 
 

7.2.33  82h DMA0_Control (DMA0 Control) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
R 7: DMA_Running 0: DMA is not running 1: DMA is running 
 6:  0: 1: 
 5:  0: 1: 

W 4: CounterClr 0: Do nothing 1: Clear DMA counter 
 3:  0: 1:  
 2:  0: 1:  

W 1: DMA_Stop 0: Do nothing 1: Finish DMA 

82h DMA0_Control 

W 0: DMA_Go 0: Do nothing 1: Start DMA 

00h 

 
DMA0の制御、及び状態を表示します。 

 
Bit7 DMA_Running 

DMA0 の転送中、このビットが "1"にセットされます。このビットが "1"である間は、
EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA0_Rd,Wrビットを書き換えることはできません。 

 
Bit6-5 Reserved  
 

Bit4 CounterClr 
このビットに"1"をセットすると、DMA0_Count_HH,HL,LH,LLレジスタが 0x00にクリアされます。
DMA_Runningビットが"1"である時は、このビットへの書き込みは無視されます。 

 
Bit3-2 Reserved 
 

Bit1 DMA_Stop 
このビットに"1"をセットすると、DMA0 の転送を終了します。DMA0 の転送を停止すると、
DMA_Running ビットを"0"にクリアします。また、CPU_IntStat レジスタの DMA0_Cmpビットに
"1"をセットします。DMA0の転送を再開する場合、DMA_Runningビットまたは DMA0_Cmpビッ
トを確認し、DMAが終了するのを待って行ってください。 

 
Bit0 DMA_Go 

このビットを"1"にセットすると、DMA0の転送を開始します。 
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7.2.34  84h DMA0_Remain_H (DMA0 FIFO Remain High) 
 

7.2.35  85h DMA0_Remain_L (DMA0 FIFO Remain Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7:  0:  1:  
 6:  0:  1:  
 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  

3: DMA_Remain [11] 
2: DMA_Remain [10] 
1: DMA_Remain [9] 

84h DMA0_Remain_H 

R 

0: DMA_Remain [8] 

DMA FIFO Remain High 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Remain [7] 
6: DMA_Remain [6] 
5: DMA_Remain [5] 
4: DMA_Remain [4] 
3: DMA_Remain [3] 
2: DMA_Remain [2] 
1: DMA_Remain [1] 

85h DMA0_Remain_L

R 

0: DMA_Remain [0] 

DMA FIFO Remain Low 00h 

 
84h.Bit7-4  Reserved 

 
84h.Bit3-0, 85h.Bit7-0 DMA_Remain [11:0] 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA0_RdビットによってDMAに接続しているFIFOエンドポイントのFIFO
内の残りデータ数を示します。 
または、EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA0_Wrビットによって DMAに接続している FIFOエンドポイン
トの FIFO の空き容量を示します。DMA 書き込みを行った直後にはこのレジスタで正しい FIFO
の空き容量を参照する事が出来ません。1CPUサイクル以上の間隔を空けて FIFOの空き容量を確
認してください。 
このレジスタを読み出す場合は DMA0_Remain_H,Lの順に読み出してください。 



7. レジスタ 
 
 

S1R72H74テクニカルマニュアル EPSON 63 
（Rev.1.0） 

7.2.36  88h DMA0_Count_HH (DMA0 Transfer Byte Counter High/High) 
 

7.2.37  89h DMA0_Count_HL (DMA0 Transfer Byte Counter High/Low) 
 

7.2.38  8Ah DMA0_Count_LH (DMA0 Transfer Byte Counter Low/High) 
 

7.2.39  8Bh DMA0_Count_LL (DMA0 Transfer Byte Counter Low/Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [31] 
6: DMA_Count [30] 
5: DMA_Count [29] 
4: DMA_Count [28] 
3: DMA_Count [27] 
2: DMA_Count [26] 
1: DMA_Count [25] 

88h DMA0_Count_HH 

R / W 

0: DMA_Count [24] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [23] 
6: DMA_Count [22] 
5: DMA_Count [21] 
4: DMA_Count [20] 
3: DMA_Count [19] 
2: DMA_Count [18] 
1: DMA_Count [17] 

89h DMA0_Count_HL 

R / W 

0: DMA_Count [16] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [15] 
6: DMA_Count [14] 
5: DMA_Count [13] 
4: DMA_Count [12] 
3: DMA_Count [11] 
2: DMA_Count [10] 
1: DMA_Count [9] 

8Ah DMA0_Count_LH 

R / W 

0: DMA_Count [8] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [7] 
6: DMA_Count [6] 
5: DMA_Count [5] 
4: DMA_Count [4] 
3: DMA_Count [3] 
2: DMA_Count [2] 
1: DMA_Count [1] 

8Bh DMA0_Count_LL 

R / W 

0: DMA_Count [0] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
カウントモード時にDMA0の、転送データ長をバイト単位で設定します。最大 0xFFFF_FFFFバイトまで設定可能です。
設定された値からダウンカウントします。本レジスタに転送数を設定した後、DMA0_Control.DMA_Go ビットに”1”
をセットして DMA転送を起動してください。本レジスタに設定された転送 Byte数の転送が終了すると、DMA転送は
終了します。 
フリーランモードの場合、設定された値からカウントアップします。DMA0_Count_HH,HL,LH,LLレジスタの値がオー
バーフローすると、CPU_IntStat レジスタの DMA0_CountUp ビットに"1"をセットします。オーバーフロー後もカウン
トは継続されます。このモードでは、DMAの転送数が参照できます。 
DMA 書き込みを行った直後は、このレジスタで正確なカウント数を確認することは出来ません。1CPU サイクル以上
の間隔をあけて、カウント数を確認してください。このレジスタをリードする場合は DMA0_Count_HH,HL,LH,LLの順
に読み出してください。 
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7.2.40  8Ch DMA0_RdData_H (DMA0 Read Data High) 
 

7.2.41  8Dh DMA0_RdData_L (DMA0 Read Data Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_RdData [15] 
6: DMA_RdData [14] 
5: DMA_RdData [13] 
4: DMA_RdData [12] 
3: DMA_RdData [11] 
2: DMA_RdData [10] 
1: DMA_RdData [9] 

8Ch DMA0_RdData_H 

R 

0: DMA_RdData [8] 

DMA Read Data High XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_RdData [7] 
6: DMA_RdData [6] 
5: DMA_RdData [5] 
4: DMA_RdData [4] 
3: DMA_RdData [3] 
2: DMA_RdData [2] 
1: DMA_RdData [1] 

8Dh DMA0_RdData_L

R 

0: DMA_RdData [0] 

DMA Read Data Low XXh 

 
8Ch.Bit7-0, 8Dh.Bit7-0 DMA_RdData [15:0] 

DMA0_Config.DMA_Modeビットが”1”にセットされている場合、このレジスタにアクセスする事
で EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA0_Rd ビットによって DMA に接続している FIFO エンドポイントの
FIFOデータを読み出す事が出来ます。 
8bit Modeで動作する場合は、DMA0_RdData_H, DMA0_RdData_Lいずれにアクセスしても同様に
DMAアクセスする事が出来ます。 
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7.2.42  8Eh DMA0_WrData_H (DMA0 Write Data High) 
 

7.2.43  8Fh DMA0_WrData_L (DMA0 Write Data Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_WrData [15] 
6: DMA_WrData [14] 
5: DMA_WrData [13] 
4: DMA_WrData [12] 
3: DMA_WrData [11] 
2: DMA_WrData [10] 
1: DMA_WrData [9] 

8Eh DMA0_WrData_H 

W 

0: DMA_WrData [8] 

DMA Write Data High XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_WrData [7] 
6: DMA_WrData [6] 
5: DMA_WrData [5] 
4: DMA_WrData [4] 
3: DMA_WrData [3] 
2: DMA_WrData [2] 
1: DMA_WrData [1] 

8Fh DMA0_WrData_L

W 

0: DMA_WrData [0] 

DMA Write Data Low XXh 

 
8Eh.Bit7-0, 8Fh.Bit7-0 DMA_WrData [15:0] 

DMA0_Config.DMA_Modeビットが”1”にセットされている場合、このレジスタにアクセスする事
で EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA0_Wr ビットによって DMA に接続している FIFOエンドポイントの
FIFOにデータを書き込む事が出来ます。 
8bit Modeで動作する場合は、DMA0_WrData_H, DMA0_WrData_Lいずれにアクセスしても同様に
DMAアクセスする事が出来ます。 

 
 

7.2.44  90h DMA1_FIFO_Control (DMA1 FIFO Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: FIFO_Running 0: FIFO is not running 1: FIFO is running 
R / W 6: AutoEnShort 0: Do nothing 1: Auto Enable Short Packet

 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  
 3:  0:  1:  
 2:  0:  1:  
 1:  0:  1:  

90h DMA1_FIFO_Control

 0:  0:  1:  

00h 

 
DMA1転送時の、FIFOの状態の表示及び設定を行います。 

 
Bit7 FIFO_Running 

DMA1に接続された FIFOエンドポイントの FIFOが動作中であることを示します。DMA1を起動
すると"1"にセットされ、DMA1が終了した後、FIFOが空になると"0"にクリアされます。 

 
Bit6 AutoEnShort 

DMA1の終了時に、マックスパケットサイズに満たないデータ数が FIFOに残る場合に、その FIFO
エンドポイントの EnShortPktビットを"1"にセットします。 
DMA1に接続された FIFOエンドポイントが IN方向である場合に有効です。 

 
Bit5-0 Reserved 
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7.2.45  91h DMA1_Config (DMA0 Config) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: FreeRun 0: Count mode 1: FreeRun mode 
R / W 6: DMA_Mode 0: Normal mode 1: Address Decode mode

 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  

R / W 3: ActiveDMA 0: DMA1 Inactive 1: DMA1 Active 
 2:  0:  1:  

1: ReqAssertCount [1] 

91h DMA1_Config 

R / W 
0: ReqAssertCount [0] 

Request Assert Count 

00h 

 
DMA1の動作モードを設定します。 

 
Bit7 FreeRun 

DMA1の動作モードを設定します。 
0： カウントモード 
1： フリーランモード 

 
Bit6 DMA_Mode 

DMA1のモードを設定します。 
0： ホストからの XDACKをアクノリッジとして DMA動作します。 
1： ホストからの DMA1_RdData/DMA1_WrData レジスタに対するアクセスをアクノリッジと
して DMA動作します。 

 
Bit5-4 Reserved 

 
Bit3 ActiveDMA 

DMA1をアクティブにします。DMA0を使用する際にはこのビットを”1”にセットしてください。 
0： DMA1無効 
1： DMA1有効 

 
Bit2 Reserved 

 
Bit1-0 ReqAssertCount [1:0] 

CPUのバーストリード／バーストライトに対応するための、REQアサートカウントオプション設
定ビットです。 
XDREQ1のアサートカウント数（転送バイト数）を設定します。設定されたアサートカウント数
以上の書き込み可能な空き領域／読み出し可能なデータが FIFOにある場合に XDREQ1をアサー
トします。 
設定されたアサートカウント数の DMA 転送を終了すると一旦 XDREQ1 をネゲートし、再度ア
サートカウント数以上の空き領域／データを確認した時点で XDREQ1をアサートします。 
つまり、一回の XDREQ1のアサートに対し、設定されたアサートカウント数分の転送を保証しま
す。 
ただし、カウントモードに設定され、且つ DMA1_Count_HH,HL,LH,LL の残りカウント数が設定
されたアサートカウント数より小さい場合は DMA1_Count_HH,HL,LH,LL のカウント数が優先さ
れ、DMA1_Count_HH,HL,LH,LL のカウント数以上の空き領域／データが FIFO にある場合に
XDREQ1をアサートします。 
下表に DMA1_Count_HH,HL,LH,LL（表では Count）、ReqAssertCount（表では Req）、FIFOの空
き領域／データ（表では Ready）と XDREQ1信号及び転送可能数の関係を示します。 
DMA1_Count_HH,HL,LH,LLの残りカウントが"1"以上である事が必須条件です。 

 
Count>=Req Count<Req  

Ready>=Req Ready<Req Ready>=Count Ready<Count 
XDREQ1 アサート ネゲート アサート ネゲート 
転送可能数 Req - Req - 
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モード ReqAssertCount [1:0] 

16bit mode 8bit mode 
0b00 Normal Normal 
0b01 16Byte(8Count) 16Byte(16Count) 
0b10 32Byte(16Count) 32Byte(32Count) 
0b11 64Byte(32Count) 64Byte(64Count) 

00（Normal）設定時には REQアサートカウントオプション未使用となります。 
 
 

7.2.46  92h DMA1_Control (DMA1 Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: DMA_Running 0: DMA is not running 1: DMA is running 
 6:  0: 1: 
 5:  0: 1: 

W 4: CounterClr 0: Do nothing 1: Clear DMA counter 
 3:  0: 1:  
 2:  0: 1:  

W 1: DMA_Stop 0: Do nothing 1: Finish DMA 

92h DMA1_Control 

W 0: DMA_Go 0: Do nothing 1: Start DMA 

00h 

 
DMA1の制御、及び状態を表示します。 

 
Bit7 DMA_Running 

DMA1 の転送中、このビットが "1"にセットされます。このビットが "1"である間は、
EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA1_Rd,Wrビットを書き換えることはできません。 

 
Bit6-5 Reserved  
 

Bit4 CounterClr 
このビットに"1"をセットすると、DMA1_Count_HH,HL,LH,LLレジスタが 0x00にクリアされます。
DMA_Runningビットが"1"である時は、このビットへの書き込みは無視されます。 

 
Bit3-2 Reserved 
 

Bit1 DMA_Stop 
このビットに"1"をセットすると、DMA1 の転送を終了します。DMA1 の転送を停止すると、
DMA_Running ビットを"0"にクリアします。また、CPU_IntStat レジスタの DMA1_Cmpビットに
"1"をセットします。DMA1の転送を再開する場合、DMA_Runningビットまたは DMA1_Cmpビッ
トを確認し、DMAが終了するのを待って行ってください。 

 
Bit0 DMA_Go 

このビットを"1"にセットすると、DMA1の転送を開始します。 
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7.2.47  94h DMA1_Remain_H (DMA1 FIFO Remain High) 
 

7.2.48  95h DMA1_Remain_L (DMA1 FIFO Remain Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7:  0:  1:  
 6:  0:  1:  
 5:  0:  1:  
 4:  0:  1:  

3: DMA_Remain [11] 
2: DMA_Remain [10] 
1: DMA_Remain [9] 

94h DMA1_Remain_H 

R 

0: DMA_Remain [8] 

DMA FIFO Remain High 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Remain [7] 
6: DMA_Remain [6] 
5: DMA_Remain [5] 
4: DMA_Remain [4] 
3: DMA_Remain [3] 
2: DMA_Remain [2] 
1: DMA_Remain [1] 

95h DMA1_Remain_L

R 

0: DMA_Remain [0] 

DMA FIFO Remain Low 00h 

 
94h.Bit7-4  Reserved 

 
94h.Bit3-0, 95h.Bit7-0 DMA_Remain [11:0] 

EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA1_Rd ビットによって DMA1 に接続している FIFO エンドポイントの
FIFO内の残りデータ数を示します。 
または、EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA1_Wrビットによって DMA1に接続している FIFOエンドポイ
ントの FIFOの空き容量を示します。DMA書き込みを行った直後にはこのレジスタで正しい FIFO
の空き容量を参照する事が出来ません。1CPUサイクル以上の間隔を空けて FIFOの空き容量を確
認してください。 
このレジスタを読み出す場合は DMA1_Remain_H,Lの順に読み出してください。 
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7.2.49  98h DMA1_Count_HH (DMA1 Transfer Byte Counter High/High) 
 

7.2.50  99h DMA1_Count_HL (DMA1 Transfer Byte Counter High/Low) 
 

7.2.51  9Ah DMA1_Count_LH (DMA1 Transfer Byte Counter Low/High) 
 

7.2.52  9Bh DMA1_Count_LL (DMA1 Transfer Byte Counter Low/Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [31] 
6: DMA_Count [30] 
5: DMA_Count [29] 
4: DMA_Count [28] 
3: DMA_Count [27] 
2: DMA_Count [26] 
1: DMA_Count [25] 

98h DMA1_Count_HH 

R / W 

0: DMA_Count [24] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [23] 
6: DMA_Count [22] 
5: DMA_Count [21] 
4: DMA_Count [20] 
3: DMA_Count [19] 
2: DMA_Count [18] 
1: DMA_Count [17] 

99h DMA1_Count_HL 

R / W 

0: DMA_Count [16] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [15] 
6: DMA_Count [14] 
5: DMA_Count [13] 
4: DMA_Count [12] 
3: DMA_Count [11] 
2: DMA_Count [10] 
1: DMA_Count [9] 

9Ah DMA1_Count_LH 

R / W 

0: DMA_Count [8] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_Count [7] 
6: DMA_Count [6] 
5: DMA_Count [5] 
4: DMA_Count [4] 
3: DMA_Count [3] 
2: DMA_Count [2] 
1: DMA_Count [1] 

9Bh DMA1_Count_LL 

R / W 

0: DMA_Count [0] 

DMA Transfer Byte Counter 00h 

 
98h-9Bh.Bit7-0 DMA_Count [31:0] 

カウントモード時に DMA1 の、転送データ長をバイト単位で設定します。最大 0xFFFF_FFFF バ
イトまで設定可能です。設定された値からダウンカウントします。本レジスタに転送数を設定し
た後、DMA1_Control.DMA_Goビットに”1”をセットして DMA転送を起動してください。本レ
ジスタに設定された転送 Byte数の転送が終了すると、DMA転送は終了します。 
フリーランモードの場合、設定された値からカウントアップします。DMA1_Count_HH,HL,LH,LL
レジスタの値がオーバーフローすると、CPU_IntStat レジスタの DMA1_CountUp ビットに"1"を
セットします。オーバーフロー後もカウントは継続されます。このモードでは、DMAの転送数が
参照できます。 
DMA 書き込みを行った直後は、このレジスタで正確なカウント数を確認することは出来ません。
1CPU サイクル以上の間隔をあけて、カウント数を確認してください。このレジスタをリードす
る場合は DMA1_Count_HH,HL,LH,LLの順に読み出してください。 
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7.2.53  9Ch DMA1_RdData_H (DMA1 Read Data High) 
 

7.2.54  9Dh DMA1_RdData_L (DMA1 Read Data Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_RdData [15] 
6: DMA_RdData [14] 
5: DMA_RdData [13] 
4: DMA_RdData [12] 
3: DMA_RdData [11] 
2: DMA_RdData [10] 
1: DMA_RdData [9] 

9Ch DMA1_RdData_H 

R 

0: DMA_RdData [8] 

DMA Read Data High XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_RdData [7] 
6: DMA_RdData [6] 
5: DMA_RdData [5] 
4: DMA_RdData [4] 
3: DMA_RdData [3] 
2: DMA_RdData [2] 
1: DMA_RdData [1] 

9Dh DMA1_RdData_L

R 

0: DMA_RdData [0] 

DMA Read Data Low XXh 

 
9Ch.Bit7-0, 9Dh.Bit7-0 DMA_RdData [15:0] 

DMA1_Config.DMA_Modeビットが”1”にセットされている場合、このレジスタにアクセスする事
で EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA1_Rd ビットによって DMA に接続している FIFO エンドポイントの
FIFOデータを読み出す事が出来ます。 
8bit Modeで動作する場合は、DMA1_RdData_H, DMA1_RdData_Lいずれにアクセスしても同様に
DMAアクセスする事が出来ます。 

 



7. レジスタ 
 
 

S1R72H74テクニカルマニュアル EPSON 71 
（Rev.1.0） 

7.2.55  9Eh DMA1_WrData_H (DMA1 Write Data High) 
 

7.2.56  9Fh DMA1_WrData_L (DMA1 Write Data Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_WrData [15] 
6: DMA_WrData [14] 
5: DMA_WrData [13] 
4: DMA_WrData [12] 
3: DMA_WrData [11] 
2: DMA_WrData [10] 
1: DMA_WrData [9] 

9Eh DMA1_WrData_H 

W 

0: DMA_WrData [8] 

DMA Write Data High XXh 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: DMA_WrData [7] 
6: DMA_WrData [6] 
5: DMA_WrData [5] 
4: DMA_WrData [4] 
3: DMA_WrData [3] 
2: DMA_WrData [2] 
1: DMA_WrData [1] 

9Fh DMA1_WrData_L

W 

0: DMA_WrData [0] 

DMA Write Data Low XXh 

 
9Eh.Bit7-0, 9Fh.Bit7-0 DMA_WrData [15:0] 

DMA1_Config.DMA_Modeビットが”1”にセットされている場合、このレジスタにアクセスする事
で EPx{x=0,a-c}Join.JoinDMA1_Wr ビットによって DMA に接続している FIFOエンドポイントの
FIFOにデータを書き込む事が出来ます。 
8bit Modeで動作する場合は、DMA1_WrData_H, DMA1_WrData_Lいずれにアクセスしても同様に
DMAアクセスする事が出来ます。 

 
 

7.2.57  A0h IDE_Status (IDE Status) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R 7: DMARQ 0:HDMARQ Not Asserted 1:HDMARQ Asserted 
R 6: DMACK 0:XHDMACK Not Asserted 1:XHDMACK Asserted 
R 5: INTRQ 0:HINTRQ Not Asserted 1:HINTRQ Asserted 
R 4: IORDY 0:HIORDY Not Asserted 1:HIORDY Asserted 
 3: 0:  1: 
 2: 0:  1: 

R 1: PDIAG 0:xHPDIAG Not Asserted 1:xHPDIAG Asserted 

A0h IDE_Status 

R 0: DASP 0:xHDASP Not Asserted 1:xHDASP Asserted 

00h 

 
IDEバスの信号状態を表示します。各信号がアサートされている時に”1”を読み出すことが出来ます。 
XHDMACK、XHPDIAG 、XHDASP の負論理信号は、電圧レベルが”0”の時に”1”が読み出されることに注意してくだ
さい。 
Bit3-2はリザーブで常に”0”が読み出されます。 
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7.2.58  A1h IDE_Control (IDE Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7: 0:  1:  
W 6: IDE_Clr 0: None 1: Clear IDE Circuit 
 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  
 3: 0:  1:  
 2: 0:  1:  
 1: 0:  1:  

A1h IDE_Control 

R/W 0: IDE_Go 0: None 1: IDE DMA Go 

00h 

 
IDEの DMAを制御します。 

 
Bit7 Reserved  
 

Bit6 IDE_Clr 
このビットに"1"をセットすると、IDE回路が初期状態に戻ります。設定したレジスタの内容は変
わりません。IDE の DMA 中やレジスタアクセスのシーケンス中に本ビットをセットしてはいけ
ません。 

 
Bit5-1 Reserved  
 

Bit0 IDE_Go 
このビットに"1"をセットすると IDE の DMA が起動され、終了すると IDE_IntStat レジスタの
IDE_Cｍｐビットが”1”になります。 
DMAの転送中はこのビットが"1"にセットされて、終了するとこのビットは”0”に戻ります。 
このビットが”1”である間に"0"を書き込むと実行中の DMA 転送は中断されて終了しますが、
IDE_IntStatレジスタの IDE_Cｍｐビットはセットされません。 
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7.2.59  A2h IDE_Config_0 (IDE Configuration 0) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R/W 7: IDE_BusReset 0: None  1: XHRESET Asserted 
R/W 6: IDE_LongBusReset 0: None 1: XHRESET Asserted 

 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  
 3: 0:  1:  
 2: 0:  1:  

R/W 1: Ultra 0: Non Ultra mode 1: Ultra mode 

A2h IDE_Config_0 

R/W 0: DMA 0: Non DMA mode 1: DMA mode 

00h 

 
IDEの DMAを制御します。 

 
Bit7 IDE_BusReset  

このビットに"1"をセットすると、IDEのｘHRESET信号が 50μsアサートされます。このビット
に”1”が表示されている間に再度このビットに”1”をセットすると、そこからさらに 50μs 間 IDE
の XHRESET信号がアサートされます。Bit7/Bit6どちらかの XHRESET信号アサートでこのビッ
トには”1”が読み出されます。 

 
Bit6 IDE_LongBusReset 

このビットに"1"をセットすると、IDEのｘHRESET信号が 400μsアサートされます。このビット
に”1”が表示されている間に再度このビットに”1”をセットすると、そこからさらに 400μs 間 IDE
の XHRESET信号がアサートされます。Bit7/Bit6どちらかの XHRESET信号アサートでこのビッ
トには”1”が読み出されます。 

 
Bit5-2 Reserved  
 

Bit1 Ultra 
このビットと Bit0:DMA に同時に"1"をセットすると、IDE_Control レジスタで起動される IDE の
DMAが Ultraモードになります。 
DMAの転送中はこのビットを書き換えてはいけません。下表にこのビットにより設定される IDE
の DMAの転送モードを示します。 

 
Bit0 DMA 

このビットに"1"をセットすると、IDE_Control レジスタで起動される IDE の DMA がマルチワー
ド DMAモードになります。 
DMAの転送中はこのビットを書き換えてはいけません。下表にこのビットにより設定される IDE
の DMAの転送モードを示します。 
Bit1-0 “00” “01” “10” “11” 

 PIO Multiword DMA 設定禁止 Ultra 
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7.2.60  A3h IDE_Config_1 (IDE Configuration 1) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R/W 7: ActiveIDE 0: InActivated IDE Bus 1: Activate IDE Bus  
R/W 6: DelayStrobe 0: Not Delay Strobe Signal 1: Delay Strobe Signal 

 5: 0:  1:  
R/W 4: InterLock 0: None 1: DMA InterLock 

 3: 0:  1:  
R/W 2: Swap 0: Data Swap 1: None 

 1: 0:  1:  

A3h IDE_Config_1 

 0: 0:  1:  

00h 

 
IDEバスの状態を制御します。 

 
Bit7 ActiveIDE  

このビットに"1"をセットすると、IDEの出力信号が有効になります。IDEバスへのレジスタリー
ドライトコマンド発行や、IDE-DMA を実行するにはあらかじめこのビットに”1”をセットしてお
く必要があります。このビットが"0"の時は、IDE信号は全て入力状態になっています。 

 
Bit6 DelayStrobe 

このビットに"1"をセットすると、IDE-DMAのマルチワード DMA転送時、XHDMACKアサート
から XHIOR/XHIOWのストローブ信号アサートまで 2システムクロック間(約 33ns)セットアップ
時間を確保します。このビットが"0"の時は IDE-DMAのマルチワード DMA転送時、XHDMACK
アサートと XHIOR/XHIOWのストローブ信号アサートは同時 (約 0ns)になります。 

 
Bit5 Reserved  
 

Bit4 InterLock 
このビットに"1"をセットすると、IDE-DMAのマルチワード DMA転送時、LSI内部でデータが転
送できなくなったことによる要因では XHDMACKをネゲートせずに、IDEバスを保持したまま内
部のデータが準備できるまで待ちます。このビットが"0"の時は、内部のデータが準備できない時
は一旦 XHDMACKを開放します。 

 
Bit3 Reserved  
 

Bit2 Swap  
このビットを"0"にクリアすると、IDEバスのデータ上位 8ビットと下位 8ビットが反転して入出
力されます。通常は、このビットが"1"にセットされているようにしてください。初期状態では、
このビットは"0"であることにご注意ください。Swapビットの詳細につきまして、Appendix Aを
参照してください。 

 
Bit1-0 Reserved  
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7.2.61  A4h IDE_Rmod (IDE Register Mode) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: RegisterAssertPulseWidth [3]
6: RegisterAssertPulseWidth [2]
5: RegisterAssertPulseWidth [1]

R/W 

4: RegisterAssertPulseWidth [0]

Register Assert Pulse Width 

3: RegisterNegatePulseWidth [3]
2: RegisterNegatePulseWidth [2]
1: RegisterNegatePulseWidth [1]

A4h IDE_Rmod 

R/W 

0: RegisterNegatePulseWidth [0]

Register Negate Pulse Width 
00h 

 
CPUの IDEバスへのレジスタモードでのアクセス時 XHIOR/XHIOWアサート・ネゲート時のストローブ幅を設定しま
す。 
IDEの転送モードに合わせた適切な値を選択する必要があります。 

 
Bit7-4 RegisterAssertPulseWidth [3:0]  

システムクロック（60MHz）周期の［RegisterAssertPulseWidth ＋ ４］倍になります。 
ex   0000:  4×16.67nS＝67nS 

   0001:  5×16.67nS＝83nS 
 

Bit3-0 RegisterNegatePulseWidth [3:0] 
システムクロック（60MHz）周期の［RegisterNegatePulseWidth ＋ ４］倍になります。 

ex   0000:  4×16.67nS＝67nS 
     0001:  5×16.67nS＝83nS 
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7.2.62  A5h IDE_Tmod (IDE Transfer Mode) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: TransferAssertPulseWidth [3]
6: TransferAssertPulseWidth [2]
5: TransferAssertPulseWidth [1]

R/W 

4: TransferAssertPulseWidth [0]

Transfer Assert Pulse Width 

3: TransferNegatePulseWidth [3]
2: TransferNegatePulseWidth [2]
1: TransferNegatePulseWidth [1]

A5h IDE_Tmod 

R/W 

0: TransferNegatePulseWidth [0]

Transfer Negate Pulse Width 
00h 

 
CPU及び DMA転送時の IDEバスへの PIOモードアクセス時 XHIOR/XHIOWアサート・ネゲート時のストローブ幅を
設定します。 
IDEの転送モードに合わせた適切な値を選択する必要があります。 

 
Bit7-4 TransferAssertPulseWidth [3:0] 

システムクロック（60MHz）周期の［TransferAssertPulseWidth ＋ ４］倍になります。 
ex   0000:  4×16.67nS＝67nS 
     0001:  5×16.67nS＝83nS 

 
Bit3-0 TransferNegatePulseWidth [3:0] 

システムクロック（60MHz）周期の［TransferNegatePulseWidth ＋ ４］倍になります。 
ex   0000:  4×16.67nS＝67nS 
     0001:  5×16.67nS＝83nS 
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7.2.63  A6h IDE_Umod (IDE Ultra-DMA Transfer Mode) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7: 0:  1:  
 6: 0:  1:  
 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  

3: UltraDMA_Cycle [3] 
2: UltraDMA_Cycle [2] 
1: UltraDMA_Cycle [1] 

A6h IDE_Umod 

R/W 

0: UltraDMA_Cycle [0] 

UltraDMA_Cycle 
00h 

 
DMA転送時の IDEバスへの Ultraモードアクセス時のアクセスサイクル幅を設定します。 
IDEの転送モードに合わせた適切な値を選択する必要があります。 

 
Bit7-4 Reserved  

 
Bit3-0 UltraDMA_Cycle [3:0] 

システムクロック（60MHz）周期の［UltraDMA_Cycle ＋ ２］倍になります。 
ex   0000:  2×16.67nS＝33nS 
     0001:  3×16.67nS＝50nS 
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7.2.64  AAh IDE_CRC_H (IDE CRC High) 
 

7.2.65  ABh IDE_CRC_L (IDE CRC Low)  
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_CRC [15] 
6: IDE_CRC [14] 
5: IDE_CRC [13] 
4: IDE_CRC [12] 
3: IDE_CRC [11] 
2: IDE_CRC [10] 
1: IDE_CRC [9] 

AAh IDE_CRC_H R 

0: IDE_CRC [8] 

IDE_CRC [15:8] 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_CRC [7] 
6: IDE_CRC [6] 
5: IDE_CRC [5] 
4: IDE_CRC [4] 
3: IDE_CRC [3] 
2: IDE_CRC [2] 
1: IDE_CRC [1] 

ABh IDE_CRC_L R 

0: IDE_CRC [0] 

IDE_CRC [7:0] 

00h 

 
IDEの Ultraモードでの DMA転送時の CRC計算結果を逐次表示します。読み出す場合は、IDE_CRC_Hと IDE_CRC_L
レジスタを対でアクセスする必要があります。その際に IDE_CRC_Hレジスタを先にアクセスしてください。 
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7.2.66  ADh IDE_Count_H (IDE Transfer Byte Counter High) 
 

7.2.67  AEh IDE_Count_M (IDE Transfer Byte Counter Middle) 
 

7.2.68  AFh IDE_Count_L (IDE Transfer Byte Counter Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_Count [23] 
6: IDE_Count [22] 
5: IDE_Count [21] 
4: IDE_Count [20] 
3: IDE_Count [19] 
2: IDE_Count [18] 
1: IDE_Count [17] 

ADh IDE_Count_H R/W 

0: IDE_Count [16] 

IDE_Count [23:16] 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_Count [15] 
6: IDE_Count [14] 
5: IDE_Count [13] 
4: IDE_Count [12] 
3: IDE_Count [11] 
2: IDE_Count [10] 
1: IDE_Count [9] 

AEh IDE_Count_M R/W 

0: IDE_Count [8] 

IDE_Count [15:8] 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_Count [7] 
6: IDE_Count [6] 
5: IDE_Count [5] 
4: IDE_Count [4] 
3: IDE_Count [3] 
2: IDE_Count [2] 
1: IDE_Count [1] 

IDE_Count [7:1] AFh IDE_Count_L R/W 

0:  0:  1:  

00h 

 
IDEの DMA転送時の転送バイト数を設定します。このレジスタ設定が 0バイトで DMAを起動した場合は起動が無視
されます。読み出す場合は、IDE_Count_Hと IDE_Count_Mと IDE_Count_Lレジスタを対でアクセスする必要がありま
す。その際に IDE_Count_Hレジスタを先にアクセスしてください。尚、IDE_Count_Lレジスタの最下位ビットは常に”0”
が表示されます。 
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7.2.69  B0h IDE_RegAdrs (IDE Register Address) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R/W 7: IDE_WrReg 0: None 1: IDE Register Write Go
R/W 6: IDE_RdReg 0: None 1: IDE Register Read Go

 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  

3: IDE_RegAddress [3]
2: IDE_RegAddress [2]
1: IDE_RegAddress [1]

B0h IDE_RegAdrs 

R/W 

0: IDE_RegAddress [0]

IDE_RegAddress [3:0] 
00h 

 
CPUによる IDEバスへのレジスタアクセスを制御します。 

 
Bit7 IDE_WrReg  

このビットに"1"をセットすると、あらかじめセットしてある IDE_WrRegValue_H/Lレジスタの内
容で、IDEバスに対して PIOモードまたはレジスタモードで IDEレジスタをライトします。動作
中はこのビットに”1”が表示され、動作が終了すると IDE_IntStat レジスタの IDE_RegCmp ビット
がセットされて、このビットは”0”に戻ります。IDEバスへのアドレスはあらかじめ、または同時
に IDE_RegAddressにセットする必要があります。あらかじめ IDE_Rmod、IDE_Tmodレジスタを
適切なモードに設定しておく必要があります。 

 
Bit6 IDE_RdReg 

このビットに"1"をセットすると、IDEバスに対して PIOモードまたはレジスタモードで IDEレジ
スタをリードして、リードした値を IDE_RdRegValue_H/L レジスタにセットします。動作中はこ
のビットに”1”が表示され、動作が終了すると IDE_IntStat レジスタの IDE_RegCmp ビットがセッ
トされて、このビットは”0”に戻ります。IDE バスへのアドレスはあらかじめ、または同時に
IDE_RegAddress にセットする必要があります。あらかじめ IDE_Rmod、IDE_Tmod レジスタを適
切なモードに設定しておく必要があります。 

 
Bit5-4 Reserved  
 

Bit3-0 IDE_RegAddress [3:0] 
IDE_WrReg、IDE_RdReg ビットによる CPU の IDE バスへのレジスタアクセス時のアドレスを設
定します。IDEバスに出力されるアドレスの対応は下表の通りです。 

IDE_RegAddress [3] 0:XHCS0=0 1:XHCS1=0 
IDE_RegAddress [2] 0:HDA2=0 1:HDA2=1 
IDE_RegAddress [1] 0:HDA1=0 1:HDA1=1 
IDE_RegAddress [0] 0:HDA0=0 1:HDA0=1 
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7.2.70  B2h IDE_RdRegValue_H (IDE Register Read Value High) 
 

7.2.71  B3h IDE_RdRegValue_L (IDE Register Read Value Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_RdRegValue [15]
6: IDE_RdRegValue [14]
5: IDE_RdRegValue [13]
4: IDE_RdRegValue [12]
3: IDE_RdRegValue [11]
2: IDE_RdRegValue [10]
1: IDE_RdRegValue [9] 

B2h IDE_RdRegValue_H R 

0: IDE_RdRegValue [8] 

IDE_RdRegValue [15:8] 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_RdRegValue [7]
6: IDE_RdRegValue [6]
5: IDE_RdRegValue [5]
4: IDE_RdRegValue [4]
3: IDE_RdRegValue [3]
2: IDE_RdRegValue [2]
1: IDE_RdRegValue [1]

B3h IDE_RdRegValue_L R 

0: IDE_RdRegValue [0]

IDE_RdRegValue [7:0] 

00h 

 
IDE_RegAdrsレジスタの IDE_RdRegビットによる CPUの IDEバスに対する IDEレジスタのリードで、リードした値
がこのレジスタにセットされます。また、IDE_RegConfigレジスタの自動ステータスレジスタリードでもリードした値
がこのレジスタにセットされます。読み出す場合は、IDE_RdRegValue_Hと IDE_RdRegValue_Lレジスタを対でアクセ
スする必要があります。その際に IDE_RdRegValue_Hレジスタを先にアクセスしてください。 
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7.2.72  B4h IDE_WrRegValue_H (IDE Register Write Value High) 
 

7.2.73  B5h IDE_WrRegValue_L (IDE Register Write Value Low) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_WrRegValue [15]
6: IDE_WrRegValue [14]
5: IDE_WrRegValue [13]
4: IDE_WrRegValue [12]
3: IDE_WrRegValue [11]
2: IDE_WrRegValue [10]
1: IDE_WrRegValue [9] 

B4h IDE_WrRegValue_H R/W 

0: IDE_WrRegValue [8] 

IDE_WrRegValue [15:8] 

00h 

 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_WrRegValue [7] 
6: IDE_WrRegValue [6] 
5: IDE_WrRegValue [5] 
4: IDE_WrRegValue [4] 
3: IDE_WrRegValue [3] 
2: IDE_WrRegValue [2] 
1: IDE_WrRegValue [1] 

B5h IDE_WrRegValue_L R/W 

0: IDE_WrRegValue [0] 

IDE_WrRegValue [7:0] 

00h 

 
IDE_RegAdrsレジスタの IDE_WrRegビットによる CPUの IDEバスに対する IDEレジスタのライトで、ライトすべき
データをあらかじめここにセットします。 
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7.2.74  B6h IDE_SeqWrRegControl (IDE Sequential Register Write Control) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R/W 7: IDE_SeqWrReg 0:  1: IDE Sequence Write Go 
W 6: IDE_SeqWrRegClr 0:  1: Clear IDE Sequence Write 
 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  
 3: 0:  1:  
 2: 0:  1:  
 1: 0:  1:  

B6h IDE_SeqWrRegControl

 0: 0:  1:  

00h 

 
CPUによる IDEバスへのレジスタへのシーケンスライト動作を制御します。 

 
Bit7 IDE_SeqWrReg 

このビットに"1"をセットすると、あらかじめ IDE_SeqWrRegAdrs / IDE_SeqWrRegValueにセット
された最大 16組のアドレス･データが、セットした順に IDEバスへレジスタライトされて、終了
すると IDE_IntStatレジスタの IDE_SeqWrRegCｍｐビットが”1”になります。 
シーケンス動作中はこのビットが"1"にセットされて、終了するとこのビットは”0”に戻ります。 

 
Bit6 IDE_SeqWrRegClr 

このビットに"1"をセットすると、あらかじめ IDE_SeqWrRegAdrs / IDE_SeqWrRegValueにセット
された最大 16 組のアドレス･データを破棄して初期状態に戻すことが出来ます。シーケンス動作
中に本ビットをセットしてはいけません。 

 
Bit5-0 Reserved  
 
 

7.2.75  B7h IDE_SeqWrRegCnt (IDE Sequential Register Write Counter) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7: 0:  1:  
 6: 0:  1:  
 5: 0:  1:  

4: IDE_SeqWrRegCnt [4]
3: IDE_SeqWrRegCnt [3]
2: IDE_SeqWrRegCnt [2]
1: IDE_SeqWrRegCnt [1]

B7h IDE_SeqWrRegCnt

R 

0: IDE_SeqWrRegCnt [0]

IDE_SeqWrRegCnt [4:0] 
00h 

 
IDE_SeqWrRegValue レジスタに書き込んだデータ数を表示します。最大 10h までが表示されます。IDE バスへのシー
ケンスライトが行われるとともに値が減り、IDE_SeqWrRegValue レジスタに書き込んだ全てのデータが IDE バスに書
き込み完了すると”0”に戻ります。IDE_SeqWrRegControl レジスタの IDE_SeqWrRegClr ビットへの”1”書き込みでも”0”
に戻ります。 
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7.2.76  B8h IDE_SeqWrRegAdrs (IDE Sequential Register Write Address FIFO) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

 7: 0:  1:  
 6: 0:  1:  
 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  

3: IDE_SeqRegAddress [3]
2: IDE_SeqRegAddress [2]
1: IDE_SeqRegAddress [1]

B8h IDE_SeqWrRegAdrs

W 

0: IDE_SeqRegAddress [0]

IDE_SeqRegAddress [3:0] 
XXh 

 
IDE_SeqWrRegControl レジスタによる IDE バスへのシーケンスライト動作時、IDE バスへ出力するアドレスを
IDE_SeqWrRegValue レジスタのデータと対でセットします。同じアドレスが連続する場合には、そのアドレスを一度
セットしたら再セットする必要はありません。IDE バスに出力されるアドレスとビットとの関係は IDE_RegAdrs レジ
スタの IDE_RegAddressビットと同じです。 

 
 

7.2.77  B9h IDE_SeqWrRegValue (IDE Sequential Register Write Value FIFO) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: IDE_SeqWrRegValue [7]
6: IDE_SeqWrRegValue [6]
5: IDE_SeqWrRegValue [5]
4: IDE_SeqWrRegValue [4]
3: IDE_SeqWrRegValue [3]
2: IDE_SeqWrRegValue [2]
1: IDE_SeqWrRegValue [1]

B9h IDE_SeqWrRegValue W 

0: IDE_SeqWrRegValue [0]

IDE_SeqWrRegValue [7:0] 

XXh 

 
IDE_SeqWrRegControl レジスタによる IDE バスへのシーケンスライト動作時、IDE バスへ出力するデータを
IDE_SeqWrRegAdrs レジスタのアドレスと対で順にセットします。最大 16 組セットすることが出来、それを超える書
き込みは無視されます。IDE_SeqWrRegAdrsが”0”の時(XHCS=0、HDA=0のデータポートへのライト)は、IDEに対して
は 16ビットアクセスになりますので、このレジスタを 2回セット（データの書き込み順は IDE_Config_1.Swapビット
が"1"である時、下位バイト=HDD[15:8]･上位バイト=HDD[7:0]の順です）する必要があり、その場合は 16 組中の 2 組
が使われます。それ以外のアドレスでは IDE に対しては 8 ビットアクセスになりますので、IDE への 1 回のライトに
対してこのレジスタを 1回セットすることになります。 
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7.2.78  BCh IDE_RegConfig (IDE Register Configuration) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R/W 7: EnAutoStsRd 0: None  1: Auto Status Read Enable 
 6: 0:  1:  
 5: 0:  1:  
 4: 0:  1:  
 3: 0:  1:  
 2: 0:  1:  
 1: 0:  1:  

BCh IDE_RegConfig 

 0: 0:  1:  

00h 

 
IDEバスの HINTRQ割り込みでの自動ステータスリード動作を制御します。 

 
Bit7 EnAutoStsRd 

このビットに"1"をセットすると、IDEバスの HINTRQ割り込みが発生した際に IDEバスのステー
タスレジスタ(XHCS0=0、HDA=7)を自動で読みに行き、終了すると IDE_RdRegValue レジスタに
リードした値をセットして、IDE_IntStat レジスタの CompleteINTRQ ビットが”1”になります。終
了してもこのビットはセットされたままです。 

 
Bit6-0 Reserved  
 
 

7.2.79  EBh ModeProtect(Mode Protection) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

7: ModeProtect [7] 
6: ModeProtect [6] 
5: ModeProtect [5] 
4: ModeProtect [4] 
3: ModeProtect [3] 
2: ModeProtect [2] 
1: ModeProtect [1] 

EBh ModeProtect 

R / W 

0: ModeProtect [0] 

Mode Protection 56h 

 
Bit7-0 ModeProtect [7:0] 

ChipConfigレジスタ、及び ClkSelect.ClkSelectビットの値を保護します。このレジスタに 56hを書
き込むと ChipConfig レジスタ、及び ClkSelect.ClkSelect ビットへのライトアクセスが有効になり
ます。 
通常使用においては ChipConfig レジスタ、及び ClkSelect.ClkSelect ビットを任意に設定した後、
このレジスタに 56h以外の値（例えば 00h）を設定してChipConfigレジスタ、及びClkSelect.ClkSelect
ビットの設定を保護してください。 
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7.2.80  EDh ClkSelect (Clock Select) 
 

Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset
R / W 7: xActIDE_Term 0: IDE Termination ON 1: IDE Termination OFF 

 6: 0:  1:  
 5: 0:  1:  
 4:  0:  1:  
 3: 0:  1:  
 2: 0:  1:  
 1: 0:  1:  

EDh ClkSelect 

R / W 0: ClkSelect 0: 12MHz 1: 24MHz 

01h 

 
Bit7 xActIDE_Term 

IDEポートのプルアップ、プルダウンを ON/OFFします。 
0： IDE Termination ON 
1： IDE Termination OFF 

 
Bit6-1 Reserved 

 
Bit0 ClkSelect 

本 LSIで使用するクロックを選択します。 
0： 12MHz 
1： 24MHz 
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7.2.81  EFh ChipConfig (Chip Configuration) 
 
Address Register Name R / W Bit Symbol Description Reset

R / W 7: IntLevel 0: Low Active 1: High Active 
R / W 6: IntMode 0: 1／0 mode 1: Hi-z／0 mode 
R / W 5: DREQ_Level 0: Low Active 1: High Active 
R / W 4: DACK_Level 0: Low Active 1: High Active 
R / W 3: CS_Mode 0: DACK mode 1: CS mode 
R / W 2: CPU_Swap 0: Do nothing 1: Bus Swap 
R / W 1: BusMode 0: XWRH/L mode 1: XBEH/L mode 

EFh ChipConfig 

R / W 0: Bus8x16 0: 16bit mode 1: 8bit mode 

00h 

 
本 LSIの動作モードを設定します。 

 
Bit7 IntLevel 

XINTの論理レベルを設定します。 
0： 負論理 
1： 正論理 

 
Bit6 IntMode 

XINTの出力モードを設定します。 
0： 1／0モード 
1： Hi-z／0モード 

 
Bit5 DREQ_Level 

XDREQ0,1の論理レベルを設定します。 
0： 負論理 
1： 正論理 

 
Bit4 DACK_Level 

XDACK0,1の論理レベルを設定します。DMAを使用しない場合はこのビットの設定に対し、アク
ティブでないレベルに XDACK0,1端子を固定してください。 

0： 負論理 
1： 正論理 

 
Bit3 CS_Mode 

XDACK0,1 信号を用いて DMA アクセスする場合の DMA0,1 の動作モードを設定します。
DMAx{x=0,1}_Config. DMA_Mode=”1”の場合、このビットの設定は不要です。デフォルト”0”のま
までご使用ください。 

0： XDACK0,1がアサートされているとき有効な DMAアクセスとして動作します。 
1： XCS且つ XDACK0,1がアサートされているとき有効な DMAアクセスとして動作します。 

 
Bit2 CPU_Swap 

16bit mode時の CPUバスを設定します。8bit mode時はこのビットをセットしないでください。 
0： 偶数アドレスを上位側、奇数アドレスを下位側とします。 
1： 偶数アドレスを下位側、奇数アドレスを上位側とします。 
このビットの設定は、レジスタ書き込み後、E9h 番地をリードする事により有効になります。
ChipReset.ResetAllビットにて、回路のリセットを行った場合、レジスタの値は初期化されますが、
その設定が有効になるのは、上述同様に E9h番地をリードした後になります。 

 
Bit1-0 BusMode, Bus8x16 

CPUの動作モードを設定します。 
動作モード bit1.BusMode bit0.Bus8x16 

16bit Strobe mode 0 0 
16bit BE mode 1 ＊ 
8bit mode 0 1 
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8. 電気的特性 
 

8.1  絶対最大定格 
(VSS=0V) 

項目 記号 定格値 単位 
HVDD VSS-0.3～4.0 V 

CVDD VSS-0.3～4.0 V 電源電圧 

LVDD VSS-0.3～2.5 V 
HVI VSS-0.3～HVDD+0.5 V 

入力電圧 
CVI VSS-0.3～CVDD+0.5 V 

出力電圧 HVO VSS-0.3～HVDD+0.5 V 
出力電流／端子 IOUT ±10 mA 
保存温度 Tstg -65～150 ℃ 

 
 

8.2  推奨動作条件 
 

項目 記号 MIN TYP MAX 単位 
HVDD 3.00 3.30 3.60 V 

CVDD※1 3.00 3.30 3.60 V 

CVDD※2 1.65 1.80 1.95 V 
電源電圧 

LVDD 1.65 1.80 1.95 V 

HVI -0.3 - HVDD+0.3 V 
入力電圧 

CVI -0.3 - CVDD+0.3 V 

周囲温度 Ta -40 25 85 ℃ 

※１ CPU IF 3.3Vで使用時 
※2 CPU IF 1.8Vで使用時 

 
本ＩＣは下記順序で電源投入を行ってください。 
   

LVDD(内部) →HVDD,CVDD(IO部) 
  
また、本 ICは下記手順で電源オフを行ってください。 
   

HVDD,CVDD(IO部) →LVDD(内部)  
 
注) 
 LVDDが切断されている状態で HVDD,CVDDのみを継続的(1Sec以上)に印可することは Chipの
信頼性上問題がありますので避けてください。 
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8.3  DC特性 
 
DC状態における入力特性(推奨動作条件による) 
 

項目 記号 条件 MIN TYP MAX 単位 
電源供給電流 ※1      

IDDL 
LVDD=1.8V(typ), 
1.95V(max) - TBD TBD mA 

IDDH HVDD=3.3V(typ), 3.6V(max) - TBD TBD mA 
IDDCH CVDD=3.3V(typ), 3.6V(max) - TBD TBD mA 

 

電源電流 
 

IDDCL 
CVDD=1.8V(typ), 
1.95V(max) - TBD TBD mA 

静止電流 ※2      
VIN = HVDD or VSS 
LVDD = 1.95V 
HVDD=3.6V 

 

電源電流 IDDS 

CVDD=3.6 

- - 80 μA 

入力リーク       

 

入力リーク電流 IL 
HVDD=3.3V 
CVDD=3.3V/1.8V 
LVDD=1.8V 
HVIH=HVDD 
CVIH=CVDD 
VIL=VSS 

-5 - 5 μA 

 
※1: typ値は IDEポートに HDDを接続しデータを送受信している状態(実転送レート TBD MB/s)で
の測定値。max値は同値からの見積値。 
※2: Ta=25℃、双方向端子が入力状態である場合の静止電流値。 
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DC状態における入力特性(推奨動作条件による)（つづき） 
 
項目 記号 条件 MIN TYP MAX 単位 

入力特性（LVCMOS） 端子名： TDI, TCK, TRST, TMS 

 “H”レベル入力電圧 VIH1 HVDD = 3.6V 2.1 - - V 
 “L”レベル入力電圧 VIL1 HVDD = 3.0V - - 0.9 V 
入力特性（LVCMOS） 端子名： CA [7:1], CD [15:0], XCS, XRD, XWRL, XWRH, XBEL, XDACK0, XDACK1, 

TEST, XRESET 
 “H”レベル入力電圧 VIH2 CVDD=3.6V 2.1 - - V 
 “L”レベル入力電圧 VIL2 CVDD=3.0 - - 0.9 V 
 “H”レベル入力電圧 VIH3 CVDD=1.95V 1.22 - - V 
 “L”レベル入力電圧 VIL3 CVDD=1.65V - - 0.62 V 
入力特性（LVTTL） 端子名 HDD [15:0], HDMARQ, HIORDY, HINTRQ, XHDASP, XHPDIAG 

 “H”レベル入力電圧 VIH4 HVDD=3.6V 1.9 - - V 
 “L”レベル入力電圧 VIL4 HVDD=3.0V - - 0.9 V 
出力特性 端子名： CD [15:0], XDREQ0, XDREQ1, XINT 

 “H”レベル出力電圧 VOH1 CVDD = 3.0V CVDD-0.4 - - V 
   IOH = -2.6mA    V 
 “L”レベル出力電圧 VOL1 CVDD = 3.0V - - VSS+0.4 V 
   IOL = 2.7mA     
 “H”レベル出力電圧 VOH2 CVDD = 1.65V CVDD-0.4 - - V 
   IOH = -1.3mA     
 “L”レベル出力電圧 VOL2 CVDD = 1.65V - - VSS+0.4 V 
   IOL = 1.4mA     
出力特性 端子名： HDD [15:0], HDA [2:0], XHCS1, XHCS0, XHIOR, XHIOW, XHDMACK, 

XHRESET,  
 HVDD = 3.0V HVDD-0.4 - - V 
 

“H”レベル出力電圧 
 

VOH3 
 IOH = -5.2mA     

 HVDD = 3.0V - - VSS+0.4 V 
 

“L”レベル出力電圧 
 

VOL3 
 IOL = 5.4mA     

出力特性 端子名： TDO 

 “H”レベル出力電圧 VOH2 HVDD = 3.0V HVDD-0.4 - - V 
     IOH = -2.6mA     
 “L”レベル出力電圧 VOL2 HVDD = 3.0V - - VSS+0.4 V 
     IOL = 2.7mA     

 



8. 電気的特性 
 
 

S1R72H74テクニカルマニュアル EPSON 91 
（Rev.1.0） 

 
項目 記号 条件 MIN TYP MAX 単位 

出力特性 端子名： CA [15:0], XINT, HDD [15:0], HDA [2:0], XHCS1, XHCS0, XHDMACK,  
XHRESET 

 OFF-STATEリーク電流 IOZ HVDD =3.3V -2 - 2 μA 
     

   

CVDD=3.3V 
CVDD=1.8V 
VOH = HVDD/CVDD
VOL = VSS     

入力特性 端子名： HDD[15:8], HDD[6:0], HIORDY, HINTRQ, XHDASP, XHPDIAG 
 
 
プルアップ抵抗 RPLU HVDD=3.0V 

VIL=VSS 
-16.4 - -38.5 μA 

入力特性 端子名： HDD7, HDMARQ,  
 
 
プルダウン抵抗 

 
RPLD HVDD=3.0V 

VIH=VSS 
17.2 - 38.7 μA 

 
 

項目 記号 条件 MIN TYP MAX 単位 
端子容量 端子名： 全入力端子 

 入力端子容量 CI f = 1MHz - - 8 pF 

   

HVDD=CVDD=LVDD
=VSS 
PVDD=PVSS     

端子容量 端子名： 全出力端子 
 出力端子容量 CO f = 1MHz - - 8  pF 

   

HVDD=CVDD=LVDD
=VSS 
PVDD=PVSS     

端子容量 端子名： 全入出力端子 
 入出力端子容量 1 CIO1 f = 1MHz - - 8  pF 
 

  

HVDD=LVDD 
=VSS 
PVDD=PVSS     
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8.4  AC特性 
 

8.4.1  RESETタイミング 
 

XRESET

tRESET

記号 説明 min typ max 単位

tRESET リセットパルス幅 40 - - ns

 
 
 

8.4.2  クロックタイミング 
 

XI

tCYC

tCYCL tCYCH

記号 説明 min typ max 単位

tCYC クロックサイクル(ClkSelect=0) 11.999 12 12.001 MHz

tCYC クロックサイクル(ClkSelect=1) 23.998 24 24.002 MHz

tCYCH
tCYCL

クロックデューティ 45 - 55 %
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8.4.3  CPU/DMA I/Fアクセスタイミング 

XDREQ0/1(O)

XDACK0/1(I)

XCS（I）

XRD（I）

CD（O） Valid

tcas

CA（I）

XWRH/L（I）
XWR

CD（I）

記号

tcas

tccs

min

6

6

typ

-

-

max

-

-

unit

ns

ns

tcch

tcah

6

6

-

-

-

-

ns

ns

trbd 1 - - ns

trdf - - 30 ns

trdh 1 - - ns

trbh - - 7 ns

twds

twdh

0

0

-

-

-

-

ns

ns

項目

アドレスセットアップ時間

アドレスホールド時間

XCSセットアップ時間

XCSホールド時間

リードデータ出力開始時間

リードデータ確定時間

リードデータホールド時間

リードデータ出力遅延時間

ライトデータセットアップ時間

ライトデータホールド時間

tdrn - - 50 nsXDREQ0/1ネゲート遅延時間

tdaa

tdan

6

6

-

-

-

-

ns

ns

XDACK0/1セットアップ時間

XDACK0/1ホールド時間

tcah

tccs tcch

trbd

trdf

trdh

trbh

twds twdh

tdrn

tdaa tdan

ライト

リード

tras

tras 37 - - nsリードストローブアサート時間

twas

37 - - nsライトストローブアサート時間twas

trng

twng

twcy

trcy

trcy 75 - - nsリードサイクル

trng 25 - - nsリードストローブネゲート時間

75 - - nsライトサイクルtwcy

25 - - nsライトストローブネゲート時間twng

XBEH/L(I) twbs twbh

twbs

twbh

6

6

-

-

-

-

ns

ns

ライトバイトイネーブルセットアップ時間

ライトバイトイネーブルホールド時間

（CL=30pF）CLVDD=3.3V
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記号

tcas

tccs

min

6

6

typ

-

-

max

-

-

unit

ns

ns

tcch

tcah

6

6

-

-

-

-

ns

ns

trbd 1 - - ns

trdf - - 35 ns

trdh 1 - - ns

trbh - - 8 ns

twds

twdh

0

0

-

-

-

-

ns

ns

項目

アドレスセットアップ時間

アドレスホールド時間

XCSセットアップ時間

XCSホールド時間

リードデータ出力開始時間

リードデータ確定時間

リードデータホールド時間

リードデータ出力遅延時間

ライトデータセットアップ時間

ライトデータホールド時間

tdrn - - 60 nsXDREQ0/1ネゲート遅延時間

tdaa

tdan

6

6

-

-

-

-

ns

ns

XDACK0/1セットアップ時間

XDACK0/1ホールド時間

tras 40 - - nsリードストローブアサート時間

40 - - nsライトストローブアサート時間twas

trcy 80 - - nsリードサイクル

trng 25 - - nsリードストローブネゲート時間

75 - - nsライトサイクルtwcy

25 - - nsライトストローブネゲート時間twng

twbs

twbh

6

6

-

-

-

-

ns

ns

ライトバイトイネーブルセットアップ時間

ライトバイトイネーブルホールド時間

（CL=30pF）CLVDD=1.8Ｖ
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8.4.4  IDE I/Fタイミング 
 

8.4.4.1 PIO Read Timing 
 

記号 説明 min typ max 単位

T321
XHCS0↓ → HDA
HDA出力遅延時間

- 0 - ns

T322
XHCS0↑ → HDA
HDAホールド時間

- 0 - ns

T323
XHCS0↓ → XHIOR↓
XHCS0セットアップ時間

25 - - ns

T324
XHIOR↓ → XHIOR↑
XHIORアサートパルス幅

-
(AP+4) *
16.7 - 3

- ns

T325
XHIOR↑ → XHIOR↓
XHIORネゲートパルス幅

-
(NP+4) *
16.7 + 3

- ns

T326
XHIOR↑ → XHCS0↑
XHCS0ホールド時間

10 - - ns

T327
HDD → XHIOR↑
データセットアップ時間

10 - - ns

T328
XHIOR↑ → HDD
データホールド時間

0 - - ns

T329
HIORDYアサート→ XHIOR↑
XHIOR出力遅延時間

- - 25 ns

stable stable

XHCS0(O)

HDA[2:0](O)

XHIOR(O)

HDD[15:0](I)

HIORDY(I)

T324

T321

T326T325

T322

T327 T328

T329

T323

DATA転送方向： S1R72V03
DATA

*1:AP=IDE_Tmod.AssertPulseWidth, NP=IDE_Tmod.NegatePulseWidth
   詳細はレジスタ説明、”IDE Transfer Mode”を参照のこと
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8.4.4.2 PIO Write Timing 
 

記号 説明 min typ max 単位

T331
XHCS0↓ → HDA
HDA出力遅延時間

- 0 - ns

T332
XHCS0↑ → HDA
HDAホールド時間

- 0 - ns

T333
XHCS0↓ → XHIOW↓
XHCS0セットアップ時間

25 - - ns

T334
XHIOW↓ → XHIOW↑
XHIOWアサートパルス幅

-
(AP+4) *
16.7 - 3

- ns

T335
XHIOW↑ → XHIOW↓
XHIOWネゲートパルス幅

-
(NP+4) *
16.7 + 3

- ns

T336
XHIOW↑ → XHCS0↑
XHCS0ホールド時間

10 - - ns

T337
XHIOW↓ → HDD
データ出力遅延時間

0 - 10 ns

T338
XHIOW↑ → HDD
データバスネゲート時間

10 - 45 ns

T339
HIORDYアサート→ XHIOW↑
XHIOW出力遅延時間

- - 25 ns

valid valid

XHCS0(O)

HDA[2:0](O)

XHIOW(O)

HDD[15:0](O)

HIORDY(I)

T334T333 T336T335

T332

T337 T338

T339

T331

*1:AP=IDE_Tmod.AssertPulseWidth, NP=IDE_Tmod.NegatePulseWidth
   詳細はレジスタ説明、”IDE Transfer Mode”を参照のこと

DATA転送方向： S1R72V03
DATA
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8.4.4.3 DMA Read Timing 
 

stable stable

XHCS[1:0](O)

HDA[2:0](O)

HDMARQ(I)

XHDMACK(O)

XHIOR(O)

HDD[15:0](I)

T343

T341

T345

T346 T347 T348

T342

T349
T34a

T344

記号 説明 min typ max 単位

T341
XHCS↑、HDA → XHDMACK↓
アドレスセットアップ時間

70 - - ns

T342
XHIOR↑ → XHCS↑、HDA
アドレスホールド時間

10 - - ns

T343
HDMARQ↑ → XHDMACK↓
XHDMACK応答時間

17 - - ns

T344
XHIOR↓→ HDMARQネゲート
HDMARQホールド時間

0 - - ns

T345
XHDMACK↓ → XHIOR↓
XHDMACKセットアップ時間

0 - - ns

T346
XHIOR↓ → XHIOR↑
XHIORアサートパルス幅

-
(AP+4) *
16.7 - 3

- ns

T347
XHIOR↑ → XHIOR↓
XHIORネゲートパルス幅

-
(NP+4) *
16.7 + 3

- ns

T348
XHIOR↑ → XHDMACK↑
XHDMACKホールド時間

5 - 90 ns

T349
HDD → XHIOR↑
データセットアップ時間

10 - - ns

T34a
XHIOR↑ → HDD
データバスホールド時間

0 - - ns

DATA転送方向： S1R72V03
DATA

*1:AP=IDE_Tmod.AssertPulseWidth, NP=IDE_Tmod.NegatePulseWidth
   詳細はレジスタ説明、”IDE Transfer Mode”を参照のこと
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8.4.4.4 DMA Write Timing 

valid valid

XHCS[1:0](O)

HDA[2:0](O)

HDMARQ(I)

XHDMACK(O)

XHIOW(O)

HDD[15:0](O)

T353

T351

T355

T356 T357 T358

T352

T359
T35a

T354

記号 説明 min typ max 単位

T351
XHCS↑、HDA → XHDMACK↓
アドレスセットアップ時間

70 - - ns

T352
XHIOW↑ → XHCS↑、HDA
アドレスホールド時間

10 - - ns

T353
HDMARQ↑ → XHDMACK↓
XHDMACK応答時間

17 - - ns

T354
XHIOW↓→ HDMARQネゲート
HDMARQホールド時間

0 - - ns

T355
XHDMACK↓ → XHIOW↓
XHDMACKセットアップ時間

0 - - ns

T356
XHIOW↓ → XHIOW↑
XHIOWアサートパルス幅

- - ns

T357
XHIOW↑ → XHIOW↓
XHIOWネゲートパルス幅

- - ns

T358
XHIOW↑ → XHDMACK↑
XHDMACKホールド時間

5 - 90 ns

T359
XHIOW↓ → HDD
データ出力遅延時間

0 - 10 ns

T35a
XHIOW↑ → HDD
データバスネゲート時間

10 - 45 ns

(AP+4) *
16.7 - 3

(NP+4) *
16.7 + 3

DATA転送方向： S1R72V03
DATA

*1:AP=IDE_Tmod.AssertPulseWidth, NP=IDE_Tmod.NegatePulseWidth
   詳細はレジスタ説明、”IDE Transfer Mode”を参照のこと
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8.4.4.5 Ultra DMA Read Timing 
 

XHCS[1:0](O)

HDA[2:0](O)

HDMARQ(I)

XHDMACK(O)

XHIOW(O)

HDD[15:0](I) stable

T362

XHIOR(O)

HIORDY(I)

T361

T364 T365

T363

T363

T368

T366 T366

T367

Initiating Host Pausing

(STOP)

(HDMARDY)

(DSTROBE)

記号 説明 min typ max 単位

T361
XHCS↑、HDA → XHDMACK↓
アドレスセットアップ時間

20 - - ns

T362
HDMARQ↑ → XHDMACK↓
XHDMACK応答時間

0 - - ns

T363
XHDMACK↓ → XHIOR(W)↓
エンベロープ時間

20 - 70 ns

T364
HDD → HIORDY
データセットアップ時間

4 - - ns

T365
HIORDY → HDD
データホールド時間

4 - - ns

T366
HIORDY → HIORDY
HIORDYサイクル時間

15 - - ns

T367
HIORDY → HIORDY
HIORDYサイクル時間×2

30 - - ns

T368
XHIOR↑ → HIORDY
最終のSTROBE時間

- -
IDE規格
tRFS

ns

DATA転送方向： S1R72V03
DATA
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Ultra DMA Read Timing（つづき） 

XHCS[1:0](O)

HDA[2:0](O)

HDMARQ(I)

XHDMACK(O)

XHIOW(O)

HDD[15:0](O)

XHIOR(O)

HIORDY(I)

T377

T371

T372

T373 T375

T376

T378 T379

CRC

Host Terminating Device Terminating

T377

T379T378
T374

T37a
T37b

(STOP)

(XHDMARDY)

(DSTROBE)
T374

CRCstable

記号 説明 min typ max 単位

T371
XHIOR↑ → XHIOW↑
STOPアサートまでの時間

85 - - ns

T372
XHIOR↑ → HIORDY
最終のSTROBE時間

- -
IDE規格
t
RFS

ns

T373
XHIOW↑ → HDMARQ↓
制限付きインターロック時間

- -
IDE規格
t
LI

ns

T374
HDMARQ↓ → HDD
出力ディレイ時間

20 - - ns

T375
HDMARQ↓ → XHDMACK↑
最小インターロック時間

160 - - ns

T376
HIORDY → XHDMACK↑
最小インターロック時間

20 - - ns

T377
XHDMACK↑ → XHCS0,1
XHCS0,1ホールド時間

20 - - ns

T378
HDD(CRC) → XHDMACK↑
CRCデータセットアップ時間

6.7 - - ns

T379
XHDMACK↑ → HDD(CRC)
CRCデータホールド時間

6.2 - - ns

T37a
HDMARQ↓ → XHIOR↑
制限付きインターロック時間

0 - 150 ns

T37b
HIORDY → XHDMACK↑
最小インターロック時間

110 - - ns

(CRC)

DATA転送方向： S1R72V03

DATA

stable

CRC
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8.4.4.6 Ultra DMA Write Timing 
 

XHCS[1:0](O)

HDA[2:0](O)

HDMARQ(I)

XHDMACK(O)

XHIOW(O)

HDD[15:0](O)

HIORDY(I)

XHIOR(O)

valid

T381

T384 T385

T386

T387
T388

T389

T38a

T389

Initiating Device Pausing

T382

T38b

(STOP)

(HSTROBE)

(XDDMARDY)

記号 説明 min typ max 単位

T381
XHCS↑、HDA → XHDMACK↓
アドレスセットアップ時間

20 - - ns

T382
HDMARQ↑ → XHDMACK↓
XHDMACK応答時間

0 - - ns

T384
XHDMACK↓ → XHIOW↓
エンベロープ時間

20 - 70 ns

T385
XHIOW↓ → HIORDY↓
制限付きインターロック時間

IDE規格
ｔLI

-
IDE規格
ｔLI

ns

T386
HIORDY↓ → XHIOR↓
制限無しインターロック時間

20 - - ns

T387
HDD → XHIOR↓
データセットアップ時間

-
(cyc+1)  *
16.7

- ns

T388
XHIOR↓ → HDD
データホールド時間

-
(cyc+1)  *
16.7

- ns

T389
XHIOR → XHIOR
XHIORサイクル時間

- ns

T38a
XHIOR → XHIOR
XHIORサイクル時間×2

- ns

T38b
HIORDY↑ → XHIOR
最終のSTROBE時間

20 - 38 ns

-
(cyc+2)  *
16.7

- T389 * 2

DATA転送方向： S1R72V03
DATA

*1:cyc=UltraDMAcycle
   詳細はレジスタ説明、”IDE Ultra-DMA Transfer Mode”を参照のこと
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9. 接続例 
 

9.1  CPU I/F接続例 

CA[7:1]

XBEL/CA[0]

DATA[15:0]

XCS

XRD

XWRH/XBEH

XWRL/XWR

XDREQ0※1

XDACK0※2

XDREQ1※1

XDACK1※2

XINT

Address[7:1]

16bit CPU（XWRH/XWRL）の接続例

DATA[15:0]

XCS

XRD

XWRH

XWRL

XDREQ0

XDACK0

XDREQ1

XDACK1

XINT

※1：DMA未使用時はopen

※2：DMA未使用時は
　　　High/Low何れかに固定

CA[7:1]

XBEL/CA[0]

DATA[15:0]

XCS

XRD

XWRH/XBEH

XWRL/XWR

XDREQ0※1

XDACK0※2

XDREQ1※1

XDACK1※2

XINT

Address[7:1]

16bit CPU（XBEH/XBEL）の接続例

DATA[15:0]

XCS

XRD

XBEH

XWR

XDREQ0

XDACK0

XDREQ1

XDACK1

XINT

XBEL

CA[7:1]

XBEL/CA[0]

DATA[7:0]

XCS

XRD

XWRH/XBEH

XWRL/XWR

XDREQ0※1

XDACK0※2

XDREQ1※1

XDACK1※2

XINT

Address[7:0]

8bit CPUの接続例

DATA[7:0]

XCS

XRD

XWR

XDREQ0

XDACK0

XDREQ1

XDACK1

XINT

Address[7:1]

Address[0]

※1：DMA未使用時はopen

※2：DMA未使用時は
　　　High/Low何れかに固定

※1：DMA未使用時はopen

※2：DMA未使用時は
　　　High/Low何れかに固定
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10. 外形寸法図 
 

10.1  QFPパッケージ 
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11. Appendix A IDE_Config_1.Swapビット設定 
 
S1R72H74の内部バスはビッグエンディアンで構成されており、[15:8]側がファーストバイトとなっ
ています。これに対し IDE I/Fはリトルエンディアンであり、 [7:0]側がファーストバイトとなります。
S1R72H74では、IDE_Config_1.Swapビットを使用して、S1R72H74の内部バスと IDE I/Fとのデータ・
バスの結線を切り替えることが出来ます。 
以下では、IDE_Config_1.Swapビットの設定による H/Wの動作に関し説明致します。 
なお、表中の A⇒Bは、Aの値が Bに反映される、となります。 
 
●IDE_Control.IDE_Goビットによるデータの DMA転送 
 

HDD[15:0] Swap 
IDEリード IDEライト 

0 HDD[15:0] 
⇒ 内部バス[15:0] 

内部バス[15:0] 
⇒ HDD[15:0] 

1 HDD[15:0] ⇒ 
{内部バス[7:0], 内部バス[15:8]} 

内部バス [15:0] ⇒ 
{HDD[7:0], HDD [15:8]} 

 
●IDEデータレジスタアクセス 
 

IDEデータレジスタ HDD[15:0] 
IDEリード IDEライト 

Swap 

IDE_RegAdrs. 
IDE_RdReg 

IDE_RegConfig. 
EnAutoStsRd 

IDE_RegAdrs. 
IDE_WrReg 

IDE_SeqWrRegControl.
IDE_SeqWrReg 

0 HDD[15:8] ⇒ 
IDE_RdRegValue_H 
HDD[7:0] ⇒ 
IDE_RdRegValue_L 

なし IDE_WrRegValue_H 
⇒ HDD[15:8] 
IDE_WrRegValue_L 
⇒ HDD[7:0] 

IDE_SeqWrRegValue(1st)
⇒ HDD[7:0] 
IDE_SeqWrRegValue(2nd)
⇒ HDD[15:8] 

1 HDD[15:8] ⇒ 
IDE_RdRegValue_L 
HDD[7:0] ⇒ 
IDE_RdRegValue_H 

なし IDE_WrRegValue_H 
⇒ HDD[7:0] 
IDE_WrRegValue_L 
⇒ HDD[15:8] 

IDE_SeqWrRegValue(1st)
⇒ HDD[15:8] 
IDE_SeqWrRegValue(2nd)
⇒ HDD[7:0] 

 
●IDEタスクファイルレジスタアクセス 
 

IDEタスクファイルレジスタ HDD[7:0] 
IDEリード IDEライト 

Swap 

IDE_RegAdrs. 
IDE_RdReg 

IDE_RegConfig.
EnAutoStsRd 

IDE_RegAdrs. 
IDE_WrReg 

IDE_SeqWrRegControl. 
IDE_SeqWrReg 

0 HDD[7:0] ⇒ 
IDE_RdRegValue_H 
HDD[7:0] ⇒ 
IDE_RdRegValue_L 

同左 IDE_WrRegValue_L
⇒ HDD[7:0] 

IDE_SeqWrRegValue 
⇒ HDD[7:0] 

1 同上 同上 IDE_WrRegValue_H
⇒ HDD[7:0] 

同上 
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12. Appendix B リトルエンディアンの CPUへの接続 
 
S1R72H74 の内部バスはビッグエンディアンで構成されており、偶数アドレスが上位バイト、奇数
アドレスが下位バイトとなっています。これに対して、リトルエンディアンの CPUに接続しての使用
方法を説明致します。 

 
＜基板＞ 
リトルエンディアンの CPUと S1R72H74の端子は、データ・バスとライト制御信号につきましては
端子名称のまま接続してください。すなわち CPU のデータ・バスのビット 15 からビット 8、即ち上
位バイトには、S1R72H74の CD15から CD8を接続し、CPUのデータ・バスのビット 7からビット 0、
即ち下位バイトには S1R72H74の CD7から CD0を接続してください。また、CPUによってはライト
信号の仕様が異なりますが、これもハイ、ローをそのまま接続してください。 

 
＜F/W＞ 
リトルエンディアンの CPUにて、S1R72H74を動作させる時には、まず以下の手順を行ってくださ
い。 
① ChipConfig.CPU_Swapビットを”1”にセット 
このレジスタのアドレス番地は S1R72H74 においては 0xEF に割り当てられていますが、②を
行うまでは、リトルエンディアンの CPUにおいては、0xEEに割り当てられているように動作
しています。これは、本 LSIの初期状態がビッグエンディアンであるために、ライト信号の上
位、下位が逆転しているからです。 

② 0xE9番地をリード 
このリード動作によって、本 LSIは CPUのバスの上位と下位を切り替えます。①を実行しただ
けでは切り替わっていないことにご注意願います。したがって、このリード動作の後は、全レ
ジスタが 7.1 レジスタマップに示す通りのアドレス番地となります。 

 
なお、この設定を行った後、EPnFIFO_Rd_H/L、EPnFIFO_Wr_H/L を除く、その他の全ての内部レ
ジスタは、Char（8ビット幅）にてアクセスしてください。Short（16ビット）以上にて定義されるレ
ジスタにつきましても、Charにてアクセスして頂き、CPUのメモリ上にてキャストしてご使用くださ
い。 

EPnFIFO_Rd_H/L、EPnFIFO_Wr_H/Lにつきましては、Shortにてアクセス可能となっています。ま
た DMACを使用してのアクセスに対しても問題御座いません（以下の表を参照）。 

 
● USBから 01_02_03_04_05_06と順にデータを受け取った場合 
 

 CPUのアクセス方法 
ビッグエンディアン リトルエンディアン Shortにてアクセス 

CD[15:8] CD[7:0] CD[15:8] CD[7:0] 
1st 01 02 02 01 
2nd 03 04 04 03 
3rd 05 06 06 05 
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